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この 資 料は 、 日本 自転 車振 興 会か ら競 輪収 益 の 一 部 で あ る機

械 工 業振 興 資金 の補 助 を 受 け て 昭和49年 度 に実 施 した 「コ ン

ピュ ー タ シス テ ムの 評 価 に 関す る調 査 研 究 」の成 果 を と りま と

め た もの で あ ります 。
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近 年,わ が国 の コ ン ピュー タ利用 は,急 速 に進 展 し・ 設 置台 数 に お い て,世 界第

二 位 に ま で普 及 す る に至 りま した。 この間 コ ン ピュ ≡ タの適 用業 務 も多 面 的 に なる

と共 に,そ の利 用 形態 もオ フ ラ イ ンか らオ ンラ イ ンへ 高 度化 して お り,ネ ッ トワー

ク方 式 を 基 軸 とす る 情 報 処 理 シ ステ ム も逐 次 拾 頭 しっつ あ ります。

t-mずでTこ
,一世 界 各国 にお しYて,)一)」,-ee』ユ ー タネ ッ トワ ー クは,実 験 シス テ ム,商 用

シ ステ ム が 開発 され,ま た わが 国 に お い て も,先 駆 的 な試 みが な され つ つ あ り,今

後 ます ます,そ の開 発.導 入 の テ ン ポは 早 ま っ て ゆ く もの と想 定 され ます 。

リソ ー ス ・シ リア リン グを 目的 と して形 成 され る コ ン ピュータ ・ネ ッ トワ ー ク シス

テ ムが,社 会 に導 入 され る に際 して は,技 術 面 も さる こ となが ら,利 用 面,制 度 面

な どの い くつ か の 問 題 を まず 解 決 す る ことが 要 請 され ます 。

当財 団で は,「 コ ン ピュータ・シ ステ ム評 価 委 員会 」 を 設 け,コ ン ピュータ ・ネ ッ ト

ワー ク形 成 に お け る 問 題 点 の 調 査 研 究 を行 い,本 報 告 書 は,そ の 成 果 を と り ま どめ

た もの で あ ります 。

こ こに,調 査 に ご尽 力 い た だ き ま した委 員 各 位 お よ び専 門委 員 に対 して,深 く感

謝 の 意 を表 し ます。

本報 告 書 が 各 方 面 に利 用 され,わ が 国 の情 報 処 理 の 発 展 に寄 与 す るよ う念 願す る

次 第 で あ ります 。

∫

昭和50年3月

財団法人 日本情報処理開発 セ ンター

副会長 斉 藤 有
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本 報告 書 は3部 にわ か れ,第1部 は 情 報 の利 用 形 態,コ ンピ ュータ・ネ ッ トワー ク と の関 連 お よ び情

報 シ ステ ム全 般 にわ た る評 価 な ど,大 局 的 見 地 か らの総 論 を述 べ,第2部 は コ ン ピュータ ・ネットワ ー

ク に係 わ る やs細 部 にわ た る問 題 点 の 検 討 結 果 を ま とめ て い る。 第3部 は コ ン ビュ ー:タ ・ネ ッ トワー

クに 関 す る 文献 調 査(INSPEC及 びUSGRAな どの 文献 デ ー タベ ー スを 中 心 に した調 査)に も

とつ い て,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの 現 状 お よ び今 後 の 方向 に つ い て ま と め た も の で あ る 。 こ こ

で は コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 各 国 の 現 状 と 動向 に つ い て 触 れ る と同時 に,構 成 的 お よび 利 用 的

視 点 か ら肥 え て,い くつ か の資 料 を 紹 介 す る。 最 後 に今 後 の コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク調 査 検 討 の

た め に参 考 文献 の リス トを挙 げ る。
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1.は じ め に

コ ン ピ ュー タ ・シス テム の 発 展 に と もない 情 報 処理 あ るい は情 報 コ ミュニ'ケー シ ョ ンの た め の 装

置 と して の コ ン ピュー タの 利用 形 態 や 利 用 環 境 も変 化 を と げて い る。 初期 の時 代 に お け る コ ン ピュ

ー タの単 体 的 利 用 形態 か らTSS的 利 用 の時 代 を 経 て
,現 在 は コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クに よ る

利 用 形 態 の 時代 に入 ろ うと して い る 。

この 資 料 は コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム評 価委 員 会 にお け る コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クに関 す る調

査 報 告 の参 考 資 料 と して,コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー クを い くつ か の側 面 か ら肥 え た論 文 の紹 介 を

中 心 に 解 説 し たも の で あ る。

■

ル

(∨

2.解 説 的 序 論

コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クは 何 台 か の コ ンピュー タ ・シ ステ ムを コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ライ ンを

通 して 結 合 す る こ とに よ り,ネ ッ トワー クに 結 合 され て い るい ろ い ろ な種 類 の 資源 を共 用 す る こと

を 目指 した シス テ ムで あ る。 この 資 源 の 共 用 には つ ぎの3つ の 形態 が あ る。 第1は ネ ッ トワー ク内

の コ ンピ ュ ー タ ・シス テ ム が所 有 して い る ハ ー ドウ エ ア 的処 理 能 力,す な わ ち 中央 演 算処 理 装 置,

記憶 装置 あ●るい は各 種 周 辺 装 置 の能 力 や 機能 を共 用す る もので,ロ ー ド ・シェ ア リ ン グと よ ばれ る

共 用形 態 で あ る。 ロー ド ・シェ ア リ ングに よ って ネ ッ トワー ク全 体 の ロ・一 ドを 平均 化 した り,ネ ッ

トワー ク を通 して 特 殊 な装 置 を 利 用 す る こ と が可 能 とな る。 第2は ソフ トウエ アを 共 用 す る こと に

'
よ り,問 題 の 解 決 に あ たっ て最 適 な技 法 を 適 用 す るた め の共 用 形 態 で あ り,ソ フ トウエ ア ・シェア

リング と よば れ てい る。 第3は 情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョンの一 環 と して ネ ッ トワー クを 利 用 す るもの

で あ り,い い 換 えれ ば ネ ッ トワ ー ク 内 に 蓄 え られ た 各種 デ ー タを 共 用 す る こと に よ って 必要 なデ ー

タを適 宜 利 用 しなが ら問題 の解 決 に あ た っ た り情 報 コ ミ ュニ ケー シ ョンを お こな った りす る利 用形

態 で あ る 。こ の共 用 形 態 は デ ータ ・シ ェ ア リン グ とよ ば れ て い る 。

一方 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クを 考 慮 す るに.あた って は大 別 して2つ の側 面 が あろ う。 ひ と、つ

は コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の構 成 的 側 面 で あ り,ひ とつ は そ の利 用 的 側 面 で あ る。 コ ンピ ュー

タ ・ネ ッ トワ ー ク.の構 成 的側 面 は,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クを 構 成 す るに あた っ て要 素 とな る

コ ン ピュー タの 種 類 や ・ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ライ ンを通 して コ ン ピュー タを 結 合 す る技 法 とい う

立場 か ら コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワ ー クを 把 え る側 面 で あ る。 こ の構 成 的側 面 か らネ ッ トウ ー クを 肥

えた と きの 第一 点 は ネ ッ トワ ー クを 構 成 して い る要 素 と して の コ ン ピュー タの 種 類 で あ る。 す なわ

ち 互 換 性 の あ る同 機 種 コ ン ピュ ー タだ けを 構 成 要 素と す る よ う な 同機 種 型 コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ

ー ク と
、互 換 性 の な い異 機 種 コン ピ ュ ー タを 結 合 す る よ うな異 機 種 型 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク

とが あ る 。構 造 的 側 面 の 第2点 は ネ ッ トワ ー クの 要素 と しての コ ン ピ ュ ー タ を 結 合 す る形 態 で

あ る。 この 結 合 形 態 に はつ ぎの4通 りが あ る。 第1は ネ ッ トワ ー ク の中 央 に制 御 コ ン ピュ ー タを も

ち,ネ ッ トワ ー ク全 体 を 制 御 した り情 報(メ ッセ ー ジ)の 流 れを 管 理 す る よ う な形 態 を と る集 中 型

(ス タ ー 型)コ ンピ ュ ータ ・ネ ッ トワ ー クで あ る。 第2は い くつ か の集 中 型 サブ ネ ッ トワ ・一一・ク を結

一1一



合 す る こ と に よ って ネ ッ トワ ーク を構 成 す る形 態 で あ る。 す なわ ち集 中型 サ ブ ネ ッ トワー クの 中央

制 御 コ ンピ ュー タを 互 に結 合 す る 方式 で 階 層 型(複 合 ス ター 型)コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク とよ

ば れ て い る。 第3は ネ ッ トワ ークを 構 成 して い る個 々 の コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム を独 立 した シス テ

ム(ホ ス ト・コ ン ピュ ー タ)と して把 え,そ の コ ン ピ ュー タを 個 々に 分散 した形 で結 合 す る形 態 で

r分散 型 コ ン ピュ三 夕 ・ネ ・ソ トワー ク と よ ばれ て い る 。第4は コ ン ピュ ー タを リ ング状 に結 合 した も

.ので リン グ 型 コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク とよ ばれ る形態 で あ る。

この よ うに コ ン ピ ュ ー タ ・ネ幽ッ トワー クの構 成 的側 面 にお け る2つ の観 点,す な わ ちネ ッ トワー

ク を構成 す る コ ン ピュ ー タ の機 種 と結 合 の形 態 を 組 み合 せ た姿 と して コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

が構 成 され る。 た と え ば 同機 種 集 中型 ネ ッ トワ ー クや 異 機 種 分 散 型 ネ ッ トワー ク とか の構 成 的形 態

が 実 現 され る こ とに な る。 構 成 的側 面 に お い て は これ らの形 態 を ふ ま え た うえで の結 合 技 法 が問 題

と な る。 た とえ ば コ ン ピ ュ三 夕を 物 理 的 に 結 び つ け る た め の技 法,コ ンピ ュー タ間 で の 情 報(メ ッ

セ ー ジ)の 交換 を お こな うた め の技 法,あ るい は ネ ッ トワー クを 制 御 管理 す る た め の技 法 な どが あ

る。

一 方 コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク を利 用 的 側 面 か ら肥 え る立場 が あ る。 す な わ ちネ ッ ト7ー クが

利 用 され る 組 織 や適 用 業 務 か らコ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クを 肥 え る 立場 で あ る。 実際 コ ン ピュー

タは 初 期 に 時 代 にお け る 単体 的 利用 形 態 か らTSSに よ る利 用 の時 代 にな り,現 在 は コ ン ピュ ー タ

・ネ ッ トワー ク とい う和 習形 態 の 時 代 に なろ う と して い る。 この よ うに コ ン ピュー タの利 用 形 態 の

'

発 展 と と も に コ ンピ ュ ー タ に対 す る利 用者 の要 求 や 適 用 業 務 も変 化 拡 大 して きて い る。 この発 展 の
も

流 れ の中 で の大 き な特 徴 と して 閉 じた 組織 体 に お け る情 報 処 理 か ら開 か れ た 組 織 体 にお け る情 報 処

'理
へ の変 化 が あ ろ う。 す な わ ち 前 に も述 べ た よ うに コ ン ピュ ー タ に付 随 した種 々 の資 源 層(処理機 能,

周 辺装 置,ソ フ トウ エ ア お よ び デー タ)が ネ ッ トワ ー ク とい う形 で 有機 的 に結 合 され,有 機 的情 報

処 理 あ る い は情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 装 置 と して 各 種 の 資 源 を 共 用 す るこ と に コ ン ピュ ー タ ・ネ

ッ トワー クの 大 き な特 徴 が あ る。 こ の資 源 の 有 機 的結 合 体 と して の ネ ッ トワー クは その 利 用 形 態 や

適 用 業 務 に よ って,'ネ ッ トワー クの 有 す る機 能 に 対 す る 要求 も異 な って こよ う。 た と え ば情 報 流 通

シ ステ ムと しての 図書 館 ネ,ッ トワ ー クに おい ては 文献 情 報 を 蓄 積 す るた めの デ ー タバ ンク 的 機能 と

不 特 定 多 数 の利用 者 が 必 要 な情 報 を適 宜 引 き 出せ るよ うに して お く検 索 あ るい は 索 引 機能 が 必要 と

なる 。 ま た 航 空 業 務 に お け るネ ッ トワLク で は,座 席 予約 シ ス テ ム,貨 物 管 理 システ ムお よ び フ ラ

イ ト運 航 管 理 シ ス テ ム の機 能 が 必 要 で ある。 こ れ らの シ ス テ ム で は 迅速 な メ ッセ ー ジの処 理 だ け で

な くネ ッ トワ ー ク の拡 張 性 が 重 要 な要 素 とな る。 航空 業 務 に お け る ネ ッ トワー クが 十分 な機 能 を 果

たす ため に は 各国 や地 域 の 航 空 業 務 に関 す る情 報 が 世界 的 規 模 で結 合 され 交 換 され るこ と が望 ま し

い。 さ らに は ホテ ム の 予 約 シ ステ ム な ど ほ かの 関連 ネ ッ トワー クと 結 合 され てい く傾 向 に あ る・ し

た が って航 空 業務 に限 らず ネ ・ソ トワー クの拡 張性 が 要 求 され るよ う'な適 用 業務 は 多い 。 また 総合 的

医 療 シス テ ムを 目指 す 医 療 ネ ッ トワー クが 考 え られ てい る。 医 療 ネ ッ トワー クで は 専門 医 師 に よ る

現 場 の 医 師 へ の教 育 あ る い は 治 療 の た め の助 言,救 急 患 者 の 処 置 の ため の 情 報 交 換,医 療 資 源 の有

機 的 結合 と配 分,カ ル テ の 蓄 積 と検 索 などの 機 能 が 必要 と な ろ う。 こ のた め に は デ ー タバ ンク的 機
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能 の ほ か に アナ ロ グ情 報 を も含 ん だ よ うな情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの機 能 が 要 求 され る。 さ らに は

教 育 研 究 機 関 に お け る資 源 の 共 用 の た め の 教育 研 究 ネ ッ トワー クが あ る。 こ の ネ ・ソ トワー クは い く

つ か の教 育 研 究 機 関 コ ンピ ュ ー タを結 合 す る こ とに よ って コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク を構 成 し ,

コ ンピ ュー タの処 理 能 力 ,ソ フ トウエ ア,研 究 用 デ ー タな どの 資 源 を共 用 す る とい う 面 か ら有 機 的

な 教 育 研究 の た め の 組織 体 を 構 成 してい る。

これ まで は コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを そ の構成 的側 面 と 利 用 的側 面 とか ら抱 えて き たが
,言

う まで もな くこの2つ の側 面 は 相 互 に密 接 な関 連 を も ってい る。 す なわ ち利 用 的 側 面 あ るい は コ ン

ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの適 用 業 務 にお け るい ろい ろ な 必要 機能 を充 た す た め には ネ ッ トワー クの

構 成 的 側 面 か らの 考 慮 が必 要 不 可 欠 と な る。

3.論 文 の 紹 介

こ こで は 前 章 で 述 べ た よ うな コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー ク のい くつか の 側 面 をふ まえ た うえ で

6つ の分 野 に つ い て の 資 料 を紹 介 す る。

ほ)コ ミ ュニケ ー シ ョ ン情 況 論

コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの 利 用 的側 面 と して情 報 流 通 シ ステ ム あ る℃ は情 報 コ ミ
ュ ニ ケ

ー シ ・ ン'シ ス テ ム と して の 織 が あ る
・ そ こで ・ ミユ ニ ケ ー シ ・ ンを あ る雛 本 質 に さか の

ぼ って 考 察 す る こ と に は意 義 が あ ろ う。 こ こで は コ ミュニ ケ ー シ ョ ンす な わ ち情 報 の 交 換 が ど

の よ うな 要 素 と形 態 をと って お こ なわ れ るか ,あ るい は効 果 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを お こ な

う た め に は ど の よ うな 点 を 考 慮 す る 必 要 が あ る か と い う 観 点 か らつ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る。

Richard.M.Davis .ttTheCommunicationSituation-.AMqdelandDiscu-

sstOn':IEEETransactionsorProfessionalCommunicaticm
,『Vo1.PC-17,Na1,

March1974.

∠A

(2)コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク の 分 析

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を 構 成 的 側 面 か ら肥 え る と
,そ の 構 成 要 素 と 結 合 方 式 に と も な

う諸 機 能 が 問 題 と な る。 そ こ で コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 設 計 し た り評 価 し た りす る に あ

た っ て の い ぐ っ か の ポ イ ン トを 理 解 して お く必 要 が あ る。 す な わ ち ネ ・ソ トワ ー ク を 構 成 す る に

あ た っ て の 必 要 な 機 能 を 考 察 す る 立 場 か ら コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を 分 析 的 に 把 え る 方 法

で あ る 。 こ の よ う な 観 点 か ら つ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る。

WilliamS.GlikbargandHellmutGolde ,1'AnatomyofComputerNetw-

orks"

Proc.SeventhHawaiiInternationalConferenceonSystemScience1974
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(3)コ ン ビ ュ ー.タ ・ネ ッ トワ ー ク の 適 用 業 務

2章 で の コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク を 利 用 的 側 面 か ら抱 え た と き,そ の 適 用 業 務 に は 図 書 館

ネ ッ トワ ー ク(情 報 流 通 ネ ッ トワ ー ク),航 空 業 務 ネ ッ トワ ー ク,医 療 ネ ッ ト ワ ー ク あ るい は 教

育 研 究 用 ネ ッ トワ ー ク な ど が あ っ た 。 こ れ ら コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 環 境 に よ っ て,

利 用 的 側 面 か らみ た ネ ッ ト.ワ ー ク の 処 理 機 能 は 異 な っ て く る。 こ こで は 例 と し て 医 療 ネ ッ トワ ー

ク と 教 育 研 究 用 ネ ッ トワ ー ク の 必 要 な 機 能 に 関 し て の 調 査 文 献 を と り あ げ る。 紹 介 す る 文 献 は つ

ぎ の2つ で あ る 。,

MartinGreenberger,"FacilitationNetworksforEducationalComput-

ing",Proc・Sp.venthHawaiiInternationalConferenceonSystemScience

1974.

Si1・erst・i・ ・M・E∵Th・Wi・ ・dM・di・alC・mmunity;A・
.Emergi・gRea1-,

itゾ,Proc・InternationalConfereneonComputerCo㎜unication1974. 、

θ

(4}デ ー タ ベ ー ス を と も な う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

情 報 流 通 の た め の 装 置 と し て コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を 肥 え る と,デ ー タ バ ン ク的 機 能

と して デ ー タ ベ ー ス が ネ ッ トワ ー ク に 組 み 込 ま れ る こ と は 当 然 考 慮 さ れ な け れ ば な ら な い 。 ネ ッ

トワ ー ク を 介 して デ ー タ ベ ー ス と 情 報 を 交 換 す る に 際 し て は,人 間/機 械 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と

機 械/機 械 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と の2つ の 形 態 が あ る。 こ こ で は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を

'
ふ ま え た うえ で の デ ー タ ベ ー ス と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンに あ た っ て の 必 要 条 件 を 分 析 す る と い う

・立 場 か らつ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る 。

Merten,H.Siemens,・CommunicationwithDataBases",

Proc.InternatinalConferenceonConputerCommunication1974、

〔5)ネ ッ トワー クの 管 理 と 運用

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クは そ の構 成 的 側面 や 利 用 的 側 面 か ら肥 え る こ と もで き るが,現 に

稼 動 して い る ネ ッ トワ ー クの管 理 と運 用 の 問題 も見 落 とす こと の で き な い点 で あ る。 と くに コ ン

ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クは そ の性 質 上地 域 的 な 広 が りを もつ だ け で な く,複 数 の 組 織 体 が ネ ッ ト

ワー クを 通 して 結 合 され て い る の が 普 通 で あ る。 した が って ネ ッ トワー クの 管 理 と運 用 に あ た っ

ては,従 来 の コ ン ピ ュー タ の 利 用環 境 とは 趣 きを 異 に した 管 理 と運 用が 要求 され る。 そ こで現 在

す で に稼 動 して い る い くつ か の コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク炉 どの よ うな 形 で管 理 運 営 され てい

る か と い う 見 地 か ら つ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る 。

Iraw.Cotton,'NetworkManagementSurvey",

P…,S・venthH・w・iiI・ternati・nalC・nf・ ・ence・nSy・t・mS・i・n・e・1994

.司
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傷

・

{引 コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の今 後 ・.・.

コ ン ピュー タ ・シ ステ ム の発 展 と く にネ ッ トワー ク的 形態 を と るにい た って 、'そ.の利 用 環 境 も

大 き な変 革を と げて い る。 い い 換 え れ ば,情 報 システ ムが組 織 を よ り 有 機 的 な形 で拡 大結 合 し,

それ とと も に
.・・テ ムが 適 用 婿 ご とに 高 度 化 して い る ・ とに な る・ そ ζで ネ ・シ ト・ プ 機 能

針 分に活用した離 鯖 搬 スデ朝 姿を考察することは冷 後コだ ・・ タ'ネ ・トワーク

を設計するにあた・て硫 蜘 識ζなろう・ここで{まいくつかの具体的㌣ ステムをもとに・い

わ ば ネ ッ トワ ー ク的 高 度 情 報 ・シ ス テ ム の姿 を肥 え ると い う観 点 か らつ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る。

PhillipsH,"AdvancedInformationSYst-gMsinaNet .wOrkEnviron-vパ
ment,..∵

C・m・ ・tern・ ・w・ ・k・.1・ …q・hS…e
,・ith・ 、a・tRg・ …6,1971'二 ・ ・

BoalmanyR.Shell,"TheFutureofComputerCommunica .tionrAfac .ilit.y、.'、

f・rF・w・raC・tilityf・rMany?",1ρ ρC∵ ∵ パ

Proc.InternationalConferenceonCompute .rCommunication,1974.・

《⑨・.

'{
.
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3.1.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 情 況 論

リ チ ャ ー ド ・M・'デ イ ビ ス

要 旨 一 書 面に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 作 成 され る あ らゆ る情 況 の下 で は,8つ の 可 変的 要 素 と

3つ の プ ロセ スが 存 在 す る。 可 変的 要 素 とは,機 会 ,執 筆者,主 題,目 的,サ ポ ー ト設 備,時 間 、 コ

ミュ ニケ ー シ ョ ンそ れ 自体,お よ び 受 取 り手 で あ り,プ ロ セ ス とは ,作 成,伝 達 お よ び コ ミュニ ケー

シ ョ ンの検 討 ・利 用で あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 成 功を 収 め るか ど うか は ,執 筆 者 が どれ だ け効 果

的 に その 情 況 を 評価 し,そ の 情 況 下 で 自分 の 目的 を達 成 す るの に 適 した コ ミュニ ケ ー シ ョンを どれだ

け効 果 的 に 作 成 す るか ど うか に よ っ て 大 き く支配 され る。 執筆 者 の 制 御 能 力 を 越 え た(そ して 執 筆者

が 予 想 す る こ と さえ で き な い)偶 発 的 事 態 とい う もの が 存 在 し,こ れ が コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの成 功可

能 性 に影 響 を 及ぼ す か も知 れ ない 。

は じ め に

科 学 技 術 文 書 作 成 の 教 育 コー ス,商 業 通 信 文 コー ス,そ の他 あ らゆ る 文 書 コ ミ三ニ ケ ー シ ョ ンの教

育 コー スで も,教 え る側 の 人 々の 背 景,経 験,関 心 の 度 合 い,能 力 が撞 く一 般 的 な テ ー マ に つい て さ

え 甚 だ しく異 な って い る 以 上,「 正 しい 」 とか 「そ の 方 が 望 ま しい」 と か の名 目 で 彼 等 の 推薦 す る実

践 方 法 もま た 千 差 万 別 と言 って よ い 。 コー スの 対 象 範 囲 と基 準 は,そ の使 用 テ ク ス トと密 接 な関 連 を

保 って い る こ とが 多 い が,問 題 は,そ の 範 囲 と基 準 自体 に 大 き な幅 の あ る こ と で,た とえ ば,あ る教

育 コー ス で は 極 め て す ぐれ た テ ク ス トと 見 られ る もの で も,他 の コー スで は,た とえ そ の使 用 目的 が

本 質 的 に は 同 一 で あ っ て も,誠 に 無 残 な失 敗 に終 る場 合 が少 な くない 。

書 面 に よ る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンに つ い て言 え ば,年 間20篇 を 下 らな い論 文 が コ ミュニ ケ ー シ ョ ン専

門 誌 その 他 で 発 表 され て い る し,コ ミュ ニケ ー シ ョン学会 の 地域 集 会,全 国 大会 で も数 百 の 論 文 が提

出 され て い る。 但 しそ の 多 くは 特 定 の情 況下 に お け る特 定 種類 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに 的 が 絞 られ,

従 って そ の 導 く結 論 と推 薦 す る 実 践 方 法 は,時 に鋭 い 変 化 を 見せ る。

現 在 行 なわ れ て い る よ う な研 究 方 法 で は,し か もそ の 数 は 恥 ず か しい ほ ど少 な い が,あ る研 究 の成

果 は他 の研 究 の 成 果 と一 見 矛 盾 して お り,本 質 的 には 同 一 の 一 般 分野 を 対 象 と して い る に もかか わ ら

ず,相 互 の 研究 を 比 較す る 有 効 な基 盤 を 欠 いて い るケ ー ス が 多 い。

書 面 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン につ い て こ れ ほ ど 千差 万 別 の 一 見相 互 に 矛 盾 す る 情 報 が 存 在 す る 理 由は数

多 くある が,そ の 中 で も真 実 基 本 的 な理 由 の一 つ と して,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 発 生 し利 用 され る情

況 か ら何 とな く問題 を 切 り離 して,コ ミュニ ケー シ ョ ンそ れ 自体 を 独 立 した 存 在 と して 討 議 の 対 象 に

しよ う とす る傾 向 を 指 摘 したい 。 特 定 の 実 際 手 段 が 効 果を 発 揮 す るの は ど うい う条 件 の下 で あ るか,

同 じ手段 で も条 件 が 変 わ れ ば ど うい う修 正を 施 こ さね ば な らない か,こ うい う条 件 な い し修fEの 具体

的 定 義 にっ い て は,ほ とん ど無視 され て い るケ ー スが 多 い。 そ の 結 果,極 め て特 殊 な 一連 の環 境 の 下

で しか 起 こ り得 な い 事態 が極 く一 般 的 な情 況 論 と して提 示 され る こと に な る。

あ らゆ る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,特 定 の情 況 の 必 要 に応 じて 作成 され るも の で あ る。 こ れ は われ わ

れ の 誰 しも が 認め る と ころ で あ るが,書 面 コ ミュニ ケ ー シ ョンが作 成 され る情 況 の モ デ ル,わ れ わ れ

一6一
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`

が討 論 の 基 礎 を そ こに 置 き,そ れ を 基 に 比 較を 行 な お うと す るモ デ ル にっ い て 言 えば,公 認 の モ デ ル

が成 立 して い るとは 言 い 難 い よ うで あ る。 私 は こ の 論稿 の中 で,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン情 況 の仮 定 的 モ

デ ル(図1)を 提 出 し,そ の可 変 要 素 とプ ロ セ スに つい て 簡 単 に論 じ,私 の 論点 を 支持 す る ため に 必

要 な若 干 の 定 義 付 け を行 ない た い と思 う。 この 論稿 に刺 戟 され て コ ミュニ ケ ー シ ョ ン情 況 に 関す る一

般 論,特 殊 論 を拡 大,修 正す る こ とに よ って学 生,教 師,さ らに一 般 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン実 施 者 の

お 役 に 立つ こ と に な れ ば幸 い で あ る。

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン

執

筆

者

主 題1時 間
受

'取

り

手

〃 %

伝 達菱w
'

作 成

z

検 討,

利 用z 目 的]サ ポー ・

図1コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン情 況 モデ ル

矩 形 は可 変 的 要 素 を,円 形 は プ ロセ スを 表 わ す 。

、息.

こ のモ デ ル の 限 定 条 件 は 次 の通 りで あ る。

1)こ れ は あ くま で も書 面 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 発生 情 況 だ け に 限 って 適 用 され る モ デ ル で あ る。

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン情 況 が 変わ れ ば ,あ る種 の可 変 要 素の 内容 は ほ とん ど 同一 で あ ると して も,プ ロ

セ スに は若 干 の変 化を 生 じる。 従 っ て 以下 の行 文 に お け る 「コ ミゴ ニケ ー シ ョン」 とは,書 面 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン」 の意 で あ る と解 釈 して頂 きた い
。'

2)媒 体 は,英 語 の 文章 で あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 内 容 を あ る国語 か ら他 の 国 語 に 翻 訳 す る 作
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業 は 大 量 の考 慮 事 項 を 生 み 出 す こ と に な り,そ の すべ て を カバ ーす る こ とは 到底 この小 論 の よ くす る

と ころ で は な い。

3)こ こ で 取 上げ る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは 比 較 的単 純 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンで あ って,た とえ ば,

メモ,出 来 高 報 告 書,仕 入 発 注 書 の よ う に,そ の記述,作 成,伝 達 が一 般 的 に言 って 執 筆者 の 意 の ま

ま に な る性 質 の も の で あ る。 つ ま り発 注 す る情 況 は単一 の 出来 事 に 由来 し,単 一 の コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンが 作成 され る。 年 間 予算,技 術 マニ ュ ア ル,プ ロ ジ ェ ク ト見積 書 の 場合 は これ と違 って 情 況 は さ ら

に 複 合 的 で あ り,多 数の 人 間 が 記述 し,編 集 し,承 認 し,あ るい はそ の コ ミュニ ケー シ ョ ンの発 生 に

参'旧し,数 十 ない し数 百 の 個 々の書 面 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン(す な わ ち個 個 の事 件)・が そ の 作 成 の過 程

に含 まれ る 可能 性 を 持 って い る。 以 後 の 行 文 で は,時 に 応 じて 複合 的情 況 に触 れ る こ と もあ るが 、取

り あ え ずわ れ わ れ の モ デ ルは 専 ら単 純 な情 況 の み を そ の 対 象 とす る。

4)執 筆i者が,自 分の 発 信 しよ うとす る情 報 を 発 見 し評 価 す る た め に行 な うよ う な研 究 調 査 に対 し

て は,一 切 考慮 を払 わ な い。 執筆 者 は 情 報 を 確 実 に所 有 して お り,従 って彼 の仕 事 は そ の 情 報を 効 果

的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンす る ことで あ る,と い うの がわ れ わ れ の想 定 で あ る。 情 況 に よ っ て は,あ る

いは 最 初か ら彼 が一 切 の必 要 な情 報 を所 有 して い るこ と も あ り得 る し,あ る いは また 必 要 情報 を入 手

す るた め の研 究 調 査 に,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 実 際 作成 時 間 よ り百倍 も長 い 時 間 を 費 す こと もあ り得

よ う』(コ ミュ,ニケ ー シ ョン とは,要 す るに そ れ を 上 廻 る 大 きな プ ロ ジェ ク トの 最 終 結 果 を 示 す も の

に 過 ぎな い),わ れ われ の関心 は,あ くまで も コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの発 生,伝 達 お よ び その 利 用 の面

だ けに 限定 され る。

こ のモ デ ル の 中 で議 論 され る可 変 要 素 と プ ロ セ スは,い か な る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン情 況 の 下 で も 見

受 け られ る存 在 で あ る。 発 隼 させ よ うとす る メ ッセ ー ジ の 内容 と 形式 につい て 執筆 者 が ほ と ん ど,あ

る い は 全然 発 言 権 を 持 ってい ない 場 合 もあ るだ ろ う し,僅 か ば か りの 発言 権を 持 っ てい る場 合 も あ ろ

う。 そ れ に 自分 の創 造 す る情 況 も,コ.ミ ュニ ケ ー シ ョ ンそ れ 自体 も まる で執筆 者 の気 に 入 ら ない場 合

も あ るだ ろ う。 しか し、 そ の 条件 は ㊤ か に 変 化 して も,い か な る情 況 の下 で も 可変 要 素 とプ ロ セ スの

内 容 は常 に 同一 で あ り,つ ま り発 生 す る コ ミュ ニケ ー シ ョ ンが どれ だ け成 功 を 収 め るか ど う かの 度 合

い は,執 筆 者 が 当面 の情 況 の要 請 に 応 じて(出 来 る限 り)ど れだ け可 変 要 素の 内 容 を 正確 に 評価 した

か,そ の評 価 に 基い て ど れだ けiE確 に コ ミュニ ケ ー シ ョン とそ の プ ロ セス を調 整 した か,こ の点 に左

右 さ れ る と こ ろ が大 きい で あ ろ う。

慣 行 と 期 待

可 変 要 素 と プ ロ セ ス につ い て 論議 す る前 に,先 ず これ か ら述 べ る 「慣行 」 と 「期 待jの 定 義 を 述べ

て お く必 要 が あ る。 慣 行 と は,あ る 事 柄 が 普 通 に行 な われ る方法 の こ、とで あ り,期 待 と は ・あ る事 柄

が あ る情 況 の 下 で 行 なわ れ るべ き,あ るい は 行 な われ る で あ ろ う状 態 につ い て 個 々の 人 間が 抱 く期待

の 方法 で あ る。 慣行 に は一 般 的 なも の.(誰 も が そ うす る)と,局 地 的な もの(特 定 の グル ー プ が そ う

す る)と が あ る。1特定 の組 織 の中 で あ る個 人 が特 定 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 行 な お う とす る場 合 には

局 地 的慣 行 は さ らに 個人 的 な も の と な る(あ る 一人 の 人 間 が そ うす る)。 しか し期 待 の 場 合 は'常 に

特 定 の 個 人 に 関 す る範 囲 内 に留 ま る だ け で あ る。
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、亀.

」 般 的 慣 行

あ らゆ る言 語 と そ の使 用法 は,任 意 の 常 套語 句 セ ッ トの 中の任 意の 常 套 語句 セ ッ トで 構 成 され,そ

れ が また さ らに他 の 任 意 の常 套語 句 セ ッ トに包 摂 され … … とい う風 に 続い て行 くが,こ の 方式 は あ ら

ゆ る言 語 の 文語 に も国語 に も適用 され る 。 書 面 コ ミュニ ケ ー シ ョンの場 合,文 法,シ ン タ ッ クス,ス

ペ リ ング の 多 くは,単 語 その もの,あ る いは 単 語 の意 味 と 同 じよ うに一 般 的慣 行 に な っ てい る(但 し

各 種 レベ ル の 慣用 法 を 除 く)。 、

さ らに特 定 の情 況 の下 では,多 く の慣 行が,結 果 と して 一般 的 な性格 を 帯 び て 来 よ う。'たと え ば 同

じ手 紙 に対 す る返 事 で も,相 手 が 取 引上 で の知 り合い,昔 か らの飲 み 友達,ガ ー ル フ レ ン ド,子 供,

あ る いは合 衆 国 大 統領 で あ れば,文 体,調 子,表 現 法,使 用 す る ゴ トバ そ の も の が 当 然 変 って来 るだ

ろ う6親 戚 に手 書 きの 手紙 を 出す'こと は あ って も,大 会 社 の社 長 が株 主 に手 続 き の 手 紙 を送 る こと は

あ る まい。 最 高 裁 の 判 決 文 とデ パ ー トの 広 告 文,あ るい は 航 空 機 の メ ンテ ナン ス ・マ ニ ュア ル で は,,

そ の 文体 も 当然 変 って来 よ う。 、 一 ㌧.'∵"

教 科 書 の 印 刷 と 新 聞 の 印刷 では デ そ の 品 質 に違 い の あ るの が 普通 で あ る。 つ ま り,何 が 「正 しい 」

か とい う標 準 は 情 況 に よ って変 化 す る も ので あ り,'要 す る に その ほ とん どは,特 定 の コ ミ ュニ ケ ーショ

ン情 況 下 にお け る慣 行 の サ ブ セ ッ トを反 映 す る もの に外 な らない。`

局 地 的 慣 行

特 定 の情 況 下 に発 生す る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンに 対 して は 一般 的 慣 行 が ほ とん ど あ ら ゆ る場 合適 用 さ

れ る が,そ れ 以 外 に も,特 定 の グル ー プ の 内 部だ けで通 用 す る無 数 の 局地 的 な慣 行 が 存 在 す る。 た と

え ば,あ る会 社 で は一 切 の プ ロ グ レ ス ・ レポ ー トがす べ て 所定 の記 載 順序 に 則 って 作 成 され る ため,

レポ ー トの関 係者 全 員 が その 順 序 を 熟 知 す るよ うに な り,ど こを見 れ ば ど の情 報 を得 られ る か は全 員

共 通 の知識 に な って い る。 とこ ろが 全 く同 じ職 種 に属 す る会 社 で も,た とえ ば 同 じ道路 の反 対側 に あ

る会 社 で も,こ れ とは全 く異 な る書 式 な い しは 記 載 順序 を 要求 してい るケ ー ス が 決 して 稀 で は な い。

あ る雑 誌 で は,す べ て の参 考 文献 が特 定 の 書 式 通 りに 記 述 され る こ とを 要 求 す る だ ろ う し,雑 誌 が違

え ば また 別 の 書 式 を 要求 す るか も知 れ な い。 あ る専 門 家 グ ルー プは メー トル法 を採 用 し,他 の グル ー

プ は採 用 しな い か も知 れ な い。 あ る 実 験 室 の実 験 レポLト は,序 文,'本 文,駿 文 と形 通 り に揃 え,公

式通 りの 余 白を 両 側 に 残 して タイ プ 打 ち し、そ れ をオ フ セ ッ ト印刷 に掛 け,し か も相 当高 価 な表 紙 を

付 け た製 本 を して,い わ ば 完全 な技 術 レポ ー トの体 裁 を 整 え るか も知 れ な い し,別 の 実 験室 で は,簡

単 な 概要 メモ を 付 けた,ス ペ ー ス ぎ りぎ りま で情 報 を タイ プ打 ち した書 式 の レポニ トを作 るか も知 れ

な い。 あ る企 業の 社 内 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,文 字 通 りす べ て 手書 き のメ モ で あ り(タ イ プ打 ちす れ

ば そ れ だ け情 報 の 伝 達 が 遅 れ る し,タ イ プ に打 っ た と こ ろ で,せ いぜ い 加 わ る もの は タ イ プ代 だ けで

あ る),ま た 他 の 企 業 では,一 切 の 社 名 メ モ を タ イ プ に打 つ(わ れ われ は 、れ っ き と した企 業 で あ り,

今 夜 に で も夜 逃 げ す るよ うな モ ー ロー 会 社 と は 訳 が違 う)。 局 地 的 な慣 行 の 関 係 者 に 関 す る限 り,慣

行 と は 「あ る事 を 正 し く行 な う方 法 」 で あ る。 つ ま り,そ れ が慣 行 であ るが 故 に 正 しい の で あ っ て,

慣 行の 本 質 は こ こに ある。 これ が 慣 行 の本 質 で あ る,あ る 事 を 行 な う普 通 の 方 法,こ う と しか言 い

よ う が ない。
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期 待

'われ われ の 日常 生 活 の 多 くの 場合
,あ る事柄 が あ る特 定 の方 法 で 行 な わ れ,し か もそ れ が唯 一 の 方

法 と して 多 くの 回 数(10回,100回,1000回)繰 返 され るの を 目撃 す ると,今 後 もそ の 方法 で続 け ら

れ る ことを 期 待 す る よ うに な る。 わ れ われ に と って これ が慣 行 と な り ∴ 「正 しい 」や り 方 に な る,

そ・れ を 期 待 す るよ う な条 件 反 応 が 経験 に よ って 引 き 起 こ され る の であ る(食 卓を セ ッ トす る と き,フ ォ

ー ク は 皿の 左 側 に
,ナ イ フ と スプ ー ンは 右 側 に 置 く,こ れ が正 しい や り方に な る)。 この よ うな慣

行 は そ の元 を尋 ね る と,何 等 かの 実 際 的 な考慮 に基 い て発 生 した のか も知 れ な い し(バ イキ ング の訪

問 客 と い ざ こ ざが起 こ っ た と き直 ぐ手 に取 れ る よ うに,あ る 王 様 が食 卓 の ナ イ フ を右 手 に 近 い とこ ろ

に 置 か せ た),あ る い は ほ とん ど偶 然 の 理 由 で そ うな っ た の か も 知れ ない(給 仕 の女 が 床 か ら拾 い上

げ,埃 を拭 い た 後 で た ま た まそ うい う位 置 に 並 べ た,と こ ろが 家来 た ちは 皆 これが 王 の意 志 で あ る

と考 え,以 後 そ うい う風 に並 べ る よ う に な った)。 しか し原 因 は と も な く,わ れわ れは この 慣 行 に従

う し,他 の 人 に もそ れ を 期 待 す る。 慣 行 が破 られ るの を 見 た とき は 不 安 な心 理 状 態 に陥 り,そ れ に 対

して反 発 しよ う。 明 らか に 事態 の 進 行 が適 切を 欠 い て い るか らで あ る。

・た とえ ば
,あ なた と私 が旅 客 機 に乗 って離 陸 を 待 って い る とす る。 そ こへ 髪 の 毛 を 長 く編 み,耳 に

金 の リ ング を 付 け,イ カ レた服 を着 て,首 にはLovebeadsの 首 飾 りを4本 も垂 ら した 男が 現 れ

通 路 を 威 勢 よ く歩 い てパ イ ロ ッ ト室 へ入 り,そ こで"Coolitcats,it/sSplittsville"と 機 内放

送 した とす る。 恐 ら く私 の 期 待は 無 惨 に破 れ よ う 一 これ は 明 ら か に 人 々 の期 待 す る民 間パ イ ロ ッ ト

の外 観(少 く と も勤 務 中 の外 観)で は ない し,そ の 言 葉 使い で も ない 。 も ちろ ん あ なた が彼 の態 度 に

ど れだ けの 寛 容 を 示 し,理 解 力を 示 そ う とす るか は あ なた の 自由 で あ るが,私 な ら さっ さ と飛 行 機を

『降 り
て 他 の航 空 会 社 の便 を探 す こ とを 考 え る こ とは間 違 い ない。

効 果

この こと は,コ ミュニ ケ ー シ ョン情 況,あ るい は も ちろ ん他 の情 況 の下 で も,わ れ わ れの 承 認 また

は 否 認 を決 定 す る要 素 は 慣 行 と期 待,こ の二 つ だ けで ある とい う意味 で は な い。 本 稿 の 目的は,あ る

情 況 の下 で コ ミュニ ケー シ・ヨ ンの 効 果 に影 響 を及 ぼ す よ う な多数 の 可変 的 要 素を識 別 す る こ とで あ る。

しか し,あ る環 境 の下 でわ れわ れ が 馴 れ親 ん でい るの は,た とえ ば 左 側 の マ ー ジ ンが 一線 に 揃 って い

る こ とで あ り,き れ い な タ イ プ ・コ ピー で あ り,特 定 の 文体 で あ り書 面 の構 成 で あ る。 期 待通 り に出

来 上 って い る と きは,別 に意 識 的 な注 目を 払 わ な いか も知 れ ない が,そ うで ない と きは 直 ぐそれ に気

付 き,そ れ が 気 に な っ て仕 方 が な い。(経 験 に ・よって築 き上 げ られ た)期 待 を 持 っ てい るの に,そ の

期 待が 破 られ た ので あ る。 多 くの場 合,よ ぐ見 れば な るほ ど必 要 な情 報は す べ て 揃 っ てお り,明 瞭 に

提 示 され てい る こと が 分 る が,そ れ で も この 違 和感 は 消 え な い。 その 提 示 方 法 が 適 切 で ない か らで あ

る。 一 枚だ'けの 手 紙 の ペ ー ジに 日付 が 一 番 上で な く一 番下 に打 って あ れ ば,そ れは 間違 って い る。 こ

れ まで 何 千通 と い う手 紙 を 見 た が,み な 日付 は 一 番 上 に打 って あ った,だ か らこ の手 紙 は明 らか に間

違 って い る。 な るほ ど 情 報 は 確 か に 存 在 す る,し か し正 しい位 置 に 置かれ て い ない,だ か らわ れ われ

の 期待 は破 られ たの で ある 。 あ る種 の 王 の布 告 文 には確 か に 日付 を 一 番 下 に 置 い た も の もあ る。 しか

し手紙 と い う もの は み な 日付 を一 番 上に書 くも ので あ り,(こ れ を 書 い た 間 抜 な 男 以 外 は)誰 で も そ
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の ことを 知 っ て い る筈 だ。 私 自身 こ の研 究 の 中 で,ζ の よ うな 効 果 の 識 別 と測 定 を試 み た が,確 か に

そ れ が存 在 す る こ と は直 ぐ判 明 した。 期待 の 裏 切 りが コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 効 果 を削 減 す る こ とは 七

分 可能 であ る 。

書面 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの場 合,多 くの点 で局 地 的慣 行 が 大い に 異 な る以 上,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

の形 式,内 容 ま たは 伝 達 の面 で 何か に つ けて受 取 り手 の 期待 は 破 られ 易 く _こ れ が また 執 筆 者の 泣

き ど ころ に な って 来 る。 た と え双 方 が全 般 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ン情 況 に対 して 同一 の 見解 を持 って

いた と して も(こ れ 自体 不 可能 に近 いが) ,執 筆 者 に と っ て 正 しい と思 うこ と で も受 取 り手 に は 正 し

くない こ とが よ くあ る。 彼 等 は 異 な る経 験 の 持 ち主 で あ り,異 な る局 地 的慣 行 に馴 れ て お り ,仕 事の

処 理 法 に つい て も異 なる 考 え を 持 って い よ う。 時 と して こ の差 異 が 前似 て 予測 で きな い場 合 が あ り,

執 筆 者を 悩 ま す原 因 の 一 部 は この 点 に もあ る。 慣 行 の多 くは 多か れ 少 なか れ 画 二 的 な もの で あ り ,他

の 慣 行 も さ らに 画一 化 され て 行 くだ ろ うが,(コ ミュニ ケ ー シ ョ ン発 生源 の コン ピュ ー タ 化 が どれ ほ

ど進 も うと も)す べ て の 慣 行 が 完 全 に画 一 化 され る こ とは 恐 らく絶 対 にあ るま い。 従 って 期待 に 対す

る裏 切 り は今 後 も依 然 と して 続 くだ ろ う し,そ れ に 対す る 読者 の反 発 も跡 を 絶 つ ま い,早 い 話・が ,

こ の 論文 を 読 ん でい る あ なた 方 の 中 に も 「論 調 が 不 適 切 で あ る」 と感 じて い る方 が恐 ら くい るだ ろ う
,

し,そ れ に よ って 論 文 の 内 容 に 対 す るあ なた の評 価,あ な た の反 応 も幾 分影 響 を受 け て い る で あ ろ う。

可 変 的 要 素

書 面 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 作 成 され る情 況 の 下 で は,い つい か な る 場合 で も8つ の 可変 的 要 素 が 常

に存 在 す る。 その うち の7つ の 要 素,す な わ ち機 会,執 筆 者 ,主 題,目 的,時 間,サ ポ ー ト,受 取

り手 の7要 素,が コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの形 式 と内容 に影 響 を 与 え る。8番 目の 要 素 は,言 う まで も

な くコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンそ の もので あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンそ れ 自体 は,そ も そ もの 出 発点 で は決.

して 可 変 的要 素 で は ない が,あ る情 況 の下 で 創 造 され た コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,そ れ に続 くア ク シ ョ

ンの進 行連 続過 程 の 中 で 一 個'の可 変 的要 素 とな る。

機 会

機 会 と は,あ る コ ミ.ユニ ケ ー シ ョ ンの 作 成 決 定 を 促進 す るよ うな 条 件,も し くは 事 件 の こ とを い う。

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンは ,突 如 と して空 か ら降 って 来 る もの で は な く,ま た何 と な く何 か を書 き た い

気 分 か ら コ ミュニ ケ ー ショ ンを 書 く人 も,た ま に は い る ら し い が,普 通}と は い な い。 何 事か が

起 こ った た あ,そ れ に つ い て の情 報 を 他 人 か ら要求 し,あ るい は そ れ を他 人 に伝 え よ うとす る要求 が

らコ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 作 り出 す の が普 通 の ケ ー スで あ る。 従 っ て そ の 機会 の性 質 は ,作 成 す べ き コ

ミュニ ケ ー シ ョ ンに強 力 な影 響 を与 え,そ も そ も書 面 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 作 成 す べ き か ど う

か,も し作 成 す る な らそ の形 式 と内 容 は い か に あ るべ きか を決 定 す る重 要 な決 め手 と な る(い や ,す

くな くて もそ うで あ って 欲 しい)。

その機 会 と は,あ る 時期 が到 来 した とい うま こ とに単 純 な も の か も 知 れ な い,曰 く,会 計 年 度 が

終 った,だ か らSEC(証 券 取 引委 員 会)は 年 次営 業 報 告書 を 株 主 に送 付 す るよ う要 求 して い る ,あ

る い は,今 日は 木 曜 日,だ か ら上 司 は 金 曜 日まで に現 況 報 告書 を提 出す る よ う君
.に命 令 した,な ど。

あ るい は誰 か が あ る種 の 情 報 を あ な た に 要求 したの か も知 れ な い ,あ る 事 につ い て の あ なた の 意 見
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を 求 め る手 紙 を 受 け 取 った,だ か らあ な た は返 事 を 書 く,な ど。 あ るい は 他 の 誰 か が 知 っ てい な けれ

ば な ら ぬ情 報 を あ な たが 持 って い る の か も知 れ な い,恐 ら くあ な たの会 社 の 製 品 を 改.良す る ア イデ

ア か,あ な た の所 属 部の 運営 を改 善 す るア イ デ ア で あ ろ う,だ か ら あ な た は そ れ に つ いて の 決定権

を 持 つ 人 々 に そ の情 報 を流 そ う とす る。 あ なた は何 か有 力 な販売 製 品 を 持 って お り,そ ん な潜 在 的客

筋 に 知 らせ よ う と してい る。 あ るい は あ な たは 単 純 に あ る ことを 知 りたが って い る だ け か も知れ ない,

ブ ラ ッ グ ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 進 行 が ど うも 日程 よ り遅 れ勝 ちだ か ら,あ なた は ワ シ ン トンの駐 在 員

に連 絡 して 現 状 の 報 告 を 求 め,作 業 が 日 程 通 りに 戻 るのは いつ に な るか を 知 ろ う とす る,な ど。

個 々 の具 体 的 ケー スは ど うであ れ,要 す る に あ る機会 が 原 因と な って一 つ の コ ミュニ ケ ー シ ョンが

発 生 す る こ と に変 りは ない。 あ る 事態 が生 じた た め,A氏 は一 つ の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンをB氏 に送 ろ

う と思 う。 そ こ に発 生 す る コ ミュニケ ー シ ョ ンに 極 め て 強 力 な影 響 を及 ぼ す もの は,そ の 機 会,送 付

す る 情 報,関 係 者,そ の時 点 で 入 手 で き る時 間 と設 備,こ れ らす べ て の 要 素 の 持 つ 重要 性 で あ ろ う。

そ して 執筆 者 は,そ の機 会 に ふ さ わ しい と彼 が 判 断 す る メ ッセ ー ジを 作成 しよ うとす る だ ろ うが,も

ちろ ん それ は 受 取 り手 の 判 断 とは ま るで 違 って い るか も知 れ な い。

執 筆 者

執 筆 者 は 誰 で も よい が,そ の経 験,態 度,能 力 は人 に よ って 当 然 変 化 す る。 練 達 の経 験 豊 か な書 き

手 か も知れ な い し,ほ とん ど物 を 書 い た こ との な い,あ るい は 書 い た と して もお 粗 末 な 物 しか 書 け な

か った人 か も 知 れ な い 。 メ ッセ ー ジの 全般 的 な 主 題 領 域 と肝 心 の特 定 要件 の 双 方 に 完 全 に 通 暁 してい

る か も知れ な い し,そ うで な い か も知 れ ない 。 言 語 の 一一般 的 慣行 と,適 用す べ き さ らに 特 定 の 局 地 的

慣行 の 双 方 に 完 全 に 通 じてい るか も 知 れ な い し,通 じてい ない か も 知 れ な い。 そ れ に 当 然 の こ となが

ら,文 体 や表 現 法 につ いて 彼 独 自の好 み を持 って い よ う。 一

コ ミュニ ケ ー シ ョ ン情 況全 般 に対 す る 執筆 者 の 態 度(熱 意,冷 淡 、 焦 燥,関 心,確 信,な ど など)

が 彼 の作 成 す る メ ッセ ー ジ に絶 大 な 効 果 を 及 ぼす こと は,相 手 の受 取 人 に対す る執 筆 者 の 関 係 の 場 合

と同 じで あ る。 大抵 の情 況 の 下 では,永 年 の 親 友 に送 る メ ッセ ー ジ と,監 督 官,医 者,昔 の 高校 の 恩

師,上 院 議 員,あ るい は情 況 を 同 じ くす るだ け の全 く未 知 の 人 に送 る メ ッセ ー ジ とで は,恐 らくそ の

内 容 にお いて 大 き く違 って 来 よ う。

主 題

主 題 と は,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが取 上げ る対 象 の こ とで あ り,そ の機 会 を 執 筆 者 が ど う評 価 す るか

によ って 決 ま るが,言 うまで も な く電 球 か ら西 洋 文 明 の発 展 まで,あ るい は ラ グ ナ ッ トか らあ る種 の

小 エ ビの食 習 慣 に 至 るま で,あ らゆ る事 物 が 関 心 の対 象 と な る。 そ の範 囲は 無 限 であ るが,内 容 は 明

瞭 に 限定 さ れ て い る。

目 的

コ ミュニ ケ ー シ ョンの 目的 と は,そ れ を作 成 し伝 達 す る こ と によ って達 成 した い と執 筆 者 が希 望 し

あ る い は 意 図 す る もの であ る。 一般 的 に言 え ば,そ の 目的 は執 筆 者 が 置 か れ た 当 面 の 情 況 を彼 が ど う

評 価 した か を 示 す 直 接 の結 果 で あ り,従 っ て そ の 機会 に対 す る彼 の 判 断 が 目的 を 決 定 す る際 特 に 重要

な意 味 を持 つ が,こ れ だ けが 唯 一 の 可変 要 素 で は な く,他 に もそれ ぞれ 重要 な役 割 を 演 ず る 多 くの要
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素 が あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 目 的 は普 通 あ る情 報 を 受 取 り手 に 送 って,そ れを 読 ん だ 受 取 人に あ

る 事を 知 らせ,あ る い は あ るア ク シ ョンを起 こ さ せ る こ とで あ る。 従 って執 筆者 と して は,受 取 り手

が 確 実 に所 期 の知 識 を得,あ るい は所 期 の ア ク シ ョ ンを 起 こす,彼 に そ れ以 外 の こ とは 知 らせ ず,そ

れ 以 外 の行 動 は起 こ させ ない よ う な方 法 で コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを 作 成 しな けれ ば な らな い。 何 は と も

あ れ,先 ず これ こそ コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 作 成 す る 最 大 の 目的 なの だ か ら。

あ る 主題 に 関 す る コ ミュ三 ケ ー シ ョ ンの 内容 と提 示 法 が そ の メ ッ セー ジの 目的 と ど うい う差 異 を 見

せ るか,そ の違 い 方 を 明 らか に示 す好 例 は,機 械 装 置 の 説 明 文 で あ る。 発 明者が 最 初 にア イ デア を 掴

ん だ と きか ら,そ の 装 置 の設 計,生 産,使 用に 至 る まで,い や恐 らく その 装 置 自体 が もは や 存 在 しな ,

くな った後 で もか な り長 い間,数 多 くの異 な る説 明 文が 数 多 くの異 な る 目的 の た め に書 き続 け られ る

(わ れ われ の 身辺 か ら完全 に 姿 を 消 した 旧 式 の 火砲,水 揚 げ 機,綿 繰 り機,フ ェ リ ス観 覧 車,dimr・le

drill,水 時 計 に つ い て何 と 多 くの説 明 文 が今 も有 るこ と か)。 あ る機 械 装 置 を設 計 し,組 立 て,販

売 し,包 装 し,運 搬 し,据 付 を 行 な い,運 転 し,維 持 し,修 正 し,あ るい は唯 単 に その 概 略 の 内容 と

機 能 を理解 す るた め だ けで もそ れぞ れ異 な った情 報 が必 要 で あ り,こ の こ とを考 慮 に 入 れ な い 執筆 者

は 到底 効果 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 作 成 で き る とは思 わ れ ない。

自分 が何 を しよ うと して い るか(コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 目的)は 正確 に決 定 で き て も,読 む 人 のニ

ー ズの 評 価 を誤 ま る執 筆 者 が い る。 あ るい は彼 は,当 面 の情 況 の下 で 行 な うべ き コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

の 目的 につ い て誤 っ た判 断 を 下 し,・そ の ため 間 違 っ た こ とを しよ うと して い る のか も知 れ ない 。 たど

え ば,募 集 広 告 に対 す る応 募 の手 紙 だ け で採 用 さ れ る人 は先 ずい な い だ ろ う し,も しいた とすれ ば,

十 中 八 九 そ の職 場 は ウサ ン臭 い 職 場 で あ る。 そ も そ も応 募 の 手 紙 とは 仕 事を 確 か に手 に入 れ るた め に

書 くも の で は な く,面 接 の 日取 りを 聞 くため に書 くもの だ か らで あ る。 さ らに ま た,一 つ の コ ミュニ

ケ ー シ ョ ンで も複 数 の 目的を 持 ってい る こと,執 筆 者の 真 の 目的 は メ ッセ ー ジの 表 面 的 な 目 的 と は違

って い る か も知 れ な い とい う こ と を理 解 して頂 き たい 。 表面 上の 目的 は,単 に メ ッセ ー ジを送 る1]実

な い しは手 段 と して 利 用 され て い る こ とが あ り,そ の真 の 目的は(執 筆者 が い か に頭 の良 い 人物 で あ

る か と か,商 売 上 の 競争 相手 が いか に お脳 の弱 い ウ スラ 馬鹿 であ るか とか を暗 に 強 調 しよ う とす る,

要 す るに エ ゴ イズ ム 丸 出 しの ケ ー スが 多 い),そ の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 見掛 け上 の 目的 と はほ とん

ど,あ る い は 全 然 関 係 ない6

そ れ は と もか く と して,と にか く執 筆 者 は あ る事 を達 成 す るた め に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 書 く。 そ

の 達 成 の 成 功 度 は,ど うい う情 報 を受 取 り手 に提 供 す べ きか,ど うい う方 法 で 提 供 す れ ば受 取 り手 に

知 らせ た い こ とが 知 って も らえ るか,あ るい は 執 筆 者 の 望 む アク シ ョ ンを 受 取 り手 に取 らせ るこ とが

で き るか,こ れ ら諸 問 題 を 決定 す る成 功 の度 合 い に大 き く支 配 され よ う。 これ こ そ が コ ミ ュニケーショ

ンの 目的 で あ り,執 筆 者 が達 成 した い と 望 む 目標 で あ る。 も し執 筆 者 が 自 分の 達 成 した い と 思 う目標

を し っか り掴 んで い な け れば,当 然 そ の達 成 の 見 込は 薄 い。

時 間

執筆 者 が コ ミュニ ケ ー シ ョン を作 成す るた め に 許 され て い る手 持 ちの時 間,こ れ は 情 況 の 中 の一 つ

の 要 素で あ って,作 成 され る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに相 当 の影 響 を 与 えよ う。 た と え ば,仮 に'最初 か ら
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完全 な情報 が 与 え られ て い た と して も,連 邦 予算 の 詳 細分 析 を24時 間 以 内に書 上 げ られ る人 は一 人 も

い な い。 そ れ だ け 速 く物 を 書 くこ と は事 実上 不可 能 だ か らで あ る。 一 方 同 じ24時 間を 掛 けて 電球1ダ

ー スの 発注 書1枚 を 満 足 に書 け な い 人 は(彼 が物 を 書 け る と仮 定 した 上 で の 話 で あ る が)
,先 ず い な

い だ ろ う,つ ま り こ の 場 合 ,時 間 は決 定 的 な要 素 で は な い の で あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン作 成 の仕

事 量 が増 大 し,そ の た め に必 要 な時 間 の 量が 減 少 す るに つ れ て,時 間 は コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに 影響 を

与え る要 素 と な る。 執筆 者 が 自分 自身 に 課す る制 限 時 間 以外 には 何 の プ レ ッシ ャー も掛 らない場 合 も

あ る し(親 類 に 出す 手 紙,所 属部 の 職務 改善 案,あ る い は 新 しい 卓 上 用 電球 の発 注書),逆 に時 間 が

その 情 況 で は 極 め て重 要 な要 素 で,最 終 期限 を 絶 対 に 守 ら ねば な ら な い場合 もあ る(30日 以 内に 支払

わ な いと3パ ー セ ン トの デ ィス カ ウ ン トが無 効 に な る請 求 書,木 曜 日午 後5時 ま で に 上 司 に提 出 しな

け れば 上 司 が そ れ を 持 っ て同 夜 ニ ュー ヨー ク に行 けな くな るプ ロ ジェ ク ト見積 書,午 後4時 ま でに 法

廷 に提 出 し な けれ ば差 押 命 令が 無効 に な る訴 訟 事件 摘 要 書,正 午 ま で に新 聞 社 に 届 け なけれ ば 最終 版

に間 に 合 わ な く な る 広告 コ ピー)。 そ して また 多 くの場 合,執 筆i者が余 り永 く引 延 ば し さえ しなけ れ

ば,時 間 が 重 要 な要 素 に な る ことは 滅 多 に な い(曰 く,何 で も報 告 して おか ない と ウル サ イ 部 長 だか

3,4日 の う ち に簡 単 な レポ ー トを 出 して お こ う。 曰 く,あ の プ ロ ジ ェ ク トも完 成 して か な り経 つか ら

そ ろ そろ レポ ー トを 出 して お こ うか,曰 く,生 産 開 始 が 来 年 の 秋 だ か らぼつ ぼ つ機 械 の発 注 を始 め る

と しよ う)。

サ ポ ー ト

サ ポー トと は,完 成 さ れ た コ ミュニ ケ ー シ ョ ン(物 質 的 実 体)を 執筆 者 が 作 成 す る場 合,そ れ を物

質 的 に実 現 させ る た め の材 料,機 器 で あ り,時 に は作 業 員 と して の 人間 も含 む 。 建 設 現 場 で命 令 を下

す た め に必 要 な もの は,せ い ぜ い現 場 監 督 の シ ャ ッポ ケ ッ トに挟 ん だ ペ ンと手 帳 だ け か も知 れ ない が

こ れ が 大 型の 技 術 マ ニ ュア ル,百 科 事 典,あ る い は 大企 業 のPR用 カ タロ グの 作 成 と な る と,・単 数 ま

た は 複 数 の 執 筆 者 に 助 言 と援 助 を 与え るた め の タイ ピス ト,ア ー チ ス ト,編 集 者 その 他 の 専門 家 で構

成 され る文 字 通 り一 大 部 隊 の 支 援 が 必 要 と な ろ う。 ま た 執 筆 者 の 作 業 を 支援 す る た め,彼 が使 用 した

い と思 う大 量 の材 料 や 機 器 も動 員 され よ う(レ コー ダ ー,タ イプ ラ イ ター,複 写 機,時 には 完 全 な 印

刷 工 場 を 含 む)。 こ の種 の サ ポ ー トの 何 が 得 られ るか,そ れ を ど うい う風 に 利 用 で きるか,そ れ に よ

って コ ミュニ ケー シ ョ ンの最 終 形 態が ほ とん ど 決 定 され る こ とは 言 う まで も ない。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

執 筆者 が受 取 り手 に送 る現 実 の 物 質 的実 体 で あ り,'送 るべ き メ ッセ ー ジ とそ れ を 表 現 す る物 質 的形

式 の 二 つ の要 素 を 含 ん で い る。 さ らに詳 し く分 析 ず れば,メ ッセ ー ジそ の もの を 代 表 す る ものは そ こ

に含 ま れ た 情 報 で あ り,構 成 で あ り,表 現 法 で あ る。 物 質 的 形 式の 中 に 含 まれ る も のは メ ッセ ー ジを

記 載 した 紙 で あ り,そ の 紙 に 記載 され た メ ッセ ー ジの配 列 で あ り,そ れ を紙 上 に記 載 した 手 段 で あ る。

あ る特定 の情 況 の下 では,こ れ らすべ て の 要 素 は極 めて 常 套 的 で あ り,恐 らくわ れわ れ が普 通 考 え る

よ り も その 慣 行 の 度 合 は 高い 。 そ の一 例 と して,私 自身 が最 近 経 験 した事 実を 紹 介 しよ う。

数 週 間 前の こ と,私 は あ る優 秀 な 工科 大学 の教 授 陣 と,局 地 的,一 般 的 な慣 行 に つ いて 論 じ合 っ た

が,語 り手 の言 うこ と に 半信 半疑 の聴 衆 が 示す あ の礼 義 正 しい控 え 目 な態 度 に私 は遭 遇 した 。 話 の 途
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中 で た また ま 彼 等 は,学 生 が 必修 科 目 と して提 出す る論 文 や レポ ー トの 新 しい 作 成 マ ニ ュア ルを つ い

最 近 完 成 した ば か りだ と 述べ た 。 そ こ で 私 は,も ち ろ ん 現 物 は 見 ず に,そ の ペ ー ジの 寸法,本

体 の 紙 質,色,複 製 方法,両 側 マ ー ジ ンの 取 り方(左 側 は 一 線 に 並ん でい る が右 側 は デ コボ コ),本

文 各 行 の配 列 方向,ペ ー ジ数 の位 置,ヘ デ ィ ング とサ ブヘ デ ィ ング の様 式 な ど に つ い て か な り正 確 な

推 測 を 下 す こ とが でき た し,そ れ が ス イ ング ・リ ングの 綴 じ方で 表 紙 は軽 質の ボ ー ル紙 だ と予言 す る

こ と さえで きた 。 さ ら に私 は,大 体 の ペ ー ジ数 や,序 文は ど うい う紙 質 に 刷 って あ るか'(そ して 大 体

そ こで 何 を 言 お うと して い るの か),マ ニ ュア ル の対 象 範 囲 は 大体 どの 辺 りか(そ の 主 な区 分0)名 称

につ い て もか な り 良い 線 まで 当 って い た)に 至 る まで,さ らに そ の 表現 の 文体 と語 調 さえ も推 察 す る

こ と がで きた し,一 部 セ ク シ ョ ンの 内 容 に つ い て か な り正確 な推 測 を 下す こ と がで きた。 も ちろ ん 私

が 別 に魔 法 を 使 っ たの で ない こと は お分 り頂 け よ う。 私 は,誰 が この マニ ュ アル を 作 った の か,誰 が

そ れ を 使 うの か,そ の使 用 目的 は何 か につ い て,一 通 り全 般 的 な 知 識 を持 って い た し,全 体 の コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン情 況 に つ い て もあ る 程度 詳 しく知 って い た。 だ か ら私 の す る こ と と言 えば ,そ れ にふ さ

わ しい慣 行 の中 で,情 況 が 要 求 す る コ ミュニ ケ ー シ ョン と は こ うい う もので あ ろ うか と推 測 すれ ば 事

足 りた の で あ る。 私 の推 測 が 誤 って い た 点 も二,三 あ った が,メ.ッ 七 一 ジ その も の と その物 質 的 形体

は 両 方 と も当 面 の情 況に 強 く支 配 され る とい う本 質 な問 題 で は,か な りの点 数 を稼 ぐこ とが で き た と

思 う。

受 取 り 手

執 筆 者 が 相 手 を 実際 に知 って い よ うとい まい と,メ ッセ ー ジの受 取 り手 は現 実 の 人 間 で あ り,単 な

る個 人 某 氏 で は な い。 彼 に はわ れ わ れ と同 じよ う に好 き嫌 いが あ り,個 人 的性 癖 や 力 や 欠点 を 持 って

い る。 メ ッセ ー ジ,物 質 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンま たは そ の 伝 達 法 の 全 部 も し くは一 部 に 対 して,.自 分

の 判 断 す る情 況 の 下 では 「か くあ るべ し」 と い う独 自 の嗜 好 と 期待 を 持 って い るか も知 れ な い し,そ

の見 解 と思 想 が二 つ と も筆 者 とは ま るで 違 って い るか も 知れ ない 。 個 人 と して の彼 は,提 供 され た情

報 に基 い て 完 全 な反 対 行 動を 取 ろ う とは して い な い,も し は っき りそ うい う態度 を取 って 呉れ た ら

む し ろ執筆 者 に と って 仕 事 は 遥 か に や り易 くな る の だ が。

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 発 生 させ る に 至 った機 会,主 題,執 筆 者 そ の他 の 可 変 要 素 につ い て,受 取 り

手 は ほ とん ど何 も 知 らない か も知 れ な い し,あ るい は その す べ て につ い て 詳 細 な 知 識 を 持 って い るか

も知 れ な い 。 それ らの要 素 にっ い て 別 に何 の 感情 も持 って い ない か も知れ な い し,あ る い は そ の どれ

か に つ い て 好 悪 何 れ か の 強 い感 情 を 持 って い るか も 知 れ ず,時 に は 自分 の 取 ろ うと す る何 等 か の ア

ク シ ョ ンの 結 果 他 人 に与 え る 自分 の 印 象 につ いて,プ ラス あ るいは マ イナ ス の 強 い 感 情 を持 って い る

か も知 れ な い 。 従 っ て 当然 執 筆 者 た る も の は,情 況 と そ の 各 要 素 に 対す る受 取 り手 の 知 識 程 度 とそ の

一 般 的 性 向 を 十 分 推 察 した上 で 適 切 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 作 成 し伝 達 しな けれ ば な らな い 。 執 筆 者

が 所 期 の目 的 を達 成 す る成 功 の度 合 は,こ の場 合 の判 断 の 正確 さに 支配 され る こ とが 多 い 。

各 種 プ ロ セ ス

以 上8つ の 可 変 的要 素 に 加え て,あ らゆ る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン情 況 に は3つ のプ ロセ ス が 存 在 す る

,す な わ ち コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 作 成,伝 達,お よ び そ の 検 討 と 利 用 であ る。 第1の プ ロセ ス で は

一15一



執筆 者 が ア ク シ ョンを 遂行 し,第2の プ ロセ ス で は執 筆 者 が ア ク シ ョ ンを 開 始す るが(時 に は それ を

遂 行 す るが),第3の プ ロ セ ス では ア ク シ ョ ンの 主体 は受 取 り手の 方 に移 る。

作 成

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 作成 とは ,完 全 な物 質 的 実体 を 製 作 す る過 程 の 中 で執 筆 者 が 行 な う一 切 の 行

為 を 指す 。 これ は あ る書 式(た とえ ば 電 話 の伝 言 メモ,あ るい は 工 具 の 点検 簿)の ス ペ ー スに 鉛 筆 で

二,三 の語 句 を 走 り書 きす る だ けの 簡 単 な性 質 の もの で あ って もよ い が,わ れ われ のモ デ ル に関 す る

限 り,た と え どれ ほ ど単 純 な ケー スで も そ こ には 執筆 者 に よ る相 当の 思 考 と分析 が 含 まれ,ま た 大 ま

か な範 囲設 定,手 書 きの ドラ フ ト,一 つ また は それ 以 上 の 修 正 ドラフ ト,タ イ プ打 ち,校 閲 と 署名,

説 明 図,複 写,そ の他 執 筆 者 によ る(あ るい は そ の 監 修 に よ る)必 要 なア ク シ ョ ンが含 ま れ る も の と

す る.

必 要 な一 切 の事 項 を 切 迫 した時 間 内 に盛 込 も うとす れ ば,時 に は表 現 の 微妙 な ニ ュア ンス な ど無 視

され る こと が あ って もそ れは 仕 方 な い。 要 は そ の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを完 成 す る こ とで あ って,細 部

の ミスは 二 の次 の問 題 で あ る こ とを 執 筆 者 はは っき り弁 え て お く必 要 があ る。 メ ッセ ー ジを きれ い に

作 文 する'こ と よ り も,'そ れ を 締 切時 間 まで に 作 り上 げ るこ との方 が 遥 か に重 要 な 場 合 が結 構多 い の で

あ る。,"

伝 達

伝 達 とは,完 成 され た コ ミュニ ケ ー シ ョンが 執筆 者 か ら所 期 の 受 取 り手 に到 達 す る ま での 動 きで あ

る。 そ の場 合,執 筆 者 が 隣の ビル ま で 歩 い て 行 って コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを受 取 り手 に直 接 手 渡 す こ と

も あ るだ ろ う し,一 連 の シス テ ム と搬 送手 段 を 利 用 して 地 球 の反 対 側 まで メ ッセ ー ジを 届 け る こ とも

あ るだ ろ う。

伝 達 は,iダ ー ス も の 理 由 か ら,執 筆 者 が そ の 目的 を達 成 す る 可能 性 を 強 め もす れ ば 弱 め もす

る重要 な プ ロ セ ス で あ る が,ど ち らか とい え ば 一 特 に伝 達 が ス ム ー ズ に行 なわ れ ない 場 合 は 一 こ

れを弱体 化す るケ ースが 多い。執筆 者がある コ ミュニケー シ ョンを郵便ポ ス トに投函 した とき,普 通彼 はそ こか

ら先 の 伝 達 情 況 に つい ては ま るで 無 知 で あ り,そ れ が定 刻 ま で に受 取 り手 に到 達 しない 場 合 は,た と

え その 遅延 の 責 任者 が誰 で あ りそ の 原 因 が何 で あ ろ うと も,メ ッセ ー ジの 目的 は 確 実 な失 敗 に終 るで

あ ろ う。

検 討 と 利 用

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを 検討 す る 受 取 り手 は 唯 それ にチ ラ と一 瞥 を 呉 れ るだ け か も知 れ ない し,あ る

い は 注意 深 く何 回 も読 み 直す か も知 れ ない 。 ほ ん の二,三 秒 注 意 を割 くだ けか も知 れ な い し(在 庫過

剰 量 の 日計 表,ま た は電 話 伝 言 メ モ),あ るい は 数 時間,数 日,時 に は数 週 間 それ に 目を 釘 付 け にす

る か も知れ な い(プ ロ ジ ェク トの 見 積 書,ま た は 大 規模 な 技術 的採 算 性 調査 の 最 終 報 告 書),さ ら

にその コ ミュニケー ションの拡張 または実証 の 可否 を め ぐっ て第 三者 の大 々的 な助 言 を求 め た り,他 の 情

報 源 を い ろ い ろ 当 って み た りす る か も知 れ な い 。 彼 が そ の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに投 入 す る時 間 と注 意

力 を 決 定す る もの は 全般 的情 況 に対 す る彼 自身 の 評 価 で あ り,彼 の 時 間を 強制 的 に奪 お う とす る 他の

直 接 的 要 素 と比 較考 量 した場 合,そ の コ ミュニ ケ ー シ ョンが 持 つ 見掛 け の 重 要性 と 利害 関係 を ど う評
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価 す る か,そ の評 価 の 度合 いで あ る。 い っ た ん その 内容 を 検討 す れ ば,彼 は 執 筆 者 が 意 図 す る とこ ろ

の 全 部 また は一 部 を 理 解 し,承 認 す るか も知 れ ない し,あ るいは しな い か も知 れ ない 。 受 取 り手 に そ

れ 以 上 の ア ク シ ョ ンを取 らせ る こ とが 執筆 者 の 目的 で あ る場 合,受 取 り手 と して は 執筆 者 の 意 図 す る

と こ ろを 実 現 で き るか も知 れ ない し(コ ン ピュー タ ・プ ログ ラム の デバ ックで あ れ,マ テ 一 二 ・カク

テ ル の ミック ス で あ れ),あ るい は で き な いか も知 れ な い,そ して 結局 最 後 に彼 は そ れ を 実 行 す る か

も知 れ ない し,し な い か も知 れ ない 。

偶 発 的 事 態

い か な る コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの情 況 下 で も,偶 然 に よ る事態 の 発 展 がそ の 情 況 に ,ま た 執筆 者 が そ

の 目的 を達 成 す る可能 性 に影 響 を及 ぼ す こ とは 大 い に あ り得 る こと で,こ れ がい わ ゆ る偶 発 的 事態 で

あ る。 この 偶 発 的 事態 は,こ れ まで述 べた可変的要 素 また は プ ロ セス に影 響 を 与え,そ の影 響 は プ ラス

で あ る か も知 れ ない し(執 筆者 の 目 的 達 成 に寄 与 す る),あ るい は マ イ ナ スで あ るか も知 れ な い(そ

の 目的 を達 成 す る 可能 性 を縮 少 さ せ る)。 そ の 偶 発 的事態 の発 展 を 執筆 者 は 十分 承 知 してい るか も知

れ な い し 、あ る い は して い ない か も知 れ ない。 は っき り言 えば,偶 発 的 事 態 の発 展 に対 す る執筆 者の

認識 が薄 く な れ ば な るほ ど,そ れ を コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 作成 と伝 達 に 取 り入 れ る チ ャ ンス は減 る一

方 で あ る。 あ る情 況 の 下 で,上 記の可変的要素 または プ ロセ スの 数 あ る うち どれ か 一 つ に影 響 を 与え る

偶 発 的事 件 ぼ,必 ず そ の 他 の要 素 ま た は プ ロ セ ス に も影 響 を 与 え る 可能 性 が 強 く,こ れ は特 に以 下 に

述べ る各 種 の 評価 や プ ロセ スに 影 響 を及 ぼ し易 い 。 よ くあ る情況 の下 で起 こ り易 い偶 発 的 事 態 の 例 を

二,三 あ げ るな らば,

1)執 筆 者 が 割 れ るよ うな頭 痛 に襲 わ れ,と て も 注意 力 を 集 中 で き な い,あ る い は 執筆 者 は こ

こ 数 カ月 に な いほ ど体 の 調子 が 良 く ,お 蔭 で コ ミュニ ケー シ ョンの構 成 と提 出 で す ば ら しい 仕事 が で

きた 。

2)執 筆者 は タル サ 支 店 に 転 勤 が 決 ま り,大 急 ぎで残 っ てい る仕 事 を片 付 け るよ う命令 され た。

3)大 規模 な広 告 作 品の 完 成2日 前 に,主 要 ラ イバ ル ・メー カー が交 換 用 部 品 と サ ー ビス の提 供 に

困 難 を生 じて 来 た とい う情 報 を執 筆 者 が キ ャ ッチ し ,直 ち に広 告文 を修 正 して,必 要 な部 品 と サー ビ

ス の随 時提 供 を 大V(に 強 調 す る。

4)新 しい50ト ン ・プ レス を 正常 運 転 に戻 す こ と に機 械 メ ンテナ ンス班 が遂 に 成 功 ,従 って 執筆者

は 三 直の 続 行 要 請 を 急 拠 取 り止 めて そ の 中 止 を承 認 す る。

5)会 社が 新 機 種 の 市場 導 入 時 期 を1ヵ 月 早 め(ま た は遅 らせ)た た め ,技 術,仕 入,工 場 内配 置,

そ の他 一 切 の 部門(数 千 枚 の設 計 図 ,レ ポ ー ト等)が 大 きな影 響 を 受 け た。 時 期 のず らせ 方 が 前か後

か に よ っ て,社 員 の 胃 潰瘍 が ふ え るか,あ るい は 野 球 見物 に行 く回 数 がふ え る。

6)レ ポ ー トの提 出期 限3日 前 に,上 司 が執 筆 者 に命 令 す る。 「今 まで 出 来 た 分 は 他 の連 中 に廻 し

給 え 。 急 ぎの 仕 事が入 っ たん だ,す ぐ取 り掛 ら な く ち ゃな らん」(恐 ら くこ うい うケ ー ス は誰 しも身

に 覚 え が あ ろ う し,そ の 回 数 も思 っ た よ り多 い筈 だ)

7)執 筆 者 の必 要 な と き に肝 心 の タイ ピ ス トが会 社 を休 んで い る 。 しか も ピ ンチ ヒ ッタ ー の タイ ピ

ス トが い な い。
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8)あ る い は,代 わ り の タ イ ピス トが物 凄 く優 秀 で,予 想 よ り も半 分 の時 間 で 仕 事 を完 全 にや っ

ての け た 。

9)そ の コ ミュニ ケ ー シ ョンは 「既 決」 したの に秘 書 が誤 ま って 「未決 」 の箱 の中 に 入れ,し か も

後 か ら後 か ら入 って 来 る書 類 の蔭 に 埋 もれて しま う。秘 書 嬢 が そ れ を 発見 したの は2日 後 で あ る。

1(》 万 事 す こぶ る 旨 く行 って い る。 執筆i者はそ の コ ミュニ ケー シ ョンを 午後4時,秘 書 に渡 し,彼

女 は そ れ を タ イ ム ズ ・ス ク ェア で投 函 しt翌 朝10時,ロ サ ンゼ ル ス の 受 取 り手 の秘 書 が それ を ボ ス の

.机 の上 に置 く。

11)受 取 り人 のボ スの 話 で は,ボ ス の娘 婿 で い か に も経 営 者 風 な 口 の利 き方 を す る男 が,望 み通 り

の昇 進 を遂 げ るだ ろ う と の こ と,こ う い う話 を 聞 い たす ぐ後 では 読 む 方 は 高 尚 な文体 の コ ミュニ ケ

ー シ ョ ンな ど とて も読 む 気 に な れ な い。

12)会 社 の 第1の 得 意 先 が,執 筆 者 の売 りた が って い る もの を ほ とん ど 全 部欲 し が って い る ととい

うこ とを受 取 り手 は今 聞 い た ば か りで あ る。

こ の リス トは紙 面 の都 合 上 止 む を得 ず 限定 的 な もの に 留 ま って お り,毎 日の よ うに発 生 す る偶 発 的

事態 の数 例 を 示 した に 過 ぎず,こ の 種 の 事 態 だ けが コ ミュニ ケ ー シ ョ ン情況 の 大 多数,あ る いは そ の

ほ とん ど すべ て に影 響 を 与 え ると言 っ てい る の で は ない 。 しか しこれ ら の事態 が コ ミ ュニケ ー シ ョン

効 果 に及 ぼ す こと を疑 う考 は 先 ず これ まで に散 々聞 か され た 「適 切 な」 書 式 や 文体 の こと な どサ ラ リ

と忘 れて,そ もそ も コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを 書 き,伝 達 し,あ る い は その 内容 を 検 討 す る人 は誰 しも 自

分 自身 の生 活 を生 きて い る ナ マ身 の人 間 で あ るこ とを 明確 に理 解 す る よ う,も う一 度 勉 強 を や り直 す

必 要 が あ る。 と にか く,彼 の 扱 う書 面 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの ほ とん ど は彼 の 人生 にと って一 時 の通 過

的 な効 果 以外 の 何 物 も与 え ず,`読 み 手 創 に して み れ ば,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン講 義 で 聞 か され た数

々 の お説教 よ り も一 足 の窮 屈 な靴 の方 が彼 の人 生 に遥 か に 強 烈 な影 響 を 及 ぼ す の で あ る。 これ は私 自

身 につ い て も言 え る こと で あ り,恐 ら くあ な た もその 例 外 で はあ る まい 。

情 況 の 力 学

コ ミュニ ケ ー シ ョ ン作 成 の 機 会 が 到 来 した こ とを認 め た と して も,執 筆 者 は 必 ず し も(と 言 う よ り

は,む しろ 多 くの場 合)じ っ く り腰 を 据 え て,情 況 に含 まれ る要 素 を 一つ ず つ 注 意 深 く分 析 した上 で

メ ∪セ ー ジを 組 立 て た りは しない 。 圧 倒 的 大 多 数 の場 合,こ うい う慎 重 な分 析 は 不 要 で あ っ て,局

地的慣行によ って ガイ ドライ ンはす でに設 定 され て い る,執 筆 者 は そ の情 況 を前 似 て 必 要 程度 まで 想

定 した 上 で 前 回 同様 の(あ る い は そ れ に似 た)メ ッセ ー ジを 書 き上 げ るか,あ る いは も っと端 的 に言

え ば,情 況 が 発 生 した 時 点 で す で に そ の反 応 と形 式 は ほ と ん ど 自動 的 に決 ま ってい る と言 って よ い 。

しか し,メ ッセ ー ジ の 目 的 を 達 成 す る こ とが執 筆 者 に と って さ らに重 要 と な り,コ ミュニケ ー シ ョ ン

情況 が従 来 の経 験 の 枠 を 越 え,仕 事 の 規模 その も の が大 型 化 す る に つれ て,執 筆 者 に要 求 さ れ る分 析

に どれ だ けの 相 対的 エ ネ ル ギ ーを 傾注 す るか 考 えて 頂 き たい 。

☆ 向 う一 週 間は 不在 に す る ので,そ の間 は一 切 の書 類を 持 込 まぬ よ う担 当者 に指 令 す るメ モ。

☆ あな た が 試 した こ と も な い,い や そ の名 前 す ら聞い た こ と もな い 新 種 の 草 の実 の 品 質 に つ い て 問

い合 わ せ を受 け た 郵 便 ア ンケ ー トに対 す る返事 。
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☆知事 に対 して 刑 の執 行 猶 予(あ な た の です よ!)を 求 め る控 訴状 。

適 切 な分 析 で あ る と 自 ら判 断 した 行 為 を'行 な っ た 後,そ の 機 会,時 間 的余 裕,仕 事 の性 質,受

取 り手 の地 位 と関係,こ れ らの要 素 に 対 して 適 切と い う 意 味 で あ る,執 筆 者 は 適 切 な コミュニ ケー

シ ョンと 自ら判断す る ものを作成す る。 この場合,彼 の頼み の綱 は,一 般 的慣行,局 地 的 慣 行 の両 方 に関 す

る本 人 の 知識 で あ り,書 き手 と して の手 腕 と経 験 で あ り,,さ らに特 定 の 情 況 と い う範 囲 内 で そ の 機

会 にふ さわ しい と思 わ れ る一 つ の コ ミュニ ケ ー シ ョンを 製 作す るた め に必要 な時 間 と サ ポ ー ト設 備 で

あ る。 と言 って も,一 枚 の用紙 に 簡 単 な決 ま り文 句 を書 き付 け ると い う単 純 な ケ ー ス もあ るだ ろ う し

大 量 の図 面 を添 え た 長 い レポ ー トを 作 成 す るケ ー ス もあ るだ ろ う。 コ ミュニ ケ ー シ ョンを完 成 した時

点 で,彼 は受 取 り人 に それ を伝 達 す る(あ るい は 伝達 行 為 の開始 を 命 じる)。 こ の時 点 まで は,彼 は

そ の情 況 の下 で の積 極 的 要 素 で あ り得 た が,ほ とん ど の 場 合 ▲ 当 面 す る 情 況 の範 囲 内 で の彼 の

活 動分野 は こ こ で完 了す る。 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 作成 す る時 点 の 情況 に対 して 執 筆 者 の 抱 く見解 を

示 した もの が第2図 で あ る。

?
奇._

執

筆

者

∈][時 間一]

[目、的]巨 ヨ

A. 偶 発 的 事 態

5
, 第2図 執 筆 者 が コ ミュニ ケ ー シ ョンの 作成 を開 始 した と きの情 況

に対 す る彼 の 見解 を 示 す。 あ る種 の 可変 的 要 素 に対 す る彼 の 見解 は ,

そ の情 況 に 関 す る知 識 の 程 度 に よ って曖 昧 さが 大 き も なれ ば小 さ く も

な る。

伝 達 の 過 程 で何 の障 害 も起 こ ら な か った とす れ ば,メ ッセ ー ジは 執 筆 者 の 意 図 し た もの と ほぼ 同一
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の 時 間 内 に受 取 り手 に到 達 し,今 度 は受 取 り手 が その情 況 内 に お け る積 極 的 要 素 とな る。 大 な り小 な

りの遅 れ を 経 た上 で 彼 は そ の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 全 部,ま た は 一 部 を 読 み ・ ま た は 全 然 読 ま

な い(恐 らく わ れわ れ 全員 が喜 ん で賭 け る こ とに な ろ うが,販 売 促 進 用 文 書 の 大 部分 は封 も切 られず

に クズ カ ゴ に 直行 す る し,そ れ 以 外 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンにつ い て も大 同小 異 で あ ろ う,こ の 雑 誌

の 購 読 者 に し たと ころ で,私 の論 文 を本 当 に読 ん で呉 れ る人 が どれ ほ ど居 る こ とか)。 受取 り手 が そ

の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンに与 え る 注 目 の度 合 いを 決 定 す る も のは,(ち ょ うど 執筆 者 が そ の情 況 に与 え

る分 析 の 量 と 同 じよ うに)そ の 機会 に対 す る評 価 の程 度,そ の メ ッセ ー ジが本 人 に と って 有 す る重要

性 の評 価 程 度 で あ り(同 じコ ミュニ ケ ニ シ ョンで も,一 個 の ハ サ ミの紛 失 を伝 え る もの よ り も本 人 の

所 属 部 門 が閉 鎖 され る可 能 性 を伝 え る もの の 方 に強い 注 目 が払 わ れ る),書 き手 の相 対 的地 位 と受 取

り手 に対 す る そ の関 係 で あ り,(地 元 ス ーパ ー マー ケ ッ ト店 長 か らの手 紙 よ り も国税 局 か らの通 知 の

方 に 強い 注 目 を払 う のが 普 通 で あ る),さ らに彼 自身 の そ の時 の環 境 で あ ろ う(非 常 に忙 しい か も知

れ な い し,何 もす る こ と が な い ほ ど暇 か も知 れ な い)。 こ う して,彼 は そ の コ、ミ ュニ ケ ー シ ョ ン 」

少 く と も そ の 二 部 に 注 意 を 向 け る の で あ る 。

コ ミュニ ケ ・一シ ョ ンに 対 す る 読み 手 の評 価 と その反 応 は,た だ 単 に提 供 され た情 報 とそ の メ ッセ ー

ジの 分 り易 さだ け で な く,機 会,筆 者,主 題 に 関 す る彼 の 知識,こ れ ら諸要 素 に 対す る彼 の関 係,お

よ び それ に つ い て の彼 の 先入 感 に も基 い て い る 。 コ ミュニ ケ ー シ ョンの メ ッセ ー ジに つい て も物 質 的

な形 式 につ いて も 自分 な り の 期 待,あ る 情況 の下 での 「正 しい」 方 法 は こ う あ るべ きだ と い う考 え

.の 影響 を与えよ う .さ らにこ棚 夘 ・も譜 縫 者力魂 できなら 予想 したとしても防止できな

い偶 発 的 事態 と い う もの が あ る。 受 取 り手 の奥 さん が今 週 に な って これ で3度 も トー ス トを 焦 が す と

い うヘ マ を や り口 分 は 自分 で ・一 ・一 を ワィ ・ ・ツに ζぼ し,,肝 の 自'騨 で繭 場 へ 綱 付 ける

途 中 見 事 に ス ・ソテ ン コロ リ,高 速 道路 は超 ノ ロノ ロ の渋 滞 振 り.,会 社 へ 急 こ うと脇 道へ 入 った とた ん

ス ピー ド違 反 で い ま い ま しい ポ リ公 か ら減 点 キ ・ソプ を突 き付 け ら れ そ,こ う い う朝は,自 分 のコミュ

ニ ケ ー シ ・ンを うま く勤 入 れ て も らぽ い 癖 者 の 融 か らす れ ば ぽ して腸 詰 の 朝 で は あ る

まい 。 こめ 場 合受 取 り手 の一 般 的 な反 応 は恐 ら く,「 こ の オ タ ンチ ンの ヒ ョ ッ トコ野 郎 何 を 書 い て

来 た 。」 と ま あ 。ん な所 だ ろ う.逆 の 場 合,受 胸 廓 と 。て 万 事 「卜・ ト・拍子 ・」 行 ・ ひ る と

き は,昨 日 ク ラ ブ で ・二 ・を3・ ・ トと も物 に した し 冷 ・は い ま 鯛 の昇 勘 さど うや ら 旨 く行 き

そ う だと 知 ら さ れ た ば か り だ,コ ミ:三ニケージ ョシが到来する絶好 の チ ャ ンスで あ ろ う。受 取 り人 は,

人 間 で も動 物 に も誠 に恵 み 深 く燐 み深 い 友 人 で あり,ど ん なに 忙 し くて も,ど ん な詰 ま らな い同 僚 に

も親 切 な言 葉 の一 つ も掛 け よ う とい う 御仁 で あ る。 全 く似 て,神 の 創 り給 うた最 高 に心 気 高 きお 方 で

は あ る まい か(と 思 わ れ る)。 そ れ は ・と も な く,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 検 討 した あ と受 取 り手 は ・執

筆 者 が健 しよ う と意 図 した もの 柾 刷 理 解 し承 認す る,か も知 れ な い・し しな いカ・も知 れ 馳 そ'

して(あ るい は)執 筆 者 が 望 ん だ ア ク シ ョ ンを 取 る;か も 知れ 支 い し取 らな いか も 知 れ ない。 彼 が コ

ミュニ ケ ー シ ョンを 検 討 す る時 点 で の情 況 に対 す る本 人 の 見解 を示 した もの が 図3で あ る。
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図3受 取 り手 が コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 検討 す る 時点 で彼 が

,判 断 した情 況 を 示 す 。 あ る種 の可 変 的要 素と プ ロセ スに対 す る

彼 の 見解 は,執 筆 者 の場 合 と 同様,一 部 曖 昧 化 され て い る『。

烏

〉

一

若 干 の 定 義

以上 述 べ た すべ て の こ と か ら,こ こ で二,三 の 定 義 を下 して も決 して場 違 い では あ る まい。

良 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と は,情 況 全 体 に対 す る適 切 な(必 ず しも広 範 囲 で あ る こ と を要

しない)分 析 に 基い て行 な われ る も の で あ る。 た とえ あ らゆ る種 類 の慣行 とい う制 限 範 囲 内 に留 ま る

と は い え,そ の 情況 は良 く選 択,構 成 され,そ の メ ッセ ー ジは 良 く記 述,配 列,製 作 され て い る。・・但

しい か に良 い コ ミ ュニ ケ ー シ ョンで も,伝 達,受 取 り手,偶 発 的 事 態 また は 全 体 情 況 に 関 す る多 種 多

様 な理 由 の うち どれ か一 つの 原 因で 失敗 に終 る か も 知 れ な い,つ ま り執 筆 者は 所 期 の 目 的 を達 成 で

き な い か も知 れ ない 。

悪 い コミ ュ ニ ケー ショ ン と は,情 況 に対 して 貧 弱 あ るい は不 適 切 な分 析 を 行 な った 後か ら作成 し

た も の か,ま た は情 報 の 選択,配 列,提 出の仕 方 が まず い ものか,あ るい は そ の両 方 の欠 点 を 備え た

も の で あ る。 情 況 を 離れ て考 え て み ると,コ ミュニ ケ ー シ ョンそ の も のは 読 み 易 い し体 裁 も一 見整 っ

て い る か も知 れ な い 。 そ れ ど こ ろ か 成 功 を 収 め る か も知 れ な い,つ ま り 執 筆 者 は,コ ミュニケー ション

の 適性 以 外 の 理 由 か ら所 期の 目 的 を達 成 で き るか も知れ ない の で あ る。 こ の場 合 の 原 因 とは,関 係 者

の 地位,情 況 の 緊急 性,受 取 り手 の推 測 の ま ぐれ 当 り,そ の他 も ろ も ろの 理 由 に 基 くも の で あ ろ う。

成功 した コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン と は,執 筆 者 が 当面 の情 況 の下 で 意 図す る もの「を で き るだ けそ れ に

近 い形 で達 成 させ た もの で あ る。 但 し,ど れ だ け コ ミュニケ ー シ ョ ンが良 くで きて いて も,決 して達

成 で き ない 目 的 もあ る と い う こ とを この 際 指摘 して お き たい。 た とえ ば,あ なた が ど れ ほ ど巧 妙 な コ

ミ ュニ ケ ー シ ョ'ンを私 に送 って も,そ れ を受 取 って か ら5分 間 以 内 に あ なた に100万 ドル送 る こ とは

到 底 私 に は で き な い。 第 一私 は100万 ドル もの 大金 を持 っ てい な い し,た とえ あ な た の コ ミュニ ケ一
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シ ョ ンに どれ は ど の説 得 力 が あ って も,と て も5分 間 で 銃 を 用意 し銀 行 を 襲 って そ の 金 を調 達 す るこ

とは で き ない(恐 ら く下 手 糞 な銀行 強 盗 はす るだ ろ うが)。 また どれ ほ ど上 手 に 情 況 の 分 析 が 行 なわ

れ,ど れ ほ ど効 果 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 書 か れ て い て も,受 取 り手 の気 質(機 会,執 筆 者,主 題,

その 他 情 況 に関 す る一 切 の要 素 に 対 す る彼 の態 度)に よ って は ,到 底 そ の 目的 を 達 成 で きな い よ うな

ケ ー スが あ る。 た とえ ば,た とえ 誰 の 手 に な る コ ミ ュニ ケ ー シ ョンで も,私 が 一 大 奮 起 して 偉 大 な上

院 議 員 に な り,大 統 領 候 補 の指 名 推薦 を 受 け るた め 積 極 的 な 運 動 を起 こす よ う な私 に納 得 させ る こと

は到 底 不 可能 であ ろ う。 前 に も書 ら た よ うに,非 常 に悪 い コ ミュニ ケ ー シ ョ ンで も時 には 成 功を 収 め
ぐ

る こ とが 十分 あ り得 る。

逆 に,失 敗 した コ ミュニ ケ ー シ ョ ン とは,執 筆 者 の 意 図 す る と こ ろを 達 成 で き なか った もの を言

う。 彼 が情 況 を もっ と効 果 的 に分 析 し,も っと良 い コ ミュニ ケ ー シ ョ ン,つ ま り 情 況 と本 人 の 目的

に も っ と 適 し た も の を 作 成 で き れ ば 所 期 の 目 的 は 達 成 で きた か も知 れ ない が,そ れ がで き なか っ

た ため 失 敗 に 終 った ので あろ う。

結 論

以 上 述べ て 来 た こ とを 総 合 す る と,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンは 失敗 に終 る こ とが 極 め て 多 い と い う印 象

を 与 え 勝 ち で,事 実 極 め て 多 い が,メ ッ セ ー ジが 成功 を収 め る こ とは 不 可 能 に近 い と私 が 確 信

して い るよ うに 聞 え るか も知 れ ない が,決 して そ う では ない。 何 百 万 通 もの 文 書 コ ミ ュニケ ー シ ョン

が連 日成 功 を 収 め て お り,そ の証 拠 に,合 意 が 成 立 し,発 注 が行 なわ れ,契 約 書 は 調 印 され,州 立 大

学 に学 ぶ息 子,娘 が も っと金 を 欲 しが る理 由を 父 親 は理 解 し,ベ ー コ ンが また また1ポ ン ドにつ き20

パ ー セ ン トも値 上 り した こ とを客 は 理 解 し
,建 物 の 建 設 は 中 止され,自 動 車 の 組 立 て が 行 な わ れ,

こ れす べ て 尾 大 な量 の文 書 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが成 功 した ための 結 果 に外 な らない(少 な く と もそ れ

が最 大 の原 因 で あ る)。 こ の論 文 を 書 くこ とに よ って,私 は コ ミュニ ケー シ ョ ン情 況 の 一 般 モ デ ル,

そ ζ に含 ま れ る可変 要 素 と各 種 プ ロセ ス,お よ び これ らす べ て につ いて の私 の 考 え 方 を あ なた に コミュ

ニ ケ ー トし たい と願 って い る。 これ に よ って あ なた か ら何 等か の コ メ ン トが 生 まれ て来 るこ とを ,そ

の 結 果 この モ デ ル が少 しで も改良 され る こ とを 私 は 期待 した い。(モ デ ル に 合 わせ るた め情 況 を ね じ

曲げ ては い け ない。 む しろ情 況 に 適 応 させ るた め モ デ ル を修iEし なけ れ ば な ら ない)。 私 が書 い た こ

とを あ なた が 理 解 し,そ れ に つ い て の コメ ン トを得 た とす れ ば,そ の範 囲 内 に お い て 私 の 目 的は 達 成

さ れた と言 え よ う。 明 らか に この 目的 が 達 成 され る こと を 念 頭 にお い て,私 は この メ ッセ ー ジを 構 成

し,提 供 し,伝 達 した積 りで あ る。
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3.2.コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の 分 析

WmiamSGIikbarg,HellmutGoMe

本書 は コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの 設 計 また は判定 上有益 な一 部分 定 性 的 な パ ラ メー タ を紹 介す

る もの で あ る。 更 に,そ の ネ ッ トワー ク に お いて 行 な わ れ るい ろい ろな 機能 を 明 白 に 示す 機 能 構 成 に

つ い て述 べ る。 その 構 成 は ネ ッ トワ ー クの処 理 機能 に重 点 を 置 い た もの で あ る。

』3
.2.1.コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の総 合分 析 の試 み

過 去10年 の間 にい ろい ろ な複 雑 度 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク が設 計 され 製 作 され た。 今 ま で文

献 に現 われ た 資料 の 大半 は ひ とつ の特 定 の ネ ッ トワ ー クの 梗 概 に と ど ま るか あ る い は特 定 の 設 計 事項

を 対 象 に して い る。

著 者 達 は,Beckerの 研 究 にならい,コ ンピ ュー タ∴ ネ ッ トワー クの 総 合 分析 を 試 み た。 この分 析 は

主 と して次 の2つ の構 成 要 素 を 有 して い る,す な わ ち,あ るネ ッ トワ ー クの構 成 と(あ るい は)検 討

の 際 に 考慮 すべ き1組 の 判 定 パ ラ メ ー タ,及 び ネ ッ トワ ー クの 諸 部分 間 の 関 係 を 示 す 機能 構 成 で あ る。

以 上 の2要 素 が ネ ッ トワ ー クの 設 計 ま た は 検討 上 有益 な手 段 で あ る こ とを 示 す 。tt'・ ・

コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クは1組 の リン クを 介 して1組 の ノー ドを持続 す る も の で あ る6メ 』ッ・セ ー

ジの形 の情 報 は その リン グを介 して ノ ー ド間 に伝 達 され る。 ノー ドは次 の機 能 の ひ とつ 又 は ひ とつ 以

上 を行 な う こ とが で き る;(a)ネ ッ トワー クへ の ア クセ ス,・(b)2つ の リンク間 に お け る メ ッセ ー ジの

中 継,(c)ネ ッ トワー クユ ーザ ーの た め の情 報 処 理 。

あ るノ ー ドが 例 え ば簡 単 なテ レタ イ プ ま た は 表 示装 置 と して も っぱ らネ ッ トワー クへ の ア クセ スを

提 供 す る場 合 に は,そ の ノ ー ドを タ ー ミナ ル ノ ー ドと称 す る。 そ れ が メ ッセ ー ジ の 中 継 を 行 な うの み

で あ れ ば,そ れ を非 タ ー ミナ ル ノ ー ドと言 う。 情 報 処 理 を行 な うノ ー ドは資 源 セ ン ター と称 す る。 資

源 セ ンタ ーは ネ ッ トワー クへ のア ク セ ス も必要 と す るの で1タ ー ミナル ノ ー ド機 能 を行 なわ な けれ ば

な らな い。 一 般 に,ひ と つの ノ ー ドが3つ の 機 能 全 部 を行 な う。

3.2.2.判 定 パ ラメー タ

ネ ッ トワ ー クの 判 定 パ ラメ ー タは7種 に 大別 す る こ とが で き る。 それ らのパ ラメ ー タ は独 立 した も

の では な く,互 い に影 響 し合 う もの で あ る。 そ れ らの 多 くは本 来 む しろ定 性 的 な もの で あ る。 それ ら

に つ い て良 好 な定 量 的 な 測 度(基 準)・を求 め る こと は 困 難 で あ るが,そ の2,3を 以 下 に示 す 。

リソー ス 目標;こ れ は ネ ッ トワ ー ク全 般 に お い て 利 用 で き る資 源 セ ンタ ー の 機 能 で あ る。 そ れ は,

た い て いの 場 合,そ の ネ ッ トワー ク の 存在 理 由 で あ り,考 え られ るい ろ い ろ な ユ ー ザ ー の必 要 の 大半

を 満 たす よ うに選 ば な け れ ば な らな い。

ハ ー ドウ ェア ,ソ フ トウ ェア及 び マ ネ ー ジ メ ン ト・ベ ー ス;ネ ッ トワ ー クは ハ ー ドウ ェア と ソフ

トウ ェアを 含 む 既 存 の ベ ー ス に構 成 さ れ る が,適 当 な マ ネ ー ジメ ン ト構 造 を 含 ま な け れ ば な らない 。

この ベ ー スの 性 格が 一般 に ネ ッ トワー ク設 計 に 大 き く影 響 す る。

トポ ロ ジ ー(位 相);ト ポ ロ ジ ー と は ネ ッ トワー クの ノー ド間 の 地 理 的 関係 を 言 う.こ れ は ネ ッ ト
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ワ ー クの 構 造,特 に資 源 セ ンター機 能 に対 す る ユ ーザ ー の ア クセ ス ,に 強 く影 響 す る。

容 量 と増 大;容 量 は ひ とつ の ネ ッ トワー クに おい て 処 理 で き る情 報 の 総 量で あ る。 通 例 容 量は ,単

位 時 間 に遂 行 で きる タ ス ク(仕 事プ の 数 で 測 るが,レ ス ポ ンス時 間 や メ ッセ ー ジ通 信 量 な ど のフ ァク

タ ー も含 む 。 一 般 的 に言 って,特 に 多 くの 資 源 セ ンター を具 え た ネ ッ トワー ク に お い て は ,総 容 量 の

決 定 す る こ とが 困 難 で あ る。 増 大 の 可能 性 は,ネ ッ トワー ク の利 用 の増 大 が結 局 追 加容 量す な わ ち追

加 装 置 を必 要 とす る とい う意 味 で 容量 に 関係 が あ る。 ネ ッ トワー クは 十分 に増 大 に対 処 で き るよ うに

設 計す べ き で あ る。

正味価 値;ネ ッ トワー ク の 正味 価 値 は供 与 され た サ ー ビス の 総 価 値 か ら ,そ の ネ ッ トワー クの 寿命

期 間 に つ い て 測 定 した サ ー ビス供 与 の コ ス トを 差 引い た もの で あ る。 正味 価 値 は一 般 に ドル で 測定 し

て い るが,社 会 的 な便 益 ま た は得 られ る 知識 で表 わ す こ と もで き る6正 味 価値 は街 々の ユ ー ザ ー の み

な らず ネ ッ トワ ー ク全 体 に と って もプ ラ スで な けれ ば な らな い。

・生産 性
,保 守,ド キ、ユメ ンテ ー シ ョン;生 産 性 は ネ ッ トワー ク の信 頼性,使 用 可 能度 お よ び効率 の

積 で あ る,と 定 義 で き る。 信 頼 性 は 処 理 した正 確 な情 報 と 処 理 した 総 情 報 との比 で あ り,使 用 可 能度

は ネ ッ・トワ ー クの オ ーバ ー ヘ ッ ド(管 理)を 含 む 処 理 時 間 と リソー ス ・セ ンター に お け る実 際 の処 理

時 間 と の 比 で あ る,と 定 義 で き る。

角 い生 産 性 を 与 え るた め に は,保 守 と ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンが 必要 で あ る。 この 内,後 者 は 保守 の

た め の ド干 ユメ ンテ ー シ ョ ンのみ な らず,効 率 的 に ネ ッ トワー ク に ア クセ ス し利 用 す るた めの ユ ー ザ

ー ・ ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンも含 む も の であ る
。

不 ッ トワt-一一ーク の ア クセ ス;こ の パ ラ メ ー タは,ネ ッ トワー ク の リソー ス に ア ク セ スす るた め に設 け

られ る各 種 の 端 末装 置(コ ン ピ ュー タ,キ ー ボ ー ド・ター ミナ ル な ど)を 指 す もの で あ る。 ネ ッ トワ

ー クの ア ク セ ス は
,ユ ー ザ ー の種 類 に 応 じて ネ ッ トワー クの 利用 を で き るだ け効 率 的 にす る よ うに 正

しく設 計 し な けれ ば な らな いδ

以 上 の1組 の 判定 パ ラ メ ー タは,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 設 計 に 関係 す る 基本 的 な 管 理決 定

を肥 え よ う とす る もの で あ る。 これ らのパ ラ メ ータ は お お むね 定 性 的 であ るが,そ の 「価 値」 を定 め

て 正 しい 技術 設 計 を選 べ る よ うにす べ きで あ る。

3.2.3.機 能 の 構 成

機 能 構 成 ぽ ネ ッ トワー クの 諸 素 子 の分 類で あ る。 そ れ は 個 々の 機 能 を分 離 し,ネ ・ソトワ ー ク諸要 素

間の 関 係 を決 定 し,ネ ッ トワー ク の各 節 点 に対 す る 機能 の 割 当 ての 基 礎 を 与 え る もの で あ る。 ハ ー ド

ウ ェ・ア,ソ フ トウ ェ ア及 び フ ァー ム ウ ェア と い う普 通 の 分 け方 の 代 り に この 機能 的 な 方法 を 用い る。
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v

ネ ットワークレベル

処理 レベル

サー ビス レベル 非 タ ー ミナル
ノ]ド 機 能

コ ン ビ ュ ー.タ ・ネ プ ト

ワ ー ク機 能

装 置 イ ン ター フ

ェー ス機 能

図4ト ップ レベ ル の ネ ッ ト ワ ー ク 機 能

b

`

この 構 造 は い く つか の 細 分 レベ ル(準 位)に 分 れ る。 各 レベ ル の 機能 を そ れ よ り も下 位 の レベ ル に

お け る構 成 諸 機能 に 分 解 す る。 図4は3つ の 上 位 レベ ル,す な わ ち ネ ッ トワ ー ク,処 理 お よび サ ー ビ

スの 各 レベル を示 した もの であ る。

{1)』ネ ッ トワ ー クと処 理 レベ ル

ネ ッ トワ ー ク レベ ル は,単 に コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クに おい て 行 なわれるすべ ての機 能を 包 括 し

た もの で あ る。 処 理 レベ ル に お い て は,情 報 処 理 機 能 を ネ ッ トワ ー ク処 理 機能 か ら分 離 す る。 前者

は ネ ッ トワ ー ク にお け るデ ー タの 操 作 と記 憶 に関 す る もの で あ り ,一 般 に リソ ー ス ・セ ンタ ー で行

なわ れ る。 機 械 の 機 能 と人 間 の機 能 の両 方 が 行 なわ れ る。 ネ ッ トワー ク処 理機 能 は ネ ッ トワ ー ク の

各 ノー ド間 の 情 報 の 制 御 と流 れ に 関す る もの で あ る。 た い て い の 場 合 ,情 報 は タ ー ミナル ノ ー ドと

資 源 セ ン ター の 間 を 流 れ る。

(2)サ ー ビス ・レベ ル

サ ー ビス ・レベル の 機 能 は シ ステ ム の 処 理 要 素 を対 象 に した もの で あ る。 こ の機 能 は ネ ッ トワー ク

処 理 側 にお い て 次 の3つ の構 成 機 能 に分 れ る;隣 り合 った2つ の ノー ド間 に おけ る情 報 の 物 理 的 移

動 に関す る リ ンク機 能 ・;ひと つ の ノ ー ドに お け る2つ の リン ク間 の 中継 サ ー ビスを行 な う非 タ ー ミ

ナ ルノ ー ド機 能;ユ ー ザ ー に情 報 の 門を 提 供 す る タ ー ミナ ル ノ ー ド機 能
。

情 報処 理 側 に お け るサ ー ビス ・レベ ル は シス テム 機 能 とユ ー ザ ー機 能 で 構 成 され る。 前 者 は ユ ー

ザ ー プ ログ ラム の 準 備 と実 行 を 支援 す る資 源 ・セ ンター 内の す べ て の操 作 を 含む もの で あ り ,後 者

は ユ ー ザ ー プロ グ ラム また は 応 用 プ ロ グ ラム とそ れ に必 要 な 支 援 ス タ ・ソフで あ る
。
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あ る ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラム が ネ ッ トワー ク との イ ンター フ ェー スを 望 む場 合 に は通 例,標 準 周辺 装

置 へ の 入 出 力 操 作 と同 様 に シス テ ム ・ル ーチ ンの サ ー ビスを要 求 す る。 図4は この シ ス テ ム機 能 の

分 解 の 一 部 分 のみ を 示 した もの で あ る;タ ー ミナル ノー ド機 能は 一 般 周 辺 イ ンター フ ェー ス機 能 の

一部であ り1一 方・機 能は監繊 能の一部であ6 ・シ・テ機 能とユーザー機倉旨硬 に馴 な区

分 は 後 に 示 され て い る。

{3){レ ベ ル の ネ ッiトワ ー ク処 理 機 能

'

ネ ッ トワ ーク処 理 機能

リンク機 能 非 タ ー ミナ'ル ノ ー ド機 能
タ ー ミナ ル ・ノー ド 機 能

伝 送
'イ ン コ ン ト ロ ール メ ッ セ ー シ

コ ン トロ ー ル

ユ ー ザ ー

イ ン タフ ェ ース

ル ーチ ン グ と

保 全

集 信 馳 と

多 重 一化 一
ス ケ ジ ュー リング 測定 と統計

図5ネ ッ トワ ー ク処 理 機能

図5は ネ ッ トワ ー ク処 理 側 にお け るサ ー ビス レベ ル の 機 能 の 細 区分 を示 した もの であ る。 これ らの

の 内 の い くつ かは 所定 の ネ ・ソ トワー ク に 存在 しな い こ と が あ る:と い う こと た 注 意 され た い。 各構

成 機 能 を 以 下 で 簡 単 に 考 察 す る。

伝 送;伝 送 機能 は ひ とつ の リ ン クに お け るデ ー タ の 移 動 に 関す る もの で あ る。 この 機 能 は帯 域 幅,

タ イ ミ ング,方 向 性,分 配 方 法,信 号 方法及 び平 行 度 に影 響 され る。

ラ イ ン コ ン トロー ル(回 線 制 御);ラ イ ンコ ン トロ ール は リ ンク機 能 な らび に非 タ ー ミナル 及

び タ ー ミナ ル ノー ド機 能 と 考 え る こ と が で き る。 これ は メ ッセ ー ジ ・コ ン トロー ル 機能 と伝 送 機能

の 間 の イ ン ター フ ェー スを構 成 す る もの で あ る。 ライ ンコ ン トロ」 ル は,メ ッセ ー ジ対 象 ソフ.トウ

エ ア か らの メ ッセ ー ジを 伝 送 の た め文 字 ま た は ビ ッ トの 流れ に変 換 し,受 取 っ た流 れ を メ ッセ ー ジ

に ア セ ンブ ル し,ダ イ ヤル と応 答,エ ラ ご ・チ ェ ック,そ の 他 の 動作 を行 な う。 実 施 す る特 定 の 機

能 は設 計 の 細 部 に よ って異 な る。

メ ッセ ー ジ ・コ ン トロ ー ル;こ の 機 能 は ネ ッ トワ ー クに おけ る物 理 的 な き ま りに 従 って メ ッセ ー

`
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竃

ジの 流 れ を 規 制 す る。 この 機能 は ライ ン コン トロー ル 機能 を 利 用 して物 理的 な メ ッセ ー ジの送 受 を

行 ない,場 合 によ り肯 定応 答 メ ッセ ー ジを 発生 す る。 メ ッセー ジ ・コ ン トロール は 非 タ ー ミナ ル及

び ター ミナ ル ノ ー ド機 能 で あ る こ とに 注 意。

ユ ーザ ・イ ンター フ ェー ス;ユ ー ザ ・イ ンタ ー フ ェー ス 機能 は ユ ーザ の ため の デ ー タを 準 備 し
,

あ るい は ユ ーザ ー か らデ ー タを 受 け入 れ る。 こ の機 能 は ,テ レタイ プ ノー ドにお い て は,ダ イ ビ ン

グ及 び キ ー ボ ー ド読取 り動 作を 含 み,遠 隔 ジ ョブ入 力 ノ ー ドに お い て は カ 一 一ド リー ダ及 び ライ ンプ

リ ンタ動 作 な らび にバ ッフ ァの 割 当 て と管理 を含 む 。

ター ミナ ル ノ ー ドが 資 源 ・セ ン ター の場 合,ユ ー ザー はネ ッ トワー クを 通 して 別の ノ ー ドと通 信

す るプ ログ ラム で あ る。 こ の場 合 ユ ー ザ ー ・イ ンター フ ェー スは ユ ー ザー ・レベ ル に お け る論 理的

な プ ロ トコル と メ ッセ ー ジ ・コ ン トロ ール 機 能 の物 理 的 な プ ロ トコル との 間 の リ ンク とな る。

そ の他 の 機能:ル ー チ ング と保 全,集 信 と多 重 化,ス ケ ジ ュー リング,測 定 と統 計 が そ の他 の低

レベ ル機 能 で あ る。 そ の有 無 お よ び そ の細 部動 作 は ネ ッ トワー ク設計 に よ って 異 な る
。 ス ケ ジュ ー

リ ング はい ろ い ろ な機 能 が 始動 され る順 序 を 決 め る もの で あ り,通 常 ハー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア

に おい て 部 分 的 に実 施 され る。

オ ペ レー シ ョ ンに関 す る事項:上 述 の 機 能 構成 は 直 接 に 色 々 な動 作 上 の相 互依 存 関 係 を対 象 に し

た もの で は な い 。 その 相 互依 存 関 係 を 示 す ため 図6を 検 討 す る。 この 図 は ひ と つの ネ ッ トワ ー クに

お け る タ ー ミナ ル ・ノ ー ドと非 タ ー ミナル ・ノー ドの 間 の 接続 図 で あ る。 各 紙 レベ ル機 能 は モ ジ ュ

ー ルと して 示 して あ る
。 タ ー ミナ ル ・ノー ドにお け るユ ー ザ ー(又 は ユ ー ザ ー プ ロ グ ラム)は メ ッ

セ ー ジ ・コ ン トロー ル との ユ ー ザ ー ・イ ンター フ ェー ス を通 して 通 信 し
,メ ッセ ー ジ コ ン トロー ル

は ライ ン コ ン トロー ル を介 して 実 際 の伝 送 リン クと連 絡 す る。 も う一 方 の(非 ター ミナ ル)ノ ー ド

に は 補 助 ラ イ ン コ ン トロー ル 機 能 が あ り,別 の メ ッセ ー ジ コ ン トロー ル機 能 に連 結 さ れ て い る。 非

タ ー ミナル ・ノ ー ドに接 続 され た 第2組 の メ ッセ ー ジ お よ び ラ イ ン コ ン トロール 機 能 が あ る。

ら

、
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図6ネ ッ トワ ー ク機 能 の オ ペ レー シ ョナw関 係
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本 論 文 は コ ンピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の分 析 を 要約 した もの で あ る。 本書 は 機能 的 な方 法 を用 い て

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クを 判 定 す る た め の骨 組 と な る もの で あ る。 小 さ な研 究用 コ ン ピュー タ ・

ネ ッ トワー クの 設 計 に 色 々 な判 定 パ ラ メ ー タを 応 用 した。 そ のパ ラ メー タは 適 正 な設 計を 選択 す る 際

に 役 立 つ こ と が判 明 した。 実 際 の 設 計 は,ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェア にお い て 色 々な機 能 を 総合 す

るた め の優 れ た手 段 で あ る 機能 的 構 成法 を基 に して 実 施 した。

'

'

`
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3.3教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

MartinGreenberger(ジ ョ ン ズ ・ホ プ キ ノ ス 大 学 ,BaltimoreMaryand)

、

`

国 内 お よ び国外 の高 等教 育 用 コ ンピュータ ・ネ ッ トワ ー クの 増 加 に よ り ,ユ ーザ ー とサ プ ライ ヤ の間

に立 つ 新 しい 種類 の組 織 一 共 益 ネ ッ トワ ー クす なわ ち 「lFacilnetI'一 が必 要 と な
って い る。Faciln-

etは 色 々 なサ プ ライ ヤ か らの情 報 サ ー ビスを ま と め ,そ れ か らの サ ー ビス を教 育 関 係 の ユ ー ザ ー に対

し計 算 サ ー ビス セ ンタ ー を通 して ユ ーザ ーの施 設 に供 与 す る組 織 と して考 案 さ れ た もの で あ る
。 この

Facilnetは デ ータ通 信 ま た はパ ケ ッ ト通 信 を尋 問 とす る新 ら しい キ ャ リア と密 接 に 関連 して 働 らく
。

そ の キ ャ リアの 通 信 シ ス テ ム を利 用 して サ プ ライ ヤの コ ン ピュ ータ とユ ー ザ ー の タ ー ミナル を 相 互 に
ぺ

接続 す る。 米 国内 にお い て は,2 ,3の 大形 琉cilnetを 設 置 すれ ば テ レ ビ業 界 と教 科 書 販 売 業 界 と若

干 の類 似 点 を持 ち商 業 的 に競 争 力 の あ る業 界 が構 成 され る で あ ろ う。 現 在 営 業 して い る い くつ か の 会

社 が この事 業 に移 行 で き る もの と考 え られ る。 別 の 方法 と して ,高 等 教 育 施 設 が 公 共 放 送 シ ステ ムや

米国 教 育 テ レ ビに 類 似 した単 独 の 総 合Facilnetを 単 独 で設 置 す る こ と もで き る。 政 府 の 融資 の性 質 と

規 模 が今 後 の 成 行 に 強 く影 響 す るで あ ろ う。

⑨

`

3.3.1米 国 に お け る 教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク の 開 発

1970年 代 は 米 国 の 高 等 教 育 の た め の コ ン ピュ ー タ ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ンネ ッ トワ ー ク が 多 数 開 発 さ れ

た,例 え ば

(1)地 域 別 及 び 州 別 の ネ ッ トワ ー ク。 例 え ば 北 カ ロ ラ イ ナ のTriangleUniversitesComputation-

Centerな ど。

〔2)大 学 間 提 携 ネ ッ トワ ー ク。 例 え ば ミ シ ガ ンの 三 大 学MERITネ ッ トワ ー ク。

C3)商 用TSSネ ッ トワ ー ク 。 例 え ば|lTYMSHARE社 のTYMNETシ ス テ ム やGeneralEl-

ectric社 の 世 界 的 な コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ・。 トワ ー ク

(4)特 定 情 報 ネ ッ トワ ー ク。 例 え ばBethesdaMaryland,に あ る 米 国 医 学 ラ イ ブ ラ リ ー のMED-

LINEサ ー ビ ス,オ ハ イ オ 州 コ ロ ン ビ ア に あ る オ ハ イ オ 大 学 ラ イ ブ ラ リー ・セ ン タ ー の 図 書 イ ン

デ ッ ク ス ・サ ー ビ ス 。

(5)ARPANETと し て 知 ら れ て い る 米 国 研 究 ネ ッ トワ ー ク。 こ れ は デ ー タ 通 信 の 効 率 と 信 頼 性 を

著 し く改 善 す る パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ方 式 の 道 を 拓 い た も の で あ る。

こ れ ら の ネ ッ
,ト ワ ー ク は 既 に 高 等 教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス お よ び 情 報 サ ー ビ ス の 組 織

と提 供 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る。 しか し,そ の 真 の 重 要 性 は 今 後 に あ る。 そ の 今 後 を も た らす と 考

え られ る ひ と つ の 可 能 な(実 現 性 の あ る)筋 書 に つ い て 検 討 して み る こ と に す る
。

3.3.2コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ の 動 向

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の 進 展

コ ン ピ ュー タ ・ ネ ッ トワ ー ク は2つ の ル ー トに 沿 っ て 進 展 し て い る;そ の ひ と つ は 技 術 的 な ル ー ト
,
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も うひ とつ は組 織 的 な ル ー トで あ る。 これ らの路 線 は重 複 して お り,ひ とつ に集 ま るこ と も考 え られ

る。

技 術的 な ル ー ト

技 術 的 なル ー トは1940年,1950年 代 の 単 一 ア クセ ス コ ン ピュ ー タ(SAM)か ら1960年 代 の

複 数 ア クセ ス コ ン ピュ ー タ(MAC),次 い で.1970年 代 の ネ ッ トワ ー ク(NET)へ と移 行 した。

SAMの 問題 点 は2つ あ った,す な わ ち,ユ ーザ ー が機 械 を待 ち,機 械 がユ ー ザ ーを 待 た な け れ ば

な らな か った。 多 忙 な機 械 の ユ ーザ ー達 は,コ ンピュ ー タ ・ リソ ー スに対 す る極 めて 小 さな 要 求 の 場

合で も非常 に長 い間待機 し,コ ンピュー タ(更 に 正確 に言 う と,コ ン ピュ ー タの 中央 処 理 装 置)は,機 械

にお け る ジ ョブに よ って 要 求 され た 情 報 が シ ー クされ 周辺 装 置 か ら入 って 来 る間,遊 ん で い た。 第3

q)問 題 も あ っ た。 す な わ ち,ユ ー ザ ーが しば しば遠 い場 所 か らSAMの 所 までや って 来 な け れ ば な ら

な か った。 例 えば ・194Q年 代 及 び1950年 代 の 初 め に は 多 くの ユ ーザ ー達 が 仕 事 を コ ン ピ ュ ー タに か

け るた め カ リフ ォル ニ・ア あ る い は ワ シ ン トンか らニ ュー ヨー ク 市,フ ィ.アデ ル,あ るい は ケ ンブ リ ッ

ジ,マ サ シ.ユーセ ッツへ 横 断 旅 行 を した もの で あ る。

MACは 遠 隔 タ ー ミナ ル お よ び 地 方 の1テ ー シ.ヨンか らい くつ か の ジ ョブを同 時 に入 れ る こ とが で

きた の で 以上 の諸 問題 が緩 和 され た 。MACは 技 術 的 に 前 進 した もの で あ った。 それ は コ ン ピュ ー タ

ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア及 び通 信 の改 善 を必 要 と した。

MACに も難 点 が あ るが,そ れ は異 な る次元 の もの で あ る。1台 のMACが 、1時間,・1日 ある い は

1週 間 の 間 使 用を 継 続 で き る程 の顧 客 が な い こ とが あ る。 同 じ時 間 に別 のMACに 顧 客 が あ ふ れ る こ

とが あ る。 そ れ らの 機 械 が 同 じ屋 根 の 下 に ない と負 荷を 分 担 した り資 源 を共 用 す る こ とが で きな い。

更 に,,MACは 理 論 化 学 の 計算 に 関 して極 め て高 速 の処 理 能 力 お よ び 高 速 の プ ログ ラム を 有 し,一

方 別 のMACは デ ー タ管 理 用 と して 大 き な デ ー タ記憶 装 置 と広 範 な オ ペ レー シ ョン ・シ ステ ムを 持 っ

て い る こ とが あ る。1台 の 機 械 の ユ ー ザ ーが他 の機 械 の 資 源 に ア クセ クで き な いの が いか ん で あ る。

NETは ユ ーザ ー タ ー ミナ ル とMACを 相 互 に連 結 し,・,ユーザ ーと そ の代 理 人 が場 所 や組 織 の 系 列

に 関 係 な く異 な る シ ステ ムの 資 源 を 求 め る ことの で き る 市場 を提 供 す る。MACと 同様,NETは 技

術 的 に一 歩 前 進 した もの で あ る。、その 新 ら しい点 は 八 二 ドウ エ ア及 び ソ フ トウ エア の通 信 イ ンタ ーフ

エ ニ ス,デ ィジ タル ・ トラ フイ ジ クの スイ ッチ ング と伝 送 の 方 法 で あ る。

組 織 的 な ルー ト

専用 の コツ ビ ュー タを 具 え た初 め の 組 織 は ユ ーザ が集 ま る戦 略 的 な 場 所 に置 か れ る こ とが 多 か った。

こ れ は,ひ とつ の 大 学 内 で は,ひ とつ の 部 また は研 究 プ ロ ジ ェク トの 研 究 室 で あ っ た。1960年 代 の

後 半 ま で に は,た いて い の 大 学 が 中 央 計 算 設 備 の考 え方 に移 行 し,多 くの 大 学 は設 備 の サ ー ビスを 時

分割 方式 あ るい は 遠 隔 バ ッチ処 理 方 式 で各 独 立 個所 に分 配 した。 同 時 に,研 究 室 お よび 研 究 プ ロ ジェ

ク トに お いて は ミニ コ ン ピ ュ ー タが 盛 ん に な った。 この極 め て経 済 的 な小 形 機 は限 定 され た ユ ー ザ ー

の た め の特 定 の ア プ リケ ー シ ョ ンを 目的 と した もの で あ る。

大 学 の場 合,コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クは下 記 の主 要 目的 に 利用 で き る:、.

(1)大 学 の 各 部 の計 算 セ ンタ ーを 結 ぶ こ と が で き る ので,ひ とつ の 部 が 主 サ プ ラ イ ヤの 機 能 を 行 な い,
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他 の 部 は補 助 的 な サ ー ビスを 行 な うの み で よ い 。 これ は 特 に 州大 学 シス テ ムに お い て 有 意 義 で あ る。

(2)各 研 究室 の ミニ コ ン ピュ ータを 互 い に連 結 す る と共 に部 の 中央 設備 に接 続 して ミニ コ ン ピ ュ ー タ ・

に追 加 の 処 理 能 力 お よ び追 加 デ ー タ ・ス トア へ の ア ク セ スを 与え る ことが で き る。

(3)中 央 設 備 の 活 動 範 囲(リ ーチ)と 顧 客 ベ ー スを 地域 内 の他 の施 設 へ延 長 で き る。 この た め ,他 の

施 設 が 専 用 の コ ン ピュ ータを 設 置 も しくは増 設 す る必 要 が な くな り,同 時 に,中 央 設 備 に お い て は

よ り強 力で 経 済 的 な機 器 を 具 え る こ とが で き る。 この 方 法 に よ り若 干 の大 学 は ,最 近 の 厳 しい予 算:

の 下 で,大 形 コ ン ピュ ー タの 返 却 や トレー、ドを 避 け る こ とが で き た。

(4)各 大 学 が 相 互 提 携 の コ ン ピュ ーテ ィン グを行 な い,資 源 を共 用 し,そ れ ぞ れ の相 対 的 な長 所 に 応

じて 特 殊 業 務 を 扱 い,余 剰 負 荷 を再 分 配 す る こ とが で き る。

商 業,特 に世 界 中 に業 務 を 拡 げ営 業所 を持 って い るGeneralElectric,『IBMな ど の大 会 社 も,コ

ンピュータ,ネ ッ トワ ー ク を形 成 す る動機 を持 って い る。 更 に ,ネ ッ トワ ー クに よ り コ ン ピ ュ}タ ・サ

ー ビスの サ プ ラ イヤ はそ の 市 場 を拡 大 しサ ー ビ スの提 供 を 向上 す る こ とが で き る
。

ひ と つ の組 織,例 え ば ひ とつ の 大学 あ る い は会 社,に よ って全 面 的 に運 用 され る ネ ッ トワ ー ク ,と い

い くつ か の組 織 に よ って 共 同 運用 さ れ る ネ ッ トワ ー クと の 間 に は大 きな相 違 が あ る。 ただ し ,共 同運

用 の場 合 は共 同機 構 を 監 視 す るひ と つの 新 ら しい組 織 を結 成 す る こ とがあ るの で,区 別 が 必 ず し も鮮

明 で な い場 合 もあ る。TriangleUniversitiesComputalionCent'er'が その1例 で あ る。 組 織 ライ ンを

横 切 る ネ ッ トワ ー クの 政 治 的 な 問題 は組 織 が ひ と つ の ネ ッ トワー クの場 合 よ りもか な り重 大 で あ る。

計 算 サ ー ビス の進 展

計 算 シス テ ムの 構 造 と性 格 に生 じてい る変 化 と共 に,ユ ーザ ーへ の サ ー ビ スの 提供 の 方 法 と形 式 も

進 展 してい る。

(1)プ ロ グ ラ ミ ング及 び計 算 サ ー ビス と

(2)デ ー タ ・サ ー ビス

が 主 な2種 の サ ー ビス で あ る。

2.2.1プ ロ グ ラ ミ ン グ と計算 サ ー ビス

コ ン ピュ・一 テ ィ ングの 初 期 にお い て は
,ユ ーザ ーが 自分 の 目的 と用 途 に合 った専 用 の プ ログ ラム を

書 い てい た。 ま も な くユ ー ザ ー達 は 同 僚 の研 究者 達 と プ ロ グ ラ ムを共 用 し,次 い で 自分達 の 知 らな い

人 々(例 え ば 第三 者 か ら あ るい は雑 誌 の 記 事 で そ の プ ロ グ ラ ムにつ いて 知 っ た人 々)と も共 用 す る よ

うに な った。 この 傾 向 は 全 国 的 な規 模 の共 用 配置 ,仮 名 ユ ーザ ーの ため の プ ロ グ ラムの 文 書 化 の 努 力,

若 干 の標 準 化,を もた ら した。 コ ンピ ュ ー タ ・メ ーか 一達 は 特 に プ ロ グ ラムの ソ フ トとハ ー ドの価 格

分 離(Unbundling)と 料 金 請求(Charging)の 前 の時 期 に プ ロ グ ラムの 共用 と分 配 の促 進 に努 め た。

遠 隔 コ ン ピ ュー テ ィ ン グ,タ イ ム シ ェ アサ ー ビ ス及 び現 在 の ネ ッ トワ ー クの 開 発 に伴 い ,プ ログ ラ

ム は それ 自体 の 生 活 を営 む よ うにな った。 作 者 が 誰 で あ る か
,何 処 で プ ログ ラ ムが書 かれ た か,と い

うこ とは 何 処 にプ ログ ラム があ り それ が どの よ う に使 わ れ るか,と い うこ と と殆 ん ど同 様 に意 味 が な

い。 プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジの 販 売 が この 傾 向 を 助成 して い る。 良 好 な 文書 化 ,プ ロ グ ラム 支援 お よ

び ユ ーザ ー援 助 の 必 要 が 従 来 よ り も大 き くな った 。
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デ ー タ ・サ ー ビス

プ ロ グ ラ ミ ング ・サrビ ス と同様,計 算 機 ラ ンの た めの デ ー タ は も と もと1人 の ユ ーザ ーの 財 産 で

あ った 。 ユ ー ザ ー は便 利 な再 利 用 を 考 え て 機 械 で 続 取 れ る形 で 磁気 テ ープ に デ ー タを 貯 え る こ とが あ

った が,そ の テ ー プ が他 の者 と共 用 され る こ と は め った に な か った。

今 日の 状 況 は全 く異 な る もの であ る。 セ ンサ ス ・テ ープ は広 く配 給 され て い る。 宇 宙,海 洋,大 気

の調 査 の た め コ ン ピ ュ ー タ化 され たデ ー タバ ンク が あ る。 医 学,化 学,物 理 の 文献 に つ い て は 自動 化

され た 精 密 な イ ンデ ッ クス ・サ ー ビスが あ る。 若 干 の 会 社 は経 済 の時 系 列 に つ い て 大 きな最 新 の デ ー

タバ ンクを 整 備 して い る。 等 々であ る,.こ れ らの デ ー タバ ン クの 多 くは コ ン ピ ュ ー タに よ る もの で あ

り,そ れ を 処 理 し分析 す る プ ログ ラム と共 に遠 隔 ア クセ スが 可能 で あ る。'デ ー タバ ン クは 世界 中の 多

くの 人 々 に よ って 利用 され 共用 され てい る。

共 用 の 傾 向

か く して プ ロ グ ラム とデ 一夕 バ/ク は それ らの 開 発 者 か ら別 れ て別 々の もの に な りつ つ あ り,書 物

と同 様 に広 く利 用 され 分配 され て い る。 これ は 明 らか に極 め て重 要 な傾 向 で あ る。 そ れ は コ ンピ ュー

タ技 術 の採 算 を極 め て 大 き くす る方 向 に動 き,成 長 の 最 初 の1/4世 紀 にお け る コ ン ピ ュ ー タ分野 に

付 随 して い た 広範 な重 複 ど非 能 率 は な くな りつ つ あ る。

ネ ッ ドワrク の 開発 は,こ の共 用.・Xの傾 向 を必 要 とす る と共 に そ の実 現 の ため の有 望 な 手段 を提 供

す る も ので あ る。 ネ ッ トワ ー クが組 織 の ライ ンに交 叉 ず る とい う事 実が 共 用 の プ ロセ スを か な り複 雑

に して い るが,そ れ は ネ ッ トワ ー クに対 しそ の最 も明 白 な 特性 とな り う る状 況 を 与 え'てい る。

2:4tユ ー ザ ー 対 シ ス テ ム

初 期 の コ ン ピュ ー タ ・ユ ー ザ ーは 自身 の プ ロ グ ラ ムを 組 む の み な らず 実行 も した。 彼 等 はみ ず か ら

オ ペ レー タ で あ った。 オペ レー シ ョ ンの 間 に 何 か 不 具 合 が 起 る と,彼 等 は コ ン ピ ュー タか ら去 る こ と

な く ダ イ ヤ ル を い じ り,カ ー ドを パ ンチ し,正 常 に戻 す よ う努 め た。

この ユーザー ・オペ レー シ ョンは,比 較 的 安 い コ ン ピュ ー タ,例 え ば研 究 用 ミニ コ ン ピ ュ ータ,な ど

の場 合 を 除 い て は,既 に ず っと以 前 に姿 を 消 して い る。 ・'"・

ユーザ ー ・オペ レー シ ョ ンは ,よ り高 価 な機 械 の場 合 は あ ま りに もむ だ の 多 い や り方 で あ った。 そ れ

に代 って バ ッチ処 理,ク ロ ーズ ドシ ヨ 〉プ お よ び精 功 な オ ペ レーニテ ィ ング シ ステ ムが 登場 した。

しか し,ユ ー ザ ーは シ ステ ム が ユ ー ザ ーを完 全 に背 景 に 押 し込 む こと を許 さな か った。 ユ ーザ ーは

・現 在 の遠 隔 タイム シェア ・システム の 中 に再 登 場 して い る。 これ は ユ ーザ ー支 援,援 助 の 必要 を 強 め て

い る。 現 在 ユ ーザ ーは オ ペ レー シ ョ ンか ら離 れ て お り,ユ ーザ ーの 行為 は オ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テ

ム及 び他 の 同 時ユ ー ザ ーの 行 為 に よ って抑 制 され て い るが,ユ ーザ ーは あ る程 度 の 自律 性 を 持 っ て い

・る
。

コ ン ビ▲ユ ーテ ィ ン グの歴 史 全 般 を 通 じて シ ス テ ム とユ ー ザ ーの 間 に は 明 らか な張 力 があ る。 す な わ

,ちユ ーザ ーは 前 進 して,利 用 で き る コ ン ピュ ー タ資 源 と設 備 を 自分 の 問 題 の要 件 に適 合 させ 新 ら しい

革新 的 な ア プ ロ ーチ を 求 め よ うと し,シ ス テ ムは 前 進 して効 率 を増 大 し,資 源共 用 の 機 会 を設 け て い

る。 コ ンピ ュ ー タ ネ ッ トワー クは この 上 昇 の プ ロセ ス にお け る最 も最 近 の 段 階 で あ る。
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この プ ロセ スに お い て 重要 な のは ユ ーザ ーを援 助 し
,ユ ー ザ ー の必 要 事 項 を 理 解 し,良 好 な 文書 を

提 供 し,事 務 管 理機 能 と マ ーケ ッテ ィン グの機 能 を扱 う代 理 人で あ る。 ネ ・ソ トワ ー クの 進 展 に伴 って

こ の 代 理 人 は 今 ま で に な く重 要 な も の に な っ て い る 。 そ れ を 共 益 ネ ・ソ トワ ー クttFacilnet"と 称 し て い

る。

3.3.3FACIIＬNET

三種 のネ ッ トワー ク

米 国 に お け る単 科 大 学 お よ び総 合 大学 の コ ンソ ー シア ムTlEDUCOM・ は昨 年,研 究 と教 育 の た

め の全 国 ネ ッ トワ ー ク の構 想 に つ い て一 連 の ゼ ミナ ール を 開 い た。 この ゼ ミナ ール は米 国科 学 財 団 が

後 援 した もの で,そ れ に 関 す る諸 論 文 を最 近M.1.T.Pressが 一 冊 に ま とめ て刊 行 した。

その ゼ ミナ ール は ネ ッ トワ ー クの 開 発 に際 して当 面 した管 理 と組 織の 諸 問 題 を 中 心 課題 と した もの

で あ った。 ネ ッ トワ ー クを 下 記の3種 に区 分 した:

(1)サ ー ビス,設 備 お よ び そ の ユ ーザ ー,の ユ ーザ ・サ ーE"ス ・ネ ッ トワ ー ク。

② ネ ッ トワ ー クの 区 間 にお いて ひ とつ の場 所 か ら他 の場 所 ヘデ ー タを伝 送 す る伝 送 ネ ッ トワー ク

③ サ プ ライ ヤ か らユ ーザ ーへ 信 頼 性 と汎 用性 の あ る効 率 的 な サ ー ビス供 与 が で き る』よ うに す る共 』

益 ネ ッ トワー ク。

ゼ ミナ ー ルの 参 加 者 達 は 共 益 ネ ッ トワ ー クが今 後 の発 展 の鍵 に な る もの と考 え た。

Facilnetの 機 能

Facilnetは 伝 送 ネ ッ トワー クとユーザ ー ・サー ビス ・ネ ッ トワー クの 仲 介 と な る もの で あ る。 これ は ラ

ジオや テ レ ビの 放 送 シス テ ムに な ぐ らえ る こと がで き る。Facilnetが 提供 す る機 能 は下 記 の 一 部 ま た

は全 部 とす る こ とが で き る:

(1)伝 送 コ ー ドな ど につ い て基 準 を設 定 し実 施 す る。

② ユ ーザ ーの 基 本 プ ロ トコル を定 め て実 行 す る。

③ 集 中 式 会計 ・請 求 を 行 な う。

(4)文 書 の提 供 お よ び一 般 的 な ユ ーザ ー支 援 を 行 な う。

⑤ コ ンピ ュ ー タ ・サ ー ビスの 市 場 を 作 る。

⑥ ネ ッ トワー ク ・コンピュ ー タ と メ ッセ ー ジ処 理装 置 の間 に イ ンタ ー フ ェ ー ス ・ハ ー ドウ エ ア と ソ フ

トウエ ア を提 供 す る。

⑦ 通 信 サ ー ビスが 放 送 シ ス テ ムか ら関 係 ラ ジオ局 お よ び テ レ ビ局 に提 供 され る の と同 様 に
,ひ と つ

又 は ひ とつ 以 上 の 伝 送 ネ ッ トワー クか らユーザ ー ・サー ビス ・ネ ッ トワーク に対 して通 信 サ ー ビスを 提

供 す る。

Facilnetは 書 籍 出 版 会 社 と 同様 に重 要 な マ ー ケ ッテ ィ ングの 役 割 を 持 っ てい る 。 そ の 代 表 者 は 常 に

顧客 と接 触 して必 要 事 項 お よ び所 望 事 項 を判 定 し,か つ サ プ ラ イ ヤ と接 触 して い か な るサ ー ビスを 利

用 で き るか に つ い て 熟 知 す る。Facilnetは,現 在 の サ ー ビスを 有 望 な顧 客 に知 らせ そ の サ ー ビスの 利

用 方法 を 指 摘 す る こ とに よ っ てセ ール スの 機 能 を 行 な う。 ま た ,サ プ ライ ヤ に 対 して ユ ーザ ーの希 望

事 項 を 示 し,新 製 品 あ る い は 改 善 に 関 す る提 案 を 行 な って供 給 促 進 の機 能 を 果 す。 ユ ーザ ー と の接 触
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は,卸 売 人 た る供 給 組 織 とは 対 照 的 に サ ー ビス小売 人 た る利 用 施 設 の コ ンピ ュ ー タ ・セ ンタ ーを 通 し

て 行 な うこ とが で き る。 また,Facilnetは デ ー タ通 信 キ ャ リア,伝 送 ネ ッ トワ ー クの オ ペ レー タ,と

も密 接 に提 携 す る。

別 の 形 式

出版 会 社,タ イ ム シェ ア シ ステ ム会 社,コ ンピ ュ ータ ・メ ー カ ー,あ る いは 民 間 にお け る その他 の

会 社 は,希 望 す る場 合,高 等 教 育 用 コ ン ピ ュ ー タネ ッ トワー ク事 業 のFacilnetと な る こ とが で き る。

こ の道 が取 られ る場 合 は,い ず れ 上 記 の 如 きほ ぽ3つ の組 織 がそ の 分 野 の 主 流 に な り,競 合 力 の あ る

業 界 の性 格 を与 え る こ と に な ろ う。

一 方 ,教 育 施 設 は,公 共 放 送 シ ステ ム お よび 米 国教 育 テ レ ビネ ッ トワ ー クが 米 国 内の す べ ての教 育

テ レビ局 に サ ー ビ スを行 な って い るの と同 様,すrc.て の 大学 に サ ー ビスす るひ とつ の 総 合 的 なFacil-

netを 高 等 教 育 の分 野 内 に設 置 す る こ とが で き よ う。 現 在EDUCOMで は そ の 可能 性 を検 討 す るた

め 主 な教 育 ・研 究 機 関 の代 表 者 の企 画 審議 会 の 結 成 を 進 め て い る。

ネ ッ トワ ー クが全 国の 研 究,教 育 施 設 に貢 献 す る こ とが 考 え られ るの で,連 邦 政 府 が ネ ッ トワ ー ク

の 今後 の発 展 にお け る重 要 な 関 係者 とな ろ う。 政 府 は そ の発 展 に お け る背 景 的 な役 割 を演 ず るこ と も

で き るが,そ の財 政 的 な 支援 が発 展 の ペ ー ス と方 向 を 左 右 す る点 で重 要 で あ る。 各 州 お よ び地 方 当局

も関 係 し,大 きな利 益 を 受 け る こ.とに な る。
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3.4有 線 医 療 社 会

Silvestein,M.E,ア リゾ ナ 州 立 大 学,Tucson,Arizona,USA

この小 論 は,通 信 と計 算 機 科学 が,医 療 産 業(heaithdeliveryindustry)の 諸 問 題 の大 部分 を 解 決

す るた め の 実 際 的 で 経 済 的 な可能 性 を持 って い る と い う主 張 に関 す る もの で あ る。 医 療 産 業 は,そ の

生 産性 を増 す こ と によ って 各 国 の 全市 民 に適 当 な費 用 で良 質 の 医 療保 護 を 与 え る必 要 が あ る 。

この主 張 を 支 持 す る ため に,医 療 不足 問題 の計 算 機 通 信 に よ る解 決 を実 証 す る一 般 的 計 画 につ いて

述 べ,次 に 最 近 南 ア リゾ ナ地域 で組 み立 て られ て い る シス テ ムの 主 な原 型 の 一 部 分 を 紹 介す る。

更 に,地 域 的 医 療 テ レメ トリ ・ネ ッ トワー ク は,財 政的 援 助 や 構 成 準備 期間 を必 要 と す る,マ イ ク

ロ波,赤 外線,レ ーザ 光 線 によ るネ ッ トワー クと い う な じみ の うす いメ デ ィア に よ る必 要 もな く,ま

た新 た に 巨 大 で 気 の遠 くな るほ ど高 価 な端 末 装 置 を 開発 しな くて も効 果 的 に 構成 で き る とい う こと を

実証 した い。 既 存 の商 用 電 話 ネ ッ トワ ー ク及 び国 際 回線 は既 に,全 国 的及 び 国 際 的 医療 患 者保 護 の た

め の ネ ッ トワ ー クを運 営 す るに 必要 なす べ て の伝 送 リン ク,交 換 能 力,及 び トラ フ ィ ク管 理 能 力 を持

って い る。 した が って,新 たな 医療 設 備 が必 要 で あ る とは思 わ れ な い。 適 当 な 計算 機 通 信機 器 が 与 え

られ るな らば,既 存 の 医 療 関 係 従事 者 の 人 口 と施 設 で,社 会 が現 在 必要 と して い る サ ー ビ スを量 的 に

も質 的 に もす べ て与 え られ る と思 わ れ る。

、

3.4.1有 線 医 療 社 会 で処 理 す べ き 医療 問題

需 要 と供給 の 不 均 衡 合 衆 国 で の,1974年 度 の1,110億 ドル の経 費 に もか'かわ らず,急 速 な

需要 の増 加 の た め もあ って,質,量 共 に 最適 な満 足 は得 られ な い で あ ろ う。 最 近 の 法 令 と社 会 的変 化

で,す べ て の ア メ リカ 人が 高度 な治 療 や 医療 を受 け られ るよ うに な ってい る。 これは,長 期 にわた って

西 ヨ ー ロ ッパ の 諸 国 で 作 り上 げ られ て きた傾 向 に従 う もの で あ る。 また,各 個 人 が"要 求 す る"高 度

な医 療 の 量 が,検 査,新 薬,新 しい 器 具,新 しい技 術 で得 られ る事 が診 療 所 で 利 用 で き る こ と によ っ

て,毎 年 増 え て い る。1950年 度 の120億 か ら,1960年 度 の260億1970年 度 の670億,1974年

度 の1,110億 に 経 費 が 増 加 して い る こ とか ら明 らか な,医 療産 業 へ どん どん 金 を 注 入 して い く こ とで,

この 問題 は 部 分 的 には 解 決 され る。 サ ー ビス が供 給 され な けれ ば,利 用 で き る金 額 で購 入 で き るサ ー

ビス の質 以 下 に な る。130も の地 域 で,経 験 の あ る医 師 が い な い。5分 の2に 近 い 州 で,100 ,・OOO人

の患 者 に85～104人 の 医 師 が 居 る,7っ の 州 で は,100,000人 の 患 者 に 対 し85人 以 下 の 医 師

が居 り,12の 州 で は,100,000人 の 患者 に,105～104人 の医 師 が居 る。そ こで 合 衆 国 の 医 療 サ ー

ビス の絶 対 的 な 不 足 の た め に,医 師 と看 護 婦 の能 力 が,1対1の 関 係 で,1度 に1人 の 患 者 に 限 られ

て い る現 在 の シ ステ ム で は,広 い 地 域,険 阻 な場 所,交 通 の 渋 滞 箇 所 で は,医 療 を 行 うこ とが 困難 で

あ る。 合 衆 国 の厚 生,文 部省 で の 医療 サ ー ビス不 足 の研 究で は,医 療 サ ー ビスの粗 悪 な,1,330の

地 域 を 挙 げ て い る。 これ は,サ ー ビス の絶 対 量 の不 足 と,地 理 上 や 交 通 の 困 難 さ によ る。 これ らの 領

域 の う ち982が 地 域 全 体 で あ り,166が 他 の 市 街 地 と セ ンサ ス地域 で あ り,185 .が重 複 した セ ンサ ス

地帯 で あ る。
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医療供給の分配,分 散,質 教育機関と大学の病院では,都 市の集中している所 以外の病院で

は一 般 に見 られ な く,個 々'の医 師 の診 療所 で は 直 ぐに は利 用 で き な い利 点 が あ る と一般 に 受 け取 られ

て い る。 主 要 な 教 育 医療 セ ンター か ら離 れ た人 々に サ ー ビ スす る医 師 や 小 規 模 な 病院 の 主 な 問 題 の1

つ に,緊 急 に,完 全 で容 易 に専 門 家 や,・専 門家 の補 助員 に そ の診 断 装 置 と伴 に相 談 す る こ とが で き な

い こ とが あ る。 電 話 で 直 ち に応 答 で き て も,音 声 の 通 信 の制 限 が あ る。 この コ ンサ ル タ ン トは,要 求

す る医 師 と医 療 補 助 員 の 医学 上 の 検 査 と検 出の 標準 化 され た 言葉 上 の考 察 に依 存 して い る。 自分 自 身

で は 患者 を 検 査 で きず,入 力 デ ー タは,不 慣 れ な 装 置 や要 因 か ら導 か れ るの で,決 定 的 な 忠 告,指 令,

決 定 を与 え る に は気 が 進 ま ない こ とに な る。 音 声 様 式 の み で は,専rl『 家 の コ ンサ ル テ ー シ ョ ンは誤 解

され 易 く,し ば しば 不 充 分 な 時 間 で,署 名 の あ るハ ー ド・コ ピー の責 任 と詳 細 を 欠 い て い る。 特 に重

要 な事 は,外 科 の コ ンサ ル テ ー シ ョ ンに重 要 な図 形 情 報 を欠 い て い る こ とで あ る 。

配 分 構造 の 背 景 一 医 療 産 業 の分 析 的 側 面 現 在 の 医療 産 業 の構 造 は,部 分 的 には 医学 上 の

進 歩 と無 計 画 で 無 政 府 的 な歴 史 展開 の結 果 で あ る。 基 本 的 な操 作 単 位 は,治 療者 と 患 者 で あ る。 治療

者 は普 通 パ 医 師,医 師 の代 理 人,看 護 婦,技 術 者,そ の 他 同類 の 人 々で あ る。 この 関 係 は,聖 職 者 で

あ る治 療 者 か ら指 導 的 な医 師 と床 屋 医 師 の 混 合 の 時 期 を通 って,現 在 の 医 師 と補 助 者 達 の 大 規 模 な構

造 に至 るま で 何 の変 化 も起 っ て い な い。

も う1つ の 基 本 的 な操 作 単 位 で あ る病 院 も,無 計 画 に進 展 して きた 。・貧 困者 や軍 人 一家 族 で の保 護

を 受 け られ な い 人 達 の 保 護 の ため の 収 容 所 や 宿 泊 所 と して始 め られ た 避難 所 が,治 療 を提 供 し始 め

た 。 患者 を1.つ の セ ンタ ー に集 め る こ とが,医 師 の 人 力 や 社会 的 効 力 に関 して次 第 に便 利 に な って き

た 。 診 断 所,・X線 研 究 所,手 術 室,分 娩 室 の 医 療 技 術 が,」次 第 に 巨大 に,高 価 に な るに つ れ,こ れ ら

の 施 設 は,フ デー マ ・シ ェル ター(farmershelter)に 集 中 され,病 人 や 不 治 の病 いの 人 の た め の ホ テ

'ルの 機 能 か ら
,診 断 と治 療 施 設 の集 合 体 に変 って来 て い る。 しか し,厄 介 な ホ テ ルの 運 営 が残 って お

り,『今 日で は 最 も高 価 で,わ ず らわ しく,咽 雑 な現 代 の 病 院 の)一 ス ・セ ンタ ーの1つ で あ る。

多 くの 専 門 家 が.患 者 が,こ の よ うに非 常 に高 価 な病 院 の ホ テ ル部 門 で な く家 庭 で 処 置 で き ると,

費 用が 急 激 に安 くな る こ どを 指 摘 して き た。

19世 紀 に'は,病 院 は,医 療 上 の 考 え を 交 換 す る場 所 と しての 役 割 を 果 して お り,そ の 後,公 式 の

.教育 機 関 に な った。1940年 のFlexnerレ ポ ー トに よ って,合 衆 国 の 教 育 活 動 は50以 下 の 大学 病 院 と

ほ ぼ 同数 の学 位 許 可 機 能 を 持 た ない 教 育 セ ンタ ー に次 第 に集 中 され て きた。 今 日で は,約110存 在 し

て い る。 残 りの7千 の アメ リカの 病 院 で は,小 規 模 な 自 己教 育 プ ロ グ ラムを持 ち,他 の研 究機 関 と の

接触 が欠 け て お り,'早 期 に 医 学 知 識 を 得 られ な い 欠 陥 の た め,か な り偏狭 に な って しま って い る こ と

が多 い。

z今 日の 医療 衛生 産 業 は
,合 衆 国 で 第3の 最 大 規 模 な集 合 的 産 業 と な って い る。1950年 に は,合 衆

国 の 医療 産 業 は,121億 ドル で,合 衆 国 の 国 民総 生 産 の4.6%が 医 療 に 消 費 され てい る。1955年 に

は,こ れ は約60億 ドル 増 加 し4.7%に 増 加 してい る。1960年 には,ア メ リカの 衛 生 関 係 費 は,さ ら

に85億 ドル 増 加 し,GNPの5."3%に 増 え て い る。5年 後 には,125億 ドル増 加 して い る。1974年

に は,さ ら に720億 ドル増 え て い る。
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この成 長 の約19%が 人 〔]増の 結果 で あ る。31%が,新 たな薬 学 ,腎 臓 透 析,移 植,外 科 の 進 歩 を

含 む技 術 サ ー ビスの 増 加 に よ る。 残 りの50%が,衛 生 市場 環境 で の需 要 と供 給 の 間 の不 平等 を 表 じて

い る。

その 産 業構 造 は良 く知 られーてい な い。 医 師,患 者,病 院 が,そ の1角 を 占 め て い る。 明 日で な い も

の に,器 具 の大 量 の供 給 者,銀 行 や金 融 機 関 等,病 院 の契 約 操 作 の 管理 や貸 し出 しを 行 う サー ビス機

関 が あ る。 正 当 な共 同 団 体 も,医 療 専 門 家 と して 医 療 で 活 動 的で あ る。食 料,リ ンネ ン,ク リーニ ン

グ,そ の他 の ホ テ ル運 営 の 他 の 側 面 の 供 給 者 は,一 部 の 集合 的 産 業 で あ る。 病 院 や医 師 の 土地 を得 た

実 際 の 不動 産 産 業 はド か な りの 金 融 上,政 治 上 の 影 響 を 与 え る。 こ こで,医 療 労 働 力 が この産 業 で 同

様 に 巨大 で あ り,そ れ は 集約 的 な労 働 だ け で な く真 の 意味 で手 作業 で あ る。 医 療 に,370万 人 を越 え

る 人 々,す な わ ち合衆 国労 働 者 の約20人 に1人 が病 気 を直 す た め に使 わ れ て い る。 なぜ な らば,我

々は,現 時 点 で は,手 工業 の段 階 に あ る。 ,

⇒

,

3.4.2生 産 性 を 増 加 す る試 み と手 工 業

医 療 の現 状 分 析 で,か な りの倍 数 で 急 速 に 増 加 す るサ ー ビス の供 給 に お け る基 本 的 な 困 難 さを指 摘

して い る。 合 衆 国 で は,33万5千 人 を 越 え る医 師 が お り,そ の 約278
,000人 が 毎 日直接 患者 の治 療

を行 って い る。 一般 開 業医 と専 門 医 の 双 方 が,各 個 人 の患 者 と1対1で 面 接 す る 関 係 に/週 間 に平 均

46時 間 費 や して い る。・ 医 師 達 は,自 分 自身 の デ ー タ を集 め,自 分 自身 の決 定 を 行 い ,±自分自 身

の 手 で処 置 す る。

医 療 サ ー ビスの 供 給 を 増 す 非 工 学 的 方式

1840年 に始 ま り,現 在 の衛 生 保 全 計 画 に至 る医 療 サー ビスの供 給 を 増 加 しよ うとす る努 力 で は,

医療 産 業 内で の 医 療 管 理 の 技術 をジ 手 法 と器 機 を 節 約 して 利用 可 能 な人力 を有 効 に 使 っ て根 本 的 に 変

え る べ きで あ る とい う 目立 った示 唆 を 行 った 人 は 誰 もい な い。

購 売力 の増 加 政 府 補 助 の医 療 サ ー ビスr第3者 の保 険 補 助,政 府 に よ る サ ー1ビズの 増 加 に よ

って,西 ヨー ロ ッパ の 国 々は,自 分 自身 で は 良質 の 医療 サ ー ビスを受 け.られ な い一 部 の 人 達 に,医 療

サ ー ビス を増 して きて い る。 合 衆 国 で は,こ の よ うな努 力 を 急 い で取 りあ げ て い る が,す で に 大量 の

供 給 不足 に苦 しん で い る産 業 に これ 以 上 の金 を注 ぎこみ,購 売力 を与 え る処 置 は,基 本 的 に 役 に立 た

ず,イ ンフ レ的 な 調 節 で あ る。

人 力 を 増 す'医 師 の供 給 を増 す た めに,大 部 分 の 努力 を さ い て きた
。 これ は 特 に合 衆 国 にお い

て そ うで あ り,医 学 校 は,連 邦 政 府 の財 政 面 で の補 助 や,入 学 を 増 す よ う"説 得"す る過 程 で て こ入

れ して きた 。1970'年 には,100,000人 の ア メ リカ人 に対 し1960年 の140人 ,1950年 の134人 に較

らべ158人 の 医 師 が い た。 患者 の 偏 在 に よ って,こ の 供 給 の 増加 に も偏 差 が あ る
。'

労 力 の分 割 一 医療 補 助 員 医 学 で は,技 術 の 劣 る者 が技 術 を あ ま り必 要 と しな い仕 事 を 行

う とい う論 理 的 ハ イ ア ラキ ー が必 要 で あ る。合 衆 国 で は,診 断 や 治 療 の作 業 の う ち の い くつ かを 新 た

な医 療 の 準 専 門 員 の ク ラス に委 任 して,患 者 当 りの 医師 の 労 働負 荷を 少 な く しよ う とす る動 きが あ る
。

この 動 きで・ まだ 医 鮒 一 ビスの 供 給 に 目立 ・た増 力日は 生 じて い な 蹴 基 本 的 に は研 鍛 階 の調
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で あ る。

医 師 の再 配 分 す で に指 摘 した よ うに,医 師 は,ア メ リカの 都 市 部,ニ ュー ヨー 久 ニ ュー ジ

ャー ジ,ペ ンシル バ ニ アの 中 部 ア トラ ンテ ック州 に集 中 してい る。 合 衆 国 の 人 口 セ ンター を な してい

る標 準 都 市 統 計 地 域 に,定 住 人 口の75%,医 師 の85%,病 院 ベ ッ ドの74%を 越 え る もの が 含 まれ て

い る。Duva1等 が,医 師 の 地 理 的 再 配 分 を うなが す誘 因 を与 え る よ う説 い て い る。 ア メ リカ議会 が新

た に国家 医療 サ ー ビ ス ・コ アを 構 成 し,地 方 の領 域 に連 邦 政 府 が給 付 して 医 師 を置 くよ う提 言 して い

る。

生 産 性 の 増 加 ア メ リカの病 院 の 生産 性 を 増加 しよ うとす る努 力 は,患 者 が病 院 に在 る期 間 を

短縮 す る た め の,病 院 内 の 患 者 の治 療 の 指導 の 標 準 と効 用 の再 検 討 を 中心 と して きた 。 これ は,医 療

人 力 自体 の生 産性 に は 影響 を与 え な い が,第3者 や 政 府 の 医療 の費 用 を減 少 す る こ と に な る。 ア メ リ

カ病 院協 会 と臨 時 の 病 院 団 体 は,計 算 機 化 さ れ た金 融 の 取 り扱 い と計算 機 イヒされ た 規定 食 の管 理 の 分

野 で,個 々の 病 院 内の 管 理 技 術 を 向 上 す る こと を提 言 して い る が,こ れ は 病 院 の 作 業 を 能 率良 く して

い る。 合 衆 国 全 体 に渡 り,少 な く と も部 分 的 に は 高度 な経 営 科 学 技 術 の 現 実 と神 話 に 基 づ い て いた 会

社 の コ ング ロマ リ・ソ ト主義 の 波 の 間 に,多 数 の 病 院 を 個 人 の所 有 と管 理 の下 に置 く試 み が あ った。 た

.と え うま くい って も,こ の よ う・な測 定 は,患 者 に 対 す る診 断 と治 療 の要 素 と して 作 動 す る医 療 サ ー

ビスの供 給 の生 産 性 を 増 加 す る に は至 らな いの で,そ の 効果 に は制 限 が あ る。

HarvardLawRevieuの 画 期 的 な記 事 で,主 要 な再 構 成 の 変 化 が まず,医 療 産 業 の生 産 性 を増 す

こ と にな る と指 摘 してい る こ とを最 後 に 見 よ う。 提 言 され て い る こ とは,単 一 の わ く内 で,単 一 の経

営 構 造 内で,手 作 業 を再 構 成 す る こ とで あ る。

前 納(pre-・paid)グ ル ー プ の試 み は,た とえ,こ れ が まだ 重大 な 程 度 ま で起 きて い な い にせ よ,時

間 の 節 約 の 技 術 上 の 進 展 の 導.入に優 れ た 構 成上 の基 底 を 与 え てい る。

'

3.4.3'・ 医 療 配 分 の 生 産 性 を増 す生 物 工 学 的方 式 一 計 算 機 と通 信

医療 の重 大 な時 期 医 療 と衛 生 産 業 がそ の 歴 史 で 重 大 な点 に到 達 して い ると い う こと が私 達 の

前 提 で あ る。 そ れ は,患 者 の治 療 の た め の 人力 の節 約 の ため に 器具 を 導入 し,既 存 の労 働力 の能 力を

倍 化 す るこ とで 得 られ る生 産 性 の 増 大 で特 徴付 け られ る。 技 術 の変 化 で,伝 統 的 な 医 療 の 実際 が,他

の人 々が 示 唆 してい る程 の 変 動 が 起 る とは 思 わ れ な い の は不 思 議 で あ る。 古典 的 な"技 術 社会"で,

J。,q。,Ell。1は,科 学 を基 礎.とす る産 業 は す べ て・ 劇 の 劔 紀 が よ 順 い製 品 を 生 み 出す よ 順 い

技 術 を進 め よ うとす る 個 々の 技 術 家 で 特 徴 付 け られ る こ とを 示 唆 して い る。 製 品 の 質 が 最 高 の値 に ま

で 増 す と,生 産 の過 程 が 手 作 業 で あ る た め,人 口 の大 部分 を 拒 む こ とに な る。 繊維 産 業 や 国 際通1言産

業 の いず れ力)を例 に 見 る と,そ れ ぞ れ,生 産 とサ ー ビスの 分 野 で こ の展 開 を た ど って きた こ とが 明 白

で あ る。 市 場 の 需 要 の 圧力 が 充 分 成 長 して しま う と,科 学 に基 づ く産 業 は,労 働 節 約 の器 具 が 導 入 さ

れ る歴 史 的 な危 期 を通 る こ と に な る。 著 し く増 加 し,費 用 が減 少 す る。 これ が,医 療 の現 在 あ る と こ

ろで あ る。 面 白 い こ と に,必 要 な器 具 を 供給 す る こと が,医 療 産 業 に提 供 で き る最 も変 化 の少 な い計

画 で あ る。,
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時 間 を 節 約 し,人 力 を倍 加 す る こ とで 生 産性 を増 す工 学 の 役割 は,医 療 に対 す る他 の もの の 寄 与 に

較 らべ る と まだ 少 な い 。 多分 最 も意 義 の あ る もの は,心 電 図 や,救 急 の 所 か ら無 線 や 有 線 で 心 電 図

の 緊 急 な 遠 隔 測 定 の 計算 機 に よ る解 釈 で あ る。 さ らに,心 臓 病 の コ ンサル テ ー シ ョ ン ・サ ー ビスで,』

心 臓 病 の コ ンサ ル タ ン トと の電 話 で の 通 信 とEKGの 計 算機 に よ る解釈 を 含 む もの が,い くつ か の 都

市 部 で の び て き て い る。

計 算 機 に か け'られ る レコー ドの 保 持 にお け るか な りの進 展 が, ,ス トックホ ル ム市 で 最 初 に 行 わ れ た。

ス トックホ ル ムの 人 達 は,誕 生 日,居 住 地 同一 誕 生 日内 で の誕 生 順序 か らな る計算 機 の識 別 番 号 が

割 当 て られ て お り,完 全 な医 療 上 の 記 録 を持 って い る。 ま た,そ れ は,自 覚 す るか しな い か に か か わ

らず,病 院 に 行 く時 は,医 師 の た め に特 定 の 人 に よ って検 索 さ れ る。類 似 した シ ス テ ムが,広 大 なP--

apagoReservationの ア リゾ ナ の 南 の砂 ば くで,ア リゾ ナ大 学 の 監 視 の下 で 使わ れ て い る。多 分患 者

に 関 す る医 療 知 識 の 増 加 と生 産性 の両 方 を増 す こ と に寄 与 す る最 も広 く使 わ れ て い る計算 機 通 信 の 使

用 は;マ ル チ ・フ ェー ズ ・ス ク リー ニ ング の使 用 で あ ろ う。 こ の よ うな シス テ ム で は,患 者 は,集 中

さ れ た病 院 に行 き,そ こで は,医 療 補 助 の技 術 者,計 算 機,-血 液 や 尿 の サ ンプ ルの 自動 的解 析 が,速

い 多 重パ ラメ ー タ検 査 で 行 わ れ る こ と を 含 む 自動 化 され た 器 具 の 組 み合 せ があ る。 ち.・

今 で は,地 理 的 障 害,距 離 と時 間 を 克 服 し,医 療 の生 産 性 を 大 き く増す た めに,医 療 の 遠 隔 測 定,

他 の 通 信 ネ ッ トワー 久 移 送 に よ っ てパ 真の 意 味 で,医 療 社会 を"結 びつ け る"こ とが 残 っ て い る。

3.4.4有 線 医 療 社 会 の構 成 要 素 と そ の設 計

有 線 社 会 や有 線 都 市 の 概 念 とは,既 に存 在 して お り,ま た開 発 され る につ れ高 次 の 通 信 ネ ッ小 ワ ー

クで 補 足 され る通 信 資 源 の 巨 大 な供 給 源 を,各 商 業 上 の 事 務,自 治 機 構,家 庭 が ア グ セス で き るよ う

にす る もの で あ る と・,Alden,Goldmark等 が述 べ て い る。 有 線 社 会 の特殊 化 され た.部分 ネ ッ トワニ ク

に は,特 殊 化 され た 端 末 や 管 理 が 必 要 な こ とは 明 らか で あ る。 衛生 と医療 は,衛 生 産 業 に対 す る主 な

不 満 が,そ の 断片 的 で 重 複 して い る こ とに あ るこ とか ら,社 会 に お ・け る有 線 化の 理 想 的 な対 象 で あ る。

ら

●
.

1966年 以 来,私 達 の グル ー プは,医 療 補 助(パ ラメ デ ィ カ ル)の 人 々に よ って ど こ に で も運 ぶ こ と

がで き,主 任 医 師 が 自分 の 診療 所 で 遠 くか ら患 者 を 検 査 で き る よ う な携 帯 用 のパ ッケ ー ジ化 され た 電

子 検 査器 機 の 開 発 を,い くつか の所 で行 って きた 。 医 師 の 検 査 の 基 本的 な要 素 は,病 歴 と して 知 られ

る,試 験 済 み の検 査 され た 言 葉 で の 質 問(実 際 に は分 岐論 理 シ ス テ ム)と 全 身 の 医 師 に よ る検 査 で あ

る。 私 達 は,医 師 の 検 査 と等 価 な もの を 与え,普 通 の 型 で の電 話 め 話が で き るよ うな 携 帯 用 遠 隔 測 定

可 能 な電 子 シス テ ムを 開 発 しよ う と した。 私 達 は,医 療 補 助 の人 に よ って 患 者 の 側 の 家や ハ イ ウ 土一

に 置 くこ とが で き,病 歴 や 医 学 上 の デ ー タを通 信 ネ ッ'トワー クに 入 力 で き るよ うな シ ス テムを 得 て い

る。 本 会 議 の別 の論 文 で 詳 細 に述 べ られ る この 手段 に よ って,個 々 の医 師 の生 産 性 を 高 め る こ とが で

き る。 自分 の 患 者 を 診 療 所 で 見 られ る他 に,何 人 か の医 療 補 助 の 人 達 が,医 師 を呼 び 出 し,緊 急 の 呼

び 出 しを行 え るか らで あ る。 この よ う に して,自 分 の各 患 者 を遠 くで 検査 し,医 療 補 助 の人 が,ま た

は 他 の 方法 で処 理 す る よ う指 示 で きる。 医 師 は ・ 自分 の 患 者 を ス イ ッチ ング ・ネ ッ トワー クで病 院
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と 自分 で選 ん だ コ ンザル タ ン'トと結 ん で種 々な 特 殊 な コ ンサル テ ー シ ョンが で きよ う。

患 者 が そ の 地 域 内 の どの 医 師 の検 査 も受 け る こ とを 可 能 にす るた め に,地 域 の 医 療 設 備 は,計 算 機

通 信 を使 って 有 線 社 会 に ネ ッ トワー ク化 で き る。

物 理 的 に『困 難 な箇 所 を 含 む広 い領 域 に散 在 して い る人 達 に サ ー ビスす る この よ うな医 療 ネ ッ トワー

ク には,他 に次 の よ うな本質 的 な 面 を 持 っ てい る 。

少 な ぐ と も1つ の大 規 模 な,す べ て の病 気 を 診 断 し治 療 で き るす べ て の サ ーゼ ス を持 った 医療 セ ン

'ター
。

す べ ての 専 門 医 を含 む コ ンサ ル タ ン ト ・グル ー プ。

人 口統 計 に従 って 置 か れ る小 規 模 な 中 間 サ ー ビス機 構,地 方 の病 院,共 同 の 医 師 診 療 所,そ の他 の

医 療 施 設 の群 。レ

電 子 検査 装 置 や 受 信 シ ステ ムを操 作 ず る よ うに仕 立 て られ て い るネ ッ トワー クの 要 素 で あ る公 共 機

関 に勤 め;療 法 の指 令 に 関 す る言 葉 や 図 の 情 報 を受 け取 り,監 督 の 医 師 の不 断 の 遠 隔 測 定 に'よる監 視

の 下 で'そ の 療 法 を 行 うよ う配 置 され る医 療 補 助 の人 の 集 団 。'・ 、

上 記 と同 じ医 療 補 助 を 行 え る人 か,ま た は他 の集 団 を 構 成 す る訓練 され た救 助 と移 送 の専 門 の人 々

の グル ニ プ。 医 師 や 医療 補 助 の 人 々の よ うに,患 者 の セ ンサや 病 歴 の 型 か らの ハ ー ド ・デ ジ タル/ア

ナロ グ ・デ ー タの 内容 か ら患 者 の 状 態 を 評 価 で き るよ うに訓 練 され て いな.けれ ば な らな い。

移送車に声による通信と携帯用医療遠隔測定のパ ックが備えられているような経済的な陸上と空で

の移 送 シス テ ム。 この よ うな移 送 シ ス テ ム に は,移 送 車 が最 適 に展 開 ざれ る よ.うに す る ため の 充 分 な

移 送 管理 とネ ッ トワー クの適 当 な計 画 が 必 要 で あ る。 層 ・、

携 帯 用 無 線 電 話 シ ス デ ムで 結合 され,全 地 域 を 覆 って い る効果 的 で共 用 の商 用 電 話 シ ステ ム。

上 記 の よ う な携 帯 可 能 で,患 者の デ ー タを ネ ッ トワ ー クの す べ て の ノー ドで利 用 で き るよ うに す る

遠 隔 測 定 シス テ ム。

図 書 の雑 誌 や 本 の ペ ー ジやX線 像 を 伝 送 で き る フ ァ クシ ミル ・シ ス テ ム。

医 師,コ ンサ ル タ ン ト,医 療 補 助 者,救 助 チ ー ム 間 で黒 板 での 議 論 を 行 え る よ う にす る携 帯 用 対 話

型 グ ラフ ィワ ス'。 ・,.

ネ ッ トワー クの 基 本 ライ ンに結 び付 け られ てい る計 算 機 シ ステ ム で,特 に,ネ ッ トワー クの必 要 な

ス イ ッチ ン グを 行 い,シ ステ ム の部 分 機 構 の セ ンサ スの 更 新,患 者 の移 送 に先 立 って,他 の機 構 の 表

の作 成 を 行 い,ネ ッ トワー クを 通 して の 患 者 か ら遠 隔 測 定 で 取 られ るデ ー タ の磁 気 テ ー プ ・ レコー ド

を 含 む ネ ッ トワ ー クの レゴー ド保 持 を 扱 い,医 療 の履 歴 の 検 索 を 与 え・ そ の情 報 か ら価 格 と請求 書 の

作 成 の た め の 情 報 を 導 き,そ の 地域 の 契 約 患 者 の履 歴 を保 持 す る。 当 然,そ の シ ステ ムの 定 期 的 な金

融 上 の 管 理 を 扱 う。

自動 的 血 液 や他 の検 体 の 試験 所 で,集 中化 また は統 合 され た部 分 的 箇 所 か ら成 っ て お り,シ ステ ム

の 患 者 か らの 検 体 が迅 速 に 中央 の 自動 解 析 所 に,そ こで は 行 え ない 検 査 の た め に送 る こと が で き る。

実 際 に,多 くの定 ま った血 液 検 査 が,携 帯 用 装 置 で,冷 凍 乾燥 の試 薬 を使 用 して行 った り,他 の シ ス

テ ム で行 え る。
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必 要 なプ ロ グ ラ ミ ング,'ネ ッ トワー ク化,有 線 医 療 社会 の要 素 を 除 く と,医 師 の診 療 所,病 院,救

急 サ ー ビス,商 業電 話線 は,す で に す べ て の ア メ リカの州 また は 州 の 部 分単 位 に存 在 して い る。 こ の

概 念 が,ICCCに1972年 に提 示 され た 時,医 療 補 助員 の 集団 が 本 質 的 な概 念 と な った。 今 で は,彼

等 は程 ん ど の州 に存 在 して お り,ア リゾ ナ地 域 で 増 加 して い る。 さ らに,イ ンタ ー ア ク テ ィブ ・ケ ー

ブルTVが 開 発 中 で あ り,医 療 広 帯 域 通 信 が 現 実 の もの とな ってい る。 そ れ が現 実 に な る と,患 者 の

家 庭 が,テ レ ビ ジ ョ ン ・レシー バ と押 しボ タ ン電 話 を 使 って この シ ス テ ムに接 続 され る。

3.4.5シ ス テ ム の 操 作

有 線 医 療 社 会 が 効果 的 で あ る た め に は,各 施 設 で あ る ノー ドが"主 一従"の 患 者 移 送 の メ カ テ ズ ム

を 最 適 にサ ー ビス す るよ うな,真 の意 味 で の ネ ッ トワー ク で な けれ ば な らな いご こ の社 会 の機 能 に 次

の ものが 含 まれ る 。

す べて の 必要 とす る医 師 と患 者 に,多 く専 門 に わ た る職 員 と,科 学研 究 の設 備 から コ ンサ ル テ ー シ

ョ ンを 与 え る。

通信を醸 してし'る家庭剛 域に送 り,医 輔 助者をその社会のあらゆる鵬 の病気や織 をして

い る患 者 の 治療 に 当 らせ る機 能 。

ネ ッ トワー クの働 き で保 持 さ、れ る家 庭 や最 も近 い地 方 の病 院 で の 患 者 の診 断 と処 置。

秘 要 な 時 は!鰭 を も ・ と もよ く診 断 し処 置 で きる近 くの 病 院 に・ 殊 的 に送 るge・

中 央 の計 算 機 が指 示 す る近 くの 施 設 で,十 分 で塞 が っ て い ない その 時 点 で の職 員,ベ ッ ト,設 備 を

も って い る と ころ に,患 者 を 移 す こ と。 ・:1

そ の地 域 の ど こで も,患 者 の 病 歴 の検 索 が利 用 で きる こ と。

医 療 図書 情 報,薬 の 作 用 の情 報,毒 の 診 断 と処 置 の 情 報,管 理 デ ー タ,他 の必 要 な参 照 情 報 の用 意

が あ る こ と。

シス テ ムの 患 者 の 少 なか らぬ 部 分 に 基 づ!iた 症 状 と説 明(D継 続 した教 育 の用 意 が あ る こ と。

.症 状 の 発 見 と その システ ムを 通 し ての 予 防 と特 殊 な デー タの 通信 に よ.る症 状 の 発 見 の研 究 で の,予

防 医 学 を 盛 ん にす る こ と。

、

⑨

3.4.6シ ス テ ム の受 け入 れ'、

総 合 的 な 知 識 を もつ 医者 や管 理 者 の 受 け入 れ が 適 切 で あ る。 主 な む ず か しさは,小 規 模 な箇 所 か ら

大規 模 な 箇所 へ威 信 制 御 教 育 の 機 会 を わ た す 必 要 が あ る こ とで あ る。 小 規 模 な と こ ろ で は,そ の

ネ ッ トワー クの大 規 模 な と こ ろ に,経 済 的 に 寄生 す る まで 機能 や収 入 が減 る こ とは 避 けが た い 。ふ つ

うは,ネ ッ トワ ー クに は,唯 一 つ の 大 きい と こ ろが あ る。 更 に,も っと も残 念 な ζ二とは,前 以 て選 択

や検 査 な しに,全 サー ビス装 置 に患 者 を 移 送,時 には"ダ ン ピ ン グ"す る こ とで あ る。 なぜ な ら,遠

くに い る患 者 を 検 査 した り決 定 を 下 す こ とは 不可 能 で あ る か ら。 真 の 意 味 で 総合 化 され た ネ
.ットワー

クで,基 本 的 に人 機 械.こ こで あ げ た 人 々か ら成 る もの の利 点 の1つ に,小 規 模 な 病 院 の 職 員 の モ

ラル や教 育 を 増 や す こ とや,イ ン タ ー ア ク テ ィ ブ ・モ ー ドで患 者 の 症 例 を議 論 す る こ とに よ って 得 ら
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れ る診断 や 治 療 の 能 力 を 高 め る こ とが あ る。 もち ろん,大 規 模 な 病 院 で は,管 理 の た め に独 得 に構成

され る症例 の 入 力 で,ま た通 信 手段 で伝 達領 域 を通 し て教 育 を 簡 単 にす る こと によ って 達成 す る。 有

線 医 療 社 会 を 構 成 す る大 きな利 点 の一 部 に,偏 狭 さが 避 け られ る こ と が あ る。 通 信 線 が 陸地 に広 が っ

てお り,衛 星 で海 を こ え て お り,コ ンサ ル テー シ ョ ンが世 界 の す べ て の場 所 の 専 門 家 の 間 で,も つ こ

とが で き,専 門 家 は 世 界 の ど こに い る患者 で も検 査 で き る か らで あ る。

3.4.7合 衆 国 の 西 南 部 にお け る実 現 開 始

も っと も ら し く可 能 で あ って も,そ の よ うな概 念 に対 して,開 始 され 実 行 され てい る シ ステ ム につ

い て語 る こ とが で き る こ とは,常 に楽 しい こと で あ る。

すで に 述 べ た よ う に,ス トック ホル ムで運 営 され てい る も の に類 似 した 計 算 機 か ら病歴 を検 索 す る

シ ス テ ム がア リゾ ナ大 学 の 家 庭 と社 会 の 医学 の部 門 と,イ ンデ ィア ン ・ヘ ル ス サ ー ビスに よ って運 営

され てお ・り,現 在PapagoReservationで 使 用 可 能 で あ る。 移 動 で き る看 護 婦 や,MDが キ ー ボ ー ドや

聴 覚 カ ップ ラ ー で,hogan内 の 患 者 の 病 歴 を 検索 で き る。 これ は非 常 に有 効 で あ る。 なぜ な らば,公

衆 衛 生 の 看 護 婦 や イ ンデ ィア ン ・ヘル スの 医 師 は,市 部 が 遠 くは な れ,移 動 可 能 な電 話 を除 い て どん

な通 信 も使 え な いhoganで の 患 者 を 訪 れ る こ とが 多 いか らで あ る。 言語 と医 療 文 化 の 隔 た りに よ って,

病 歴 を 得 る こ と が事 実上 不 可 能 で あ り,患 者 の ア レル ギ ー反 応 や 既 往 症 な ど を知 っ て,正 しい 治療 を

お こ な う こ と が不 可 能 で ある 。 この シ ステ ムで は,テ レ フ ァ ック ス ・ リポ ー トを 使 用 して お り,医 者

は,家 庭hogan,砂 漠 地 帯 に わ た る小 規 模 な ク リニ カ!レ ・ス テ ー シ ョンに か か わ らず,個 人 の病 歴

を検 索 で き る。

'』 ア リゾ ナ 医科 大 学 の創 立 間 も な い外 科 部 門 で は
,要 求 に応 じた最 高 の給 料 で経 験 の あ るよ く訓 練 さ

れ た専 門家 の グ ル ー プが い る。 これ らの 外 科 医 は,医 師 と して の 責任 を 認識 し特 に州 立 大 学 の一 員 と

して責 任 を 自覚 して,患 者 を 助 け,か れ らを訪 ね る州 全体 の外 科 医 を 援 助 す る。 しか し,巨 大 な砂 漠

と深 い渓 谷 と 山岳 地 帯 の 障 害(Nasaが 月 探 険 の 訓練 に 使用 した ほ どの)で,こ の外 科 部 門 とそ の地 方

の多 くの医 科 大学 とが 切 りは な され て お り,ま た,広 い保 留 地 の イ ンデ ィア ン ・ヘ ル ス サー ビスの 広

範 囲 にわ た る職 員 か ら分 離 され て い る。

1974年8月 に,こ の 外 科 部 門 で は,安 く融 通 性 に 富 む シ ス テ ムを 得,そ こで は そ の外 科 医 が 遠 くは

な れ た患 者 を 検査 で き,そ の 検 査 の ハ ー ド ・コ ピイ ・デ ー タを レ コー ドに 入 れ,モ ニター ・リングモ ー

ドで,遠 くの 患 者 を 監視 しつづ け るこ と が で き,音 声,"小 黒 板",図 書 か らの フ ァ ク ト・ ドキ ュ メ

ンテーシ ョン ・サー ビス に よ って,忠 告 を返 し参 照 で き る。

この コ ンサ ル テ三 シ ョ ン ・シ ステ ム の 入力 ルー プは,伝 統 的 な病 歴 ど 医 師 の検 査 に関 す る デ ー タ

を 作 り出 す簡 単 な 携 帯 用 電 子 装 置 で生 成 され る もの で あ る。 中 心 的 な装 置 は,30ポ ン ドの携 帯 用 パ ッ

ケー ジで,自 家 発 電 の 小 型 の ス ー ツ ケ ー ス の 大 きさで ある 。 地 方 の 医 師 や医 療 補 助 員 は,ス プ リング ・

ク リップホ ル ダ ーで,一 群 の小 型 の セ ンサ ーを,患 者 の 体 に あ て る。 セ ンサー は,全 く害 を与 えず 適

用 に2分 足 らず しか か か らず,相 対 的 に ほ とん ど技 術 を 要 しな い。 こ の 器具 の 操 作 には,電 力 ス イ ッ

チ の 作 動 と,回 転 ス イ ッチ を使 って,通 例 のパ ラ メー タ ーの 一 連 の選 択 の み を必 要 とす る。脈 は く,
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血 圧,呼 吸 数,呼 吸 時 の 胸 部 の パ ター ン,心 電 図,単 一 レベ ルの 電 子 脳 写 図,心 音 図 で,更 に い くつ

か の"医 療 セ ン ター"レ ベ ル の デ ー タ と共 に,医 師 の検 査 の 基 本 的 な 要素 が与 え られ る。地 方 の と こ

ろの デ ー タは,標 準 的 な 心 電 図 の ミ リメー ター紙 テ ー プ に作 られ る。 血 圧 と体 温 は,計 数 で表 わ され,

通 常 の ア ナ ロ グ形 式 で,ハ ー ドコ ピイ様 式 で,同 じテー プ上 に連 続 的 に プ リ ン トされ る。 この信 号 は,

回 路 を 通 り聴 覚 カ ッ プ ラー シ ス テ ムに 流 れ,適 当 な 同調 の の ちに,(平 列 か ら直 列 に)普 通 の ハ ンド・

セ ッ トで,商 用 電 話 ネ ッ トワー クを 通 して,大 学 の外 科 部門 に お く られ る。

コ ンサ ル タ ン トの 電 話 の ハ ン ド ・セ ッ トは類 似 の デ ス ク ・ トップ受 信 シ ステ ム に適 用 され,ハ ー ド・

コ ピイの 医 師 の検 査 が,検 査 と記 録 の ため に リアル タイ ム で受 け取 られ る。 こ の シ ステ ムに よ って,

コ ンサ ル トを行 な う医 者 が,患 者 か ら音 声 で の会 話 で病 歴 を得 る こ とが で き,地 方 の 検査 を お こな っ

た 医 師 と対 話 を 行 な え る。 検 査 の どの 部 門 も,そ れ を認 め た と して も,そ の装 置 は,二 人 の検 査 者 に

よ る長 期間 の監 視 の た め の モニ ター 様 式 に ス イ ッチ で き る。 地 方 で は,パ ラメ ー ター の い くつ か,ま

た は す べ て を6時 間 モ ニ ター す る こ とが で き る2×3イ ンヂ の モ ニ タ ー ス コー プを も って い る。 小 黒

板 の ハ ー ド ・コ ピイX-Yプ ロ ッ タ ー によ って,要 求 して い る医 師 が 図形 の説 明 を 与 え る こと が で き

る。十 分考 え た あ との専 門 家 の グル ー プの 忠告 が,声,ド キ ュメ ン ト,イ ンタLア クティブ ・グ ラフィッ

ク で 与 え られ る 。 関 連 す る雑誌 の 参 照 や,教 科 書 の参 照 が,大 学 の 医療 図 書 の テ レフ ァ ッ クス;シ

ス テ ムか ら,地 方 の病 院 に あ るゼ ロ ック ス400携 帯 用 ボ ッ クス ・ レシー バー に伝送 され る。 音 声 上 の

コメ ン トを除 い て す べ て が紙 の ハ ー ド・コ ピイ の形 式 で,医 療 と法 律 上 の 目的 の 双方 を 満 たす た め に

利 用 で き る。 は っ き り した 図 形 的 説 明 が,コ ンサ ル テー シ ョンの も っと も大 切 な 部 分 で あ る こ とが わ

か って きた。

生 理 学 上 の信 号 は,調 整 され,商 用 の電 話 ネ ッ トワー クの 欠 陥 に割 りこ まれ る こ とが あ っ て も(こ

れ は 目立 って は い な い),誤 った情 報 は避 け られ る。

商 用 の 電 話 ネ ッ トワー クを 使 うと,高 価 で長 い建 設 期 間 が 必 要 な,特 別 な ア ンテ ナや 伝 送 シ ス テ ム

を使 わ な く と もす む 。伝 送 費 用 は,電 話 の呼 出 し費 用 で あ る。 外 科 の コ ンサ ル テ ー シ ョ ン ・シス テ ム

は,'1974年1月1日 に始 ま り,運 営 可 能 に な るま で に7ケ 月 要 した 。 シス テム の 原 形 の ハー ドウエアー

の 費 用 は,$25,000で あ った。 携 帯 可 能 な装 置 の設 置 時 間 は無 視 で き る。

、

,
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3.5デ ー タ ・ベ ー ス を と も な う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

Merten,H,SiemensAG,M亘chen,F.RofGermany

こ の 論 文 は,利 用 者 の デ ー タ ・ベ ー ス ・シ ステ ム と の コ ミュニ ケ ー シ ョンの た め の テ レ コ ミュ ニケ

ー シ ョンの必 要 条 件 を分 析 す る も の で あ る
。

こ れ らの必 要 条 件 は,デ ー タ ・ベ ー ス の2つ の ク ラス のユ ーザ ー に 対 して 与 え られ て い る 。

1つ の ク ラス は,デ ー タ ・ベ ー ス に 問合 せ を す る端 末 の ユ ー ザー で あ り(人 間/機 械 コ ミュ ニ ケ ー シ

ョン),他 の ク ラ スは,他 の コ ン ピュ ー タか らデ ー タ を要 求 す る コ ンピ ュー タで あ る(機 械/機 械 コ

ミュニ ケ ー シ ョ ン)。 必 要 条 件 は 、 次 の3つ の 応用 の範 疇 に 対 して,表 の 形 で 示 され て い る 。

「 運 用 シス テ ム 《operationalsystem)

7管 理 シス テ ム(managementsys槍m)

一 情 報検 索 シ ス テ ム(informationretrievalsystem)

こ こ に 示 され て い る必 要 条 件 は,極 め て一 般 的 な もので あ り,ま た,あ る程 度 不確 定 的 で あ る こ と に

注 意 しな けれ ば な らない 。 しか しなが ら,こ の論 文 は,必 要 条 件 に対 す る意 見 と共 に,デ ー タ ・べ 一
、

ス との コ ミュニ ケ ー シ ョンに 対 して 考 慮 しな け れ ば な らない 要 点 の 展 望 を 与え るも の で あ る。

'

〉

3.5.1デ ー タ ・ベ ー ス

デ ー タ ・ベ ー スは,次 の4つ の 基 準 に した が って 定 義 す る こ とが で きる:

一 大 量 の デ ー タが 記憶 され て い る。 デ ー タ ・ベ ー ス の 内容 は,通 常 は,数 多 くの慣 例 的 な フ ァイル の

総 合 で あ る。 この 集 積 の 目的 は,冗 長 度 を な くす こ と,す なわ ち,重 複 を な くす こ と に あ る。

一 デ ー タ ・ベ ー スは
,そ の 使 用 す る特 別 な プ ログ ラムや プ ロ シー ジ ャ と独 立 に組 織 化 さ れ て お り,ど

の ユ ー ザ ー に対 して も役 立 つ こ とが で きる。 この 点 は,"デ ー タの 独立 性(dataindependence)"

と呼 ば れ る。 デ ー タ ・ベ ー スの 変 更 が ユ ー ザ ーの プ ログ ラ ムに 影響 を 与 え て は な らない し,ま た,

プ ロ グ ラ ムの 変 更 が デ ー タ ・ベ ー ス に影 響 を 与え ては な らない。

一 デ ー タ ・ベ ー スを 利 用 す る応 用 プ ロ グ ラム は
,フ ァイ ル編 成 の 詳 細 に つ い て 知 る必 要 が な い。 プ ロ

グ ラ マは,そ の デ ー タ ・ベ ー スの デ ー タ に 関 して解 決 す べ きユ ー ザ ー ・プ ログ ラム に 専念 す る こ と

がで きる。それ 故,デ ー タ ・ベ ー スは,プ ロ グ ラマ の必 要 とす るデ ー タを,容 易 に か つ 迅 速 に,そ の

プ ロ グ'ラマに 供 給 す る ため の 強 力 な"デ ー タ管 理 シ ス テ ム"を もた な け れ ば な らな い。

一 デ ー タ ・ベ ー ス中 の デ ー タは
,多 数 の ユ ー ザ ー に対 して利 用 可 能 で な け れ ば な らな い。 あ る ユ ーザ

ー の 必 要 条 件 を 満 た す こ とが
,他 の ユ ー ザ ー の必 要 条 件 に よ っ て影響 を うけ た り,妨 げ られ た りす

る こ とが あ って は な らな い 。 同 じ時 点 に,デ ー タ を要 求 す るユ ーザ ー が い くつ あ っ た と して も,す

べ て の ユ ー ザ ー が 適 時 な 回 答 を 得 な け れ ば な らな い。

`

'
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●

3.5.2デ ー タ ・ベ ー ス の 利 用 者

今 ま で は,デ ・一 夕 ・ベ ー ス の 利 用 者 と し て,応 用 プ ロ グ ラ マ に つ い て の み 言 及 し て き た
。 しか し,

全 くの と こ ろ 区 別 さ る べ き3つ の ク ラ ス の 利 用 者 が 存 在 す る 。

1)プ ロ グ ラ ム

2)人 間'`

3)コ ン ピ ュ ー タ

1)に 関 し て

こ の ク ラ ス は ,デ ー タ ・ベ ー ス を 利 用 す る,応 用 プ ロ グ ラ マ に よ って 書 か れ た ,プ ロ グ ラ ム 群 が ら

な る 。 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム は,そ れ ら 自 身 の フ ァ イ ル を も た な い が
,デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム と

通 信 す る。 しか し な が ら,こ の 場 合 の 通 信 は ,コ ン ピ ュ ー タ の 中 で の 通 信 で あ る 。 プ ロ グ ラ マ は,彼

の書 い た プ ロ グ ラムが 検 査 され た後 は
,そ れ 以上 コ.ミュニ ケ ー シ ョ ンの 過 程 に関 与 す る こ とは な い。

2)に 関 して

デ ー タ ・ベ ー スが 設 置 され た と き に,そ の 大 量 の デー タ は,通 常,プ ロ グ ラム に と って 利 用 可能 で

あ るば か りで は な く,人 間 と して の 利 用 者 に と って も直接 に利 用 可 能 で な け れ ば な ら1ない
。 こ'れらの

利 用 者 は,デ ー タ伝送 回線 に よ って コ ン ピュ ー タに 接続 され て い る,あ る種 の端 末 に よ って 作業 を す

る。 ユ ー ザー は,質 問 を 端 末 に与 え ,端 末 か ら回答 を受 け と る。 これ は,・人間/機 械 コ ミュ三ケ ニ シ

ョ ンの1つ の形 で あ る。

3)に 関 して

コ ン ピ ュー タは,1つ の特 別 な 範 疇 の 利 用 者 で あ る。'この場 合 には ,デ ー タ ・ベ ー ズ を保 有 して い

る1台 の コ ン ピュー タが,他 の コツ ピ ュ一 夕群 か らデ ー タを 要 求 され る。 コ ンビ ュ タ群 は,そ れ らの

コ ミュニ ケ ー シ ョンの た め に デー タ伝 送 回 線 を 利 用 し
,相 当 な距 離 は なれ た と ころ に あ って もよい 。

この 場 合・ われ われ は ・ デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ・ トワ ー ク につ い て語 。てい る こ と}こな る.こ れ は ,機

械/機 械 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの1つ の 形 で あ る。 コ ン ピュー タBに 対 して デ ー タを 要 求 してい る コ ン

ピュ ー タAは,こ の デ ー タを あ る プ ロ グ ラ ム ま た は あ る端 末 利 用 者 の い ず れ か の た め に要 求 す る ごと

が で き る。 そ れ 故,ク ラス3の 利 用 者 の 背 後 には ,常 に,ク ラス1ま た は ク ラ ス2の 利 用 者 が存 在 し

て い る。 これ ら3つ の ク ラ スの 利 用 者 を 図7に 示 す
。Bl

利用者 としての

人 間

利 用 者 と して の

プ ロ グ ラ

利 用 者 と して の

コ ン ピ ュ ー タ

デ ー タ ・ベ ー ス

管 理 シ ス テ ム

図7デ ー タ ・ベ ー ス の 利 用 者 』



3.5.3利 用 者 か らの要 請 に 対 す る データ・ベース技 術 の必 要 条 件

この 論文 で の われ わ れ の 狙 い は.デ ー タ ・ベ ー ス の利 用者 か ら提 起 され る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・ハ

ー ドウエ ア お よ び技 法 に 対 す る
,必 要 条 件 を 示 す こ とに あ る。 そ うす る こ とに お い て,わ れ わ れ は,

端 末,伝 送 回線,な らび に 伝 送 さる べ きデ ー タ量 の よ うな,遠 隔 処 理 操 作 の ツー ル に対 す る必 要 条件

を 指 定 しよ う とす る もの で あ る。

わ れ わ れ は,ク ラ ス2と ク ラ ス3の 利 用者,す なわ ち,端 末 利 用 者 と利 用 者 と して の コ ン ピュ ー タ,

にの み言 及 し,利 用 者 と して の プ ロ グ ラ ム(ク ラス1)に は 触 れ な い,と い うの は,後 者 の場 合 には,

*)遠 隔 処 理 操 作 は 存 在 しな い か らで あ る
。

,

刃 人 々は,し ば しば,デ ー タ ・ベ ー スを 参 照す る端 末 利 用 者 と遠 隔処 理 に つ い ての み 考察 して い る。

しか し,な お テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 用 い な い でデ ー タ ・ベ ー ス を利 用す る大 量 の 局 部 バ ッチ・

プ ロ グ ラ ムが 存 在 す るで あ ろ う。

わ れ わ れは ま た,こ の論 文 の 中 に、 コ ンピ ュー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン関 係者 へ の 解 答 を提 供 す る

こ とを欲 す る も の で は な い 。 わ れ わ れ は,単 に,デ ー タ ・ベ ー ス を 通 信 す る こと を求 め る利 用 者 の 見

地 か ら現 われ る必 要 条 件 を 定 義 す る こ と を望 む もの で あ る。

応 用 の 種 類

利 用 者 の 要 求 は,そ の 応 用 の範 疇 に よ って 大幅 に変 るか ら,わ れ わ れ の利 用 者 の要 求 を提 示 す る前

に,わ れ わ れ は まず 応 用 の 範 疇 を定 義 す る必 要 が あ る。 わ れ わ れ は,次 の3つ の その よ うな範 疇を 確

認 した 。

,第1の 範 鴫 は,"座 席 予 約",' .t注文 処 理","銀 行 勘 定 や 保 険 勘 定 の 更新"の よ うな,基 本 的 な

リア ル タ イ ム商 業 ア プ リケ ー シ ョ ンを含 む もの で あ る。 こ こで は,多 くの事 務 員 また は会 計 員 が 中 央

のデ ー タ ・ベ ー ス に結 合 され,.日 々の業 務 の トラ ンザ クシ ョンを処 理 す るた め に,デ ー タへ の 問合 せ

と変 更 を行 っ て い る。 わ れ われ は,こ の範 疇 の シ ステ ム を"運 用 シ ス テ ム"と 呼 ん で い る。

第2の 乾 腐 は,"管 理 シ ス テ ム"か らな っ て い る。 こ こで は,デ ー、タ は,計 画 と管理 の た め の,意

思 決 定 を行 うた め に要 求 さ れ る。 この よ うな シス テ ムは,商 業,軍 用,な らびに 公共 組織 の中 で必 要

と され て い る。 これ らの シ ス テ ム は,独 立 した1つ の シ ス テ ムの 場 合 も あ る し,ま た は,運 用 上の デ

ー タを収 集 し
,集 積 す る運 用 シス テ ム に そ の基 礎 を お く場 合 も あ る。(あ る運 用 シ ス テ ムで の 質問 は,

"飛 行 便Aに 残
っ てい る座 席 あ るか 否 か"で あ る。 管理 シス テ ム で は,"先 月の 飛 行 便Aの 平 均予 約

座席 数は ど うで あ った か"と 問 うで あ ろ う。)

第3の 範 鴫 は,"情 報 検 索 シ ス テ ム",こ れ は.また,"ド キ ュメ ンテ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム"と して

知 られ て い る,を 含 む もの で あ る。 この よ うな シス テ ム は,主 と して,大 学,研 究部 門 お よ び情 報 部

門 によ り用 い られ る。 回答 さ るべ き質 問 は,文 献 や 事 物 の検 索 に 関 す る もの で あ り,そ れ 故,シ ス テ

ムは,現 存 す る知 識 を 供 給 しな け れ ば な らな い。

d
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●

必 要 条 件 の リス ト

わ れ わ れ は1こ こに,今 列 挙 した 応 用 グル ー プ に対 す'る必要 条 件 の リス トを 示 す こ と に しよ う。 こ

れ らの 必要 条件 は,次 に述 べ る技 術 的 基 準 に照 ら して理 解 さる べ き もの で あ る 。

一 端 末 の 台 数 ま たは コ ンピ
ュー タの 台 数

一 トラ ンザ ク シ ョ ン当 りの デ ー タの 量

一 問 合 せ に対 して

一 応 答 に対 して

一 要 求 され る応 答 時 間

一 そ れ ぞ れ の端 末 ま た は コ ン ピ
ュ ー タ に対 す る時 間 当 りの トラ ンザ ク シ ョの 数

(時 間 当 りの トラ ンザ ク シ ら ンの 数 に,ト ラ ンザ ク シ ョ当 りの デ ー タ量を 乗 じた もの が,時 間 当'り

に伝 送 す べ きデ ー タ量 を 与え る)'

一 端 末 の
,ま た は,コ ン ピュ ー タの 地 域 的 な 分布

これ で,必 要 条 件 それ 自身 を定 義 す る ため に必 要 な 因子 のす べ て を述 べ た。 わ れ われ は ,ま ず 最 初

に,端 末 利 用 者 に対 す る必 要 条件 を 定 義 し,そ の 後 で コ ン ピュ ー タ ・ネ ・ソトワー'クに対 す る それ を 定

義 す る こ とに す る。.''''''"

端 末 利 用 者 に対 す る必要 条 件

端 末 利 用 者 に対 す る必 要 条 件 を 図8に 示 す。 この 図 は,一 方 の 側 に3つ の 応 用 グル ー プを .他 の 側

■

1
運 用 シス テ ム 管 理 シ ス テ ム ・ 情 報 検 索 シ ステ ム

端末の台数 多い 少い 分散化 集中化

少い 多 い ・

10->1000 5-100 5-100 100->1000
.

,

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン当 り

の デ ー タ 量

50バ イ ト/問 合 せ 100バ イ ト/問 合 せ
F

50バ イ ト/問 合 せ
'

` 100バ イ ト/回 答 50-1000バ イ ト/回 答 50-1000バ イ ト/回 答

要求 ざれる応答時間 重大 早い 早 い

2-7秒 5-30秒 5-30秒

時間当 り端末当 りの 最大120/時 ・最 大20/時 最大20/時
ト ラ ン ザ ク シ ョ ンの 数

平均30/時 平均5/時 平均5/時

端末の地域的分布 国 際 的 ま た は , 全国的 言語領域
全国的 または ま た は

「

ま た は1'

地方的 地 方 的 , 地方的

図8デ ー タ ・ベ ー スの 端 末応 用 の必 要 条 件
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に 必 要条 件 の リス トを 並 べ た マ トリ ック スを示 してい る。 必 要 条 件 そ れ 自身 は,そ の マ トリッ ク スの

フ ィ=ル ドの 中 に与 え られ て い る。 わ れ わ れ は,こ こに 各 々の 必 要 条 件 に解 説 を 与 え る意 図 は な い が,

若干 の注 釈 は 必 要 で あ ろ う 。

こ こに 示 され て い る必要 条 件 は ,数 多 くの現 存 す る,な らび に,計 画 され て い る応 用 に つ い て の 経

験 か ら,実 践 的 に 導 か れ た もの で あ る。 これ らは,徹 底 的 に証 明 され た もので も ない。 そ れ 故,こ こ

に 与 え られ て い る数 値 に 対 す る例 外 は 考 え られ る し,ま た存 在 す る か も しれ な い。

最 も厳 しい 必 要 条 件 は,運 用 シ ス テ ムか ら生 じて い る。 こ の場 合 に は,ト ラ ンザ ク シ ョンの 数 は 非

常 に 多 い し,ま た,要 求 され る応 答 時 間 も極 め て短 い 。 しか しな が ら,こ れ らの 問 題 は,ほ とん どの

場 合,解 決 可 能 な も の で あ る。 何 故 な らば,与 え られ るで あ ろ う質 問 と そ の解 答 は,通 常 は,明 確 に

定 義 され て い る もの で あ り,そ して反 復 的 な もの で あ るか らで あ る。 この後 者 の 条 件 は,管 理 シ ステ

ムに 対 して も,ま た,情 報 検 索 シ ステ ム に対 して も,与 え られ て い る。

要 求 され て い る応 答 時 間 に つ い て は,次 の こ とに 注 意 しな けれ ば な らな い。 す な わ ち,こ の 時 間 の

間 に,

1)問 合 せ が伝 送 され な けれ ば な らな い

2)コ ン ピュ ー タ が 必 要 と され る デ ー タを 探 しだ さな け れ ば な らな い

3)応 答 が伝 送 され な け れ ば な らな い

.こ の項2)は 、 全 体 の 時 間 の 中 で最 も少 い 部 分 を 占め て い るか ら,最 も時 間 を 費 や す 動 作 は,1)と3)

の た め の伝 送 時 間 で あ る。

与 え られ た 応答 時 間 は,超 過 して は な らな い こ と に注 意 しな けれ ば な らな い。 何 故 な らば,そ の 場

合 には,利 用 者 は 余 り に も長 い間 待 た な けれ ば な らない ため に,利 用 者 が そ の システ ムを 容 認 しな い

とい う大 きな 危 険 が あ る か らで あ る。 この こ と は,特 に運 用 シス テ ム に と って真 実 で あ る。 そ れ は 利

用 者 そ れ 自身 が,か れ らの顧 客 に よ っ て,ま た は,ま た は,か れ らの毎 日の 業務 負 荷 に よ って,迅 速

に 働 か な け れ ば な らない 負 担 を 負 わ され て い る か らで あ る。

端 末 の 台 数 に,端 末 当 りの トラ ンザ ク シ ョ ンの数 を 乗 ず る こと に よ り,運 用 シス テ ムで は,時 間 当

り30Qか ら120,000の トラ ンザ ク シ ョ ンが あ る こ とが わ か る。 そ れ 故,使 用 す る コ ン ピュ ー タの 性

能 とそ の ソ フ トウエ ア(リ ア ル タ イ ム制 御 シス テ ム と デー タ ・ベ ー ス 管理 シス テ ム)は,特 に効 率 的

で な け れ ば な らな い 。 しか し,こ の こと は,コ ンピ ュー タ 内 部 で の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 問 題 で あ る。

時 間 当 りの トラ ンザ ク シ ョ ンの数 は,1日 を通 じて 大幅 に変 化 す る。 典 型 的 な形 と して,ト ラ ンザ ク

シ ョンの 数 が 最 も多 い の は,午 前 中 の遅 い時 期 と午 後 の初 期 と で あ る。 問題 は,シ ス テ ムが ピー ク時

にお け る通 信 量 を 処 理 す る た め の ネ ッ トワー クを も たね ば な らな い とい う こと,そ して その ネ ッ トワ

ー クが ,し ば しば,低 通 信 量 の時 に は経 済 的 に利 用 され え な い とい う こ とに あ る。 コ ン ピュー タは,

この 通 信 量 の 時tζは,バ ック グ ラ ン ド↓バ ッチ 業務 を遂 行 す る こ とが で き るが,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

施 設 は,完 全 に は 利 用 され な い こ とに な る。

情 報検 索 シス テ ム に対 す る端末 の 台 数 は,2つ の場 合 を 示 して い る。1つ は"集 中 化 され てい る

(centralized)"場 合 に対 して で あ り,1つ は"分 散 化 され て い る(decentaliZed)"場 合 で あ る。 集 中
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化 され て い る場 合 と い うのは,い くつ か の 組 織 が 同 じ検 索 シ ステ ム を 利 用 して い る場 合 で あ る。 分 散

化 され てい る シ ス テ ム とは,そ れ ぞ れ の 組 織,た とえ ば 大 学や 企 業,が それ 自 身 の検 索 シ ステ ムを も

つ 場 合 で あ る。

一 般 の 管 理 シ ス テ ム と情 報検 索 シス テ ム の 必 要 条件 は
,極 め て よ く似 て い る。 しか し,通 常 は,こ

の 事 実 を,両 方 の 応 用 に対 して共 通 の端 末 ネ ッ トワー ク と コ ン ピ ュー タを もつ こ とを 正 当化 す るた め

に 用 い る こ とは で き ない。 何故 な らば,利 用 者 と対 応 す る応用 が機 能 的 に分 離 され て い るか らで あ る。

運 用 シス テ ム と管 理 シス テ ム を総 合 す る こ との必 要 性 は極 め て高 い,と い うの は,・そ れ の 最 初 の デ ー

タ の 源 が 共 通 で あ るか らで あ る。 しか しな が ら,図9の 表 が 示 す よ うにJtデ ー タ ・ベ ー スに つ い て の

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに対 す る必 要 条 件 が ,全 く異 っ てい る。 こ こ に,総 合 化 に 対 す る大 きな障 碍 が 存

在 して い る。

1 運 用 シ ステ ム 管 理 シス テ ム 情 報検 索 シ ステ ム

コ ン ピ ュ ー タ の 台 数

<20 <10 <10

'

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 当 り 端 末 ユー ザ ー に よ っ て始 動 され た トラ ンザ ク シ ョ ン:第8図 に示 す 通 り1
iの デ ー タ の 量

1 三 ー ザ ー ・プ ログ ラム に対 す る トラ ン ザ ク シ ョ ン:>1KB

l

l要 求される応答時間

1
|
|

2-4秒 5-10秒 5,-10秒

冷 間 当 りの1

トラ ンザ ク シ 。 ンの 数
異 った コ ンピ ュー タへ の デ ー タ と トラ ンザ ク シ ョの 配 分 の程 度 に非 常 に

大 き く依 存 す る

1コ ン ピ ュー タ の

1地 域 的 分 布

1

国際的 または

全国的 または

地方的

全国的

または

地方的

言語領域

または

全国的

じ

図9デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ッ ト ワ ー クの 必 要 条 件

■

デー タ ・ベー ス ・ネ ッ トワ ー ク の必 要 条 件

さ て,こ こ で,何 台 か の コ ン ピュ ー タが共 通 の デ ー タ ・ベ ー スを 共 有 す る こと に よ って発 生 す る コ

ミュ ニケ ー シ ョ ンの必 要 条 件 を論 ず るこ と に しよ う。 まず は じめ に ,そ の よ うな デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ

ッ トワー クに 対 す る考 え うる理 由を 説 明 した い。

1)運 用 シ ス テ ムの 中 に,非 常 に 多 くの端 末 が あ り,こ れ らの端 末 を 取扱 うた め に2台 以 上 の コ ン ピ

ュ ー タを 必要 とす る場 合 が あ る。
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2)デ ー タ ・ベ ー スの 量 が,そ れ を 管 理 す るの に2台 以 上 の コ ン ピュー タを 必要 とす る程,大 きい。

この1)お よ び2)は 特 殊 な 場 合 で あ る,こ の よ うな ネ ッ トワー クの 主 た る理 由 は,"コ ン ピュ ー タ能

力"の 増 加 に あ る。

3)最 も 重要 な の は,組 織 上 の 理 由か らコ ンピ ュー タの 結 合 が 計 画 され た場 合 で あ る。 こ の場 合を 明

確 に理 解 す るた め に,次 の 例 を 引用 す る。

a)数 多 くの工 場 や 地 方 事 務 所 を もつ 大企 業 の コ ン ピ ュー タが 結 合 され て い る。

助 一 国 の 種 々の 法 施 行 機 関 の コ ン ピ ュー タが,犯 罪 の 全 国 的 な捜 索 の た め に結 合 され て い る。

c)市 制 の群 と州 政 府 の デ ー タ ・ベ ー スが,統 計 的 目的 お よび 計 画策 定 目的 か ら結 合 され て い る。

,こ れ らの,1),2),お よ び3)の 場 合 に も,次 の 共 通 点 を も っ てい る:す な わ ち,計 画 さ れ た データ・

ベ ー スの の ネ ッ トワー クが あ る こ と,ネ ッ トワー ク に対 して 共 通 の 範 囲 が あ る こと,そ して記 憶 さ れ

て い るす べ て の デ ー タが 共 通 の分 野 に 属 して い る こ と,で あ る。 この他 に,余 り定 義 の 明 確 に され て

い な い,そ して よ り一 般 的 な,コ ンピ ュー タ結 合 の 形 式 が存 在 す る。 そ こで は,あ る1台 の コ ンピ ュ

ー タが
,そ れ が 特 別 な問 題 を も った と き に,時 に応 じて,他 の コ ン ピュ ー タに デ ー タを要 求 す る。 こ

の 形 の 結 合は,"ど こ か らで も,ど こ に対 して も,情 報 の一 般 利 用 可 能 性"の 方 向へ の 第一 歩 とな る

もの で あ り,こ の場 合 に は,わ れ われ は ど の電 話 ま た は デ ー タ処 理 端 末 か らで も,任 意 の 与 え られ た

デ 三 夕 ・ベ ー ス に結 合 で きる こ と に な る。 この形 の デ ー タ ・べTス ・ネ ッ トワ ー クは,将 来 の もの で

あ る。 す な わ ち,そ こ で起 り うる必 要 条 件 は,今 の時 点 で は設 定 で さない 。

この 理 由 か ら,第9図 には,上 の1),2),お よ び3)の 場 合 と して定 義 され た,計 画 され た,明 確 に

定 義 され た デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク(フ ァイ ル ・シ ェア リン グ)に 対 す る必 要 条 件 の み を 示 し

て あ る。 ま た,負 荷 シ ェア リン グお よ び資 源 シ ェア リ ングの ため の ネ ッ トワー クの必 要 条 件 につ い て

も考 慮 して い な い。

わ れ わ れ の 意 見 で は,コ ン ピュ ー タの 台 数 は,運 用 シ ス テ ム に対 しては20,そ して 管 理 お よ び情 報

検 索 シス テ ム に 対 しては10,を 超 え る こ とは な い で あ ろ う。 その 理 由 は,デ ー タ ・ベ ー スの い か な る

ネ ッ トワー ク問 題 も,そ の ネ ッ トワ ー ク が 明確 に定 義 さ れ,区 分 され た応 用 を 取 扱 う限 りに お い て,

そ の ほ と ん ど が,こ の 量 の コ ン ピ ュ ー タ能 力 で 解 決 し う る と い う こ と で あ る 。 こ れ よ り 多 く の 台 数 の

コ ン ピ ュ ー タ を 含 ん だ ネ ッ ト ワ ー ク,た と え ばARPAネ ッ トワ ー ク,が あ る が,そ れ らの ネ ッ トワ

ー ク は
,デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク で は な い 。

転 送 さ る べ き デ ー タ の 量 は,次 の2つ に 分 割 す べ き で あ る 。

一 コ ン ピュ ー タAが
,そ れ が 端 末 か ら受 け た 問 合 せ に応 答 す るた め に,デ ー タ を コ ン ピュ ー タBに 要

求 す る場 合 に は,そ の デ ー タの 量 は 第8図 の 端 末 利 用 者 に 対 して示 して あ る通 りで あ る。

一 一 方
,コ ン ピ ュー タAが,そ の 利 用 者 ・プ ロ グ ラ ムの1つ か らき た問 合 せ の た め に デ ー タを 必要 と

す る場 合 に は,転 送 す べ き デー タの 量 は,通 常,1KBよ りい く らか多 い。

デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク に対 す る応 答 時 間 は,次 に示 す 理 由 か ら,極 め て 重 大 で あ る。

一 も し
,そ の 間 合 せ が 端 末 利 用者 か ら くる も の で あ れ ば,い か な る場 合 に おい て も,応 答 時 間 は 重 大

で あ る。 それ 故,ネ ・ン トワ ー ク を用 い た 場 合 の 合 計 の 応答 時間 は,1台 の コ ン ピュ ー タを 使 っ た と
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きよ り も,あ ま り長 くな って は な らな い。

一 も し
,そ の 間 合 せ が,あ る利 用 者 ・プ ロ グ ラムか らきた と き も,時 間 に 対 す る条 件 は重 大 で あ る。

何 故 な らば,利 用 者 ・プ ロ グ ラ ム は,応 答 を 待 つ 間,不 活 動 状 態 と な るか らで あ る。 す な わ ち,そ

の 利用 者 ・プ ログ ラムは,実 シス テ ム では コア を ふ さい で しま う こ とに な るか,あ る い は,仮 想 シ

ステ ム では,大 きな ペ ー ジ ン グ ・オ ーバ ヘ ッ ドを 生 ず るか,の い ず れ か に な る。

一 ネ
ッ トワー ク中 の 全 生 産 性(throughput)の 理 由 か ら,応 答 時 間 は 最 低 で な けれ ば な らな い。 そ う

で ない と,シ ステ ム は た だ トラ ン ザ ク シ ョ ンを 送 り,受 け と るだ け に利 用 され る こ と に な り,ト ラ

ンザ ク シ ョ ンを 処 理 す るた め の 容 量 が 残 らな い こ とに な る。

デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ッ トワー クに おい て,推 定 が 最 も難 か しい こ とは,コ ン ピ ュ・一 夕間 に交 換 され

る トラ ンザ ク シ ョ ンの 数 で あ る。 これ は,コ ンピ ュー タ間 の作 業 シ ェア リン グ とデ ー タ ・シ ェ ア リン

グの原 則 に よ って,非 常 に 大 き く左 右 され る。 も し,1つ の極端 な 場 合 の よ うに,す べ て の デー タが

1台 の コ ン ピ ュー タの デ ー タ ・ベ ー スの 中 に記憶 され て いれ ば,他 の す べ て の コ ンピ ュ ー タは,す べ

ての 問 合 せ に対 して,そ の コ ン ピ ュー タ に接 触 を もた な けれ ば な らな い。 この 場 合 には,ト ランザ クシ

ョ、ンの 数 は 非常 に 大 き くな るσ 他 の 極 端 な 場 合 は,す べ て の コ ン ピ ュー タが,そ の 顧 客 を 取 扱 うた め

に それ 自身 の デ ー タ ・べTス を も ち,そ して,そ れ ぞ れ の コ ン ピュ ー タが極 め て 例 外 的 な問 合 せ に 対

して,特 別 な場 合 に の み他 の コ ン ピ ュー タに 接触 す る必要 が あ る場 合 で あ る。 この 場 合 には,全 体 の

トラ ンザ ク シ ョ ンの量 は少 な い。

この よ うに,ト ラ ンザ ク シ ョ ンの 数 は,組 織 の これ らの原 則 に よ って 大 き く左 右 され る。・それ故,

一 般 的 な推 定 は不 可 能 で あ る
。 ネ ・ソ トワー クの 設 計 は,コ ミュニ ケ ー シ,ン の 費 用 対 記憶 の 費鳳 集

中 化 対 分散 化,と い っ た よ うな因 子 の 間 に均 衡 を得 な け れば な らな い。 ・ バ.

さ て,わ れ われ は 展 望 の 終 りに あ る。 必要 条 件 に対 す るわ れ わ れ の記 述 は,'極 め て 粗 雑 かつ 不 確定

な もの で あ る。 しか しな が ら,こ れ は,デ 「一 タ ・ベ ー ス につ い て の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに対 する 必 要

条件 を整 理 す る方 向へ の一 歩 とな り う る もの で あ る。 そ して,よ りと りわ け て い え ば,も'し あ る人 が,

デ ー タ ・ベ ー ス につ い て の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンまた は デ ー タ ・べ 「ス ・ネ ッ トワー クを 計 画 して い る

と きに,考 慮 す べ き事柄 の一 般 的 な 概 念 を 与 え る こ とが で き るもの で あ る。.、

⑨

'
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3.6ネ ッ トワ ー ク の 管 理 に 関 す る 調 査

IraW.』Cotton(米 国 基 準局,コ ンピ ュー タ科学 ・技 術 研 究 所)

本 報 告 書 は い ろ い ろ な コ ン・ピ ュ 一 夕 ネ ッ トワ ー ク に お け る 管 理 に 関 す る 調 査 結 果*を 要 約 した も

の で あ る 。 い ろ い ろ な ネ ッ トワ ー ク の 運 営 ・遂 行 方 式 を 代 表 す る も の と して 下 記 の5つ の ネ ッ トワ ー

ク を 選 ん だ:ARPAの ネ ッ トワ ー'ク,MERITネ ッ トワ ー ク,TUCC(3大 学 計 算 セ ンタ ー),

オ レ ゴ ン州 地 域 ネ ッ トワ ー ク,お よ びTymenet(商 業 用 ネ ッ トワ ー ク)6各 ネ ッ トワ ー ク の 調 査 に

共通 の 様 式 を 用 い た 。'・

*)
:ネ ・ソ トワ ー ク管 理 状 況 調,NBSTechnicalNote805,1973年12月 刊)

■

本 報 告 書 は,コ ン ピュ 一 夕科 学 ・技 術 研究 所 が米 国 科学 財 団 の た め 「科 学 用 ネ ッ トワー ク構成 」 プ

ゴ グ ラム を支 援 して実 施 した い ろい ろ なコ,ン ピ ュー タネ ッ トワ ー クの 管 理 に 関 す る調 査 結 果 の 要 約 で

あ る 。管 理 に つ い て本 葬 告 書 で 採 用 した ア プ ロー チは(現 行 の状 況 その もの につ い て 報告 す る)ポ ジ

テ ィブ ア プ ロご チ方 式 で あ っだ 。 別 の 著者 に よ る別 の 報 告 書 で は 規 範 的,・規 定 的 ア プ ロー チを採 って

い る。

調 査 は広 範 な あ るい は確 定 的 な もの で は な く,代 表 的,例 示 的 な もの と した。 本 書 に記 載 の ネ ッ ト

ワ ー クは い ろ い ろ な ネ ッ トワ ー ク実 施 ・管 理 方 式 を代 表 す る よ うな も の を選 ん だ 。'

ARPAの ネ ッ トワ.一ク は 自動 コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ムの 大 き な分 散 型 ネ ッ トワ ー ク で あ る。 これ

'
は主 と して ネ ッ トワー クの 技 術 お よ び資 源 共 有 技 術 の 開発 を 対 象 に しだ もの で あ る い

MER .ITは 異 機 種 な コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムを 具 え た地 域 ネ ッ トワー クに 関 す る管 理 され た実験

で あ る 。開 発 あ 間,組 織 上 の 諸 問 題 に つ い てか な りの 注意 が払 わ れ た 。

T・UCCは も うひ とつ の 地 域 ネ ッ トワー クで あ るが,同 機種 の コ ン ピュ ー タを 具 え た もの で・ か つ

参 加 施 設 の 数 が 多 い 。TUCCも 組 織 上 の諸 問 題 に つい て か な りの 注 意 を 払 った もの で あ る 。

オ レゴ ン州 の ネ ッ トワ ー クは,地 域 の ユ ーザ ー達 にサ ー ビ ス して い る 多 くの 集 中 式 「ス ター 」 ネ ッ

トワー クの 代 表 的 な もの で あ る。

Tymnetは 本 研 究 に含 め た 唯 一 の 商 用 ネ ッ トワー クで あ る 。商 用 ネ ッ トワー クを 本 研 究 に 含 め て非

競 合 環境 にお け る管 理 状 況 を 実 際 の 営 業 状 況 と比 較 で きる よ うに す る こ とが 望 ま しい た め,こ の ネ ッ

トワー クを 含 め た 。

本報 告書 の情 報 は 一次 的 お よ び二 次 的 な文 献 資 料,電 話 お よ び 現場 イ ンタ ー ビ ュー,各 ネ ッ トワー

クの代 表者 に よ る文 書 の 反 復 的 な再 検 討 に よ って集 め た もの で あ る。 記 載 の情 報 に・は既 に時 代 遅 れ の

もの もあ るが,こ れ は各 ネ ッ トワ ー クの発 展 が極 め て急速 なた め で あ る 。

各 ネ ッ トワ ー クの 調 査 に は 同 じ様 式 を 用 い た 。 ネ ッ トワー クの 構 成 は ネ ッ トワ ー クの 管理 と は別 に

し,後 者 を い くつ か の 機 能 部 門 に 分 け た 。 この 方 法 は各 ネ ッ トワー クの 特 定 の 管 理 関 係 事項 を容 易 に

比 較 で き る よ うに す るた め に 採 用 し た もの で あ る。 報告 書 の 原本 に は若 干 の経 験 的 な所 見 も示 して あ

'

唯
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■

り,同 原 本 は 著 者 に申込 め ば 入 手 で きる。

本 調 査 か ら学 ぶ べ き重 要 な経 験 的 教 訓 は,ユ ー ザ ー に対 し適 正 な水 準 の サ ー ビ スを提 供 す るた め に

は ネ ッ トワ ー クを効 果 的 に 管 理 しな けれ ば な らずか つ それ が 可能 で あ る,と い うこ とで あ る。 コ ンビ、

ユー タネ ッ トワー クは,他 の す べ て の 組織 に お い て適 用 され て い る管 理 の 諸 原則 に対 して例 外 を 成 す『

もの では な い 。

各特 定 事 項 に 関 す る結 論 は 次 の 通 りで あ った:』,

、田 あ るネ ッ トワー クが遂 行 す べ き現 実 の任 務 を 有 し,ス ポ ンサ ー がそ の成 否 に利 害 関係 を持 つで

い る場 合 に は成 功 の チ ャ ンスが 大 きい 。

:② 成果 に つ い て は最 小 あ るい は最 大 の臨 界 規 模 が あ るも の と は 考 え られ な い 。

{3}信 頼 性 の あ る運 用 を実 現 で き る限 り技 術 は 決 定 的 に重 要 な もの で は な い 。

間 責 任 の分 担 よ りも集 中 的 な計 画 と 運 用が 望 ま しい 。 』 ・

⑤ 適 正 な ユ ー ザ ー サ ー ビ スが,成 功 を 収 め る た めの 唯 一 の最 重 要 フ ァク タ ーで あ る 、

●

声
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ARPA MERIT TUCC オ レゴ ン州 TYMNET

ス ポ ン サ ー 国 ∬方 省 弄石 ξ亭 調 査 書卜i両 機 関 ミシ ガ ン州 立 大 学, Duke,北 カ ロ リナ オ レゴ ン州 立 大 学 Tymshare社

ウェ ィ ン洲 立 大 学, 州 パ北 カ ロ リナ大 学

ミシ ガ ン大学 が 設 立 で設立 した非営利怯

した非営利法人
1人

1」 的 ネ ッ ト ワ ー ク 調 査 ネ ッ トワ ー ク調 査 運 用 サ ー ビ ス ネ ッ ト タ イ ム シ ェ ア サ ー ビ 営 利

ワ ー ク スを提供

多市接続ではあるが完全接続ではない 提携3大 学間の3角 星 形 ネ ッ トワ ー ク 。 星 形 ネ ッ トワ ー ク 米 国 と ヨー ロ ッパ の

現 況 と 分 散 型 ネ ッ ト ワー ク 。 ネ ッ ト ワ ー ク 。 3大 学 と遠 隔 ユ ーザ 70以上の都市を結ん

.ト ポ ロ ジ ー 米 国 及 び ヨー ロ ッパ に3u以 上 の現 業所, 1972年 以 来 運転 。
一 が中 央 設 備 に フ ィ で い る マル チ リ ング

40以 上 の コ ン ピュ ー タ シ ス テ ム が あ る 。
一 ド 分散型構成。

1971年 以 来 運 転 。
`

1969年 以来 稼 動 。

パ ケ ッ ト ・スイ ッチ ング 。 各 ホ ス トの ミ ニ コ ン 大 形 中央 コ ン ピユ ー 遠 隔 タ ー ミナル を 具 集中制御の蓄積分散

通信 サ ブ ネ ッ トを 構 成 す る ミニ コ ンビ ピ ュ ータ 前端 が 互 い タ が ノ ー ド ・コ ン ビ え た 中央 タ イ ム シ エ 型 ネ ッ トワ ー ク 。

技 術 の ユ 一 夕 が メ ッセ ー ジを パ ケ ッ トに 導 入 に連 結 され て お り, ユ ー タ及 び 遠 隔 ター ア シ ス テ ム 。 前 端 ミニ コ ン ビ ュー

要 約 し,高 速 ラ イ ンに よ り行 先 まで 迅速 に 該 当 す るホ ス トに, ミナル か らの 入 力 を タが ひ とつ の ホ ス ト

送 る 。 メ ッ セ ー ジ を 向 け るb 受 け入 れ る 。 に お け る ス ー パ ー バ

ホ ス トウ エ ア が ロ ジ ッ ク コ ン トロ ー ル イ ザの 下 で 動作 して

を 行 う 。 仮 想 回路 を 決 め る。

■ ●
■ 綱
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ARPA MERIT TUCC オ レゴ ン州 TYMNET

今 後 の 継 続 拡 張,プ ロ トコ ル の 改 良,ユ ー ザ 発企接続 されていな 参加諸施設に対 して 限 られた期間の実験 営業状態を見て引き

計 画 一の 必 要:1噸 に対 してIUに 留 意 。
、

い 不 ッ トワ ー クの た サ ー ビスを継 続 。 で あ っ た 。 オ レ ゴ ン 続 き拡 張 。

め に ル ー チ ン グ ソ フ では 現 在,続 行 案 を

トウ エア を採 用 。直 検 討 中 。

接端末入力を受け入

れられるように前端

を変 更 。

制 御 を 分 配 して い る。 3大 学の代表者で構 TUCCは 大学で構 コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ 法 人組 織。

ARPAが 契約により最終指令を与え 成 した合同執行委員 成の理事会で管理 さ 一の 理 事 が 中央 シ ス 本 社 が 計 画 を行 ない,

る 。Bolt,Berasnk&Newman社 が 会が方針を決定。理 れ て い る 。理 事 が 日 テ ムを 運 営 。 現地の多くの支店を

サ ブ ネ ッ トを 運 用 。RangeMeasure一 事 が ネ ッ トワ ー ク の 日の運 用を 管 理 。各 運営委員会が地域ネ 管 理 。

組 織 mentsLaboratoryがARPAに 代 開 発を 管 理 。 大学 の セ ンター は そ ッ ト ワ ー ク プ ロ ジ ェ

りた いて い の契 約 を管 理 。 資 金 を受 け 各 セ ン 々一が それ ぞ の 大学 の職 員 で管 理 。 ク トの方 針 を設 定 。

た 各 グル ープ が 分 析,測 定,情 報伝 達 れ理事と職員を有す。 各学部調整係が洛学

な どの 特殊 機 能 を 遂行 。 ユ ーザ ー委 員 部 で プ ロ ジ ェ ク トを

会 が プ ロ トコル の 開 発 な どの 技 術 業務 管 理 。

を 管 理 。

ネ ッ トワークの拡 張 はARPAが 管 理 し 各 大学 の メ ンバ ー で 各 学 部 コ ンピ ュー タ・ パ イ ロ ッ トプ ロ ジ ェ Tゾmshare社 の スタ

て い る が,新 規 事 業所 の 選 択 に つ い て 構 成 され たMICIS セ ンター 理 事 とTU一 ク トで あ っ た た め, ッフ が 計 画 を 行 な っ

機 能'
一定の方針はない模様 。新規事業所の (ミシガ ン 諸 大 学 情 CC理 事の月例会 議 長期計画は不用であ て い る 。

計'画 トポ ロ ジ ー 面 の 変 更 はNetworkAna一 報 システ ム委員 会)が で 計 画を 行 な う。 っ た 。

1

1ysisCorporationが 決 定 。 八 一 ドウ 長期計画の責任を負 中央 ス タ ッフ及 び 各

エア 及 び 回 路 の調 達 はARPAに 代 っ う 。 大学の技術担当者も

てRMLが 管 理 。 定期的に会合を開い

て い る 。
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'vl

オ レゴ ン州 TYMNET

設 備

)

各 現 業所 が現 場 の準 備 お よ び ネ ッ トワ

ー クへ の 八一 ドウエ ア及 び ソ フ トウ エ

ア1イン ター プエ ー スに責 任 を有 す 。'

設 備 はBBNが 統 合 して い る。

1

各 現 業 所 が 現場 の準

備 お よび 現場 に特 設

の.ソフ トウエ ア に責

任 を 有 す 。'

TUCCに おける機

器設備は中央管理部

が管理 している。各

大学がそれぞれのセ」

ンタ ーを 管 理 ・

,

この ネ ッ トワ ー ク は

中 央 コ ノビ ュ ー タ へ

.の ダ イ ヤ ル ア ップ ・

タ ー ミ ナ ル で 構 成 さ

・れ て い た の で 設 備 は

最 小 限 で あ った 。

設 備 に 関す る事項 は

す べ てTymshare

社 が扱 って い る 。

オ ペ レ ー

シ ョ ン

BBNが ネ ッ トワ ー ク コ ン トロー ノレシ

ス テ ム と して 特 別 の ホ ス トシ ステ ムを

運 用 。NCCが す べ て の ノー ドか ら正

規状 態 の レポ ー トを受 け,特 殊 故 障 の

分 離 を行 な い,・ネ ッ トワ ー クを 介 して

新 らしい コー ドを 分 配/デ バ ッグす る

こ とが で きる 。,

ネ ッ トワ ー クの 日常

運 転 は,そ の性 能 の

監 視 方 法 を開 発 す る

中央 の ス タ ッ フが 行

な う。

1

各大 学 の コ ン ピ ュー

タセ ンター は 自律 自

営 。 、

TUCCは 中央 管 理

部 に 報告 す る独 立 の

ス タ ・ソフに よ って運

用 され る 。'

オ レゴ ン州 大 学 が 遠

隔 ユ『一 ザ ー のた め の

サー ビス セ ンター と

して コ ン ピュー タ セ

ンター を運 営 。

指 定 され た ホス トに

お い て 実行 され るプ

ログ ラムで あ るネ ッ

トワー ク監 視 システ

ム が ネ ッ トワー クを

管 理 。中 央 監 視 装 置

が す べ ての 接 続 を行

な う。

ユ ー ザ ー

サ ー ビ ス

、,^.A{

スタ ンフォー ド調 査 研 究 所 がネ ッ トワー

ク情 報 セ ンター を運 用 して ネッ トワーク

全 般 の文 書化 を 実 施,オ ンラ イ ン ・エ

デ イ ッ トシス テ ム及 び メ イ ル 設 備 あ り。

各現 業 所は 地 方 ユ ーザ ーの た め の ステ.

一 シ ョ ン ・エ ー ジェ ン ト及 び 外 部 か ら

の 問 合 せ に応 答 す る技 術 連 絡 部 を持 っ

て い る。

大学 にお げる ユ ー ザ

ー サ ー ビスを統 合 す

るMERIT副 理 事

が各 大 学 に い る 。中

央 の スタ ッフが 文書

を交 付 し,か つ 相 談

に応 ず る。

各 施 設 の ス タ ッフが

いわ ば 「小 売 人 」 と

して すべ ての サ ー ビ

スを提 供 。ノ1、さな施

設 へ の サ ー ビス は定

期 的 に 訪 れ る 「回路

ライ ダー 」 が 行 な う。

一

ユ ー ザ ー サ ー ビス は

広 報,ゼ ミナ ール 及

び 相 互 接触 に よ って

行 な って い る。地 方

のユ ーザ ーに 対 して

は地 方 連 絡 係 が 大半

の サ ー ビスを 行 な う。

Tymshare社 は顧

客 サ ー ビス を行 な う

た め 世 界各 地 にわ た

る広 範 なマーケッティ

ング担 当者 組 織 を 有

して い る。

同 社 は ネ ッ トワーク

を通 して コ ンピュー

タサー ビス及 び専 有

パ ッケニ ジを提供 し

て い る。

● 、

● '



1

凱
ベ
ー

∂
● じ

・L 、 、 ARPA MERIT TUqC .オ 、レ ゴ ン州㎡ TYMNET

ARPAが 全 面 的 に 投資 。 ミシガ ン州 及 び 参 加 NSF及 び北 カ ロ リ NSF補 助 金 。 会社資金

資 本 各 大 学 。他 にNSF ナ科 学,技 術庁 か ら

補 助 金 。 o)補 助 金 。

ミニ コ ン ピ ュー タ及 び 通 信 の 料 金 は, 各 現 業 所 が サ ー ビス 卸売/小 売の関係, ひ とつ の ホ ス トか ら い くつ か の フ ァ ク タ

会 計 ARPAが 賦 課.各 ホ ス トは それ ぞ れ 料 を 請求 。 す なわ ち,実 際 に サ の集中請求方式。 一を 基 に した標 準 サ

(課 金) の ユ ー ザ ー に対 して請 求 。 一 ビスを受 け た場 所 一 ビス料 金 表 があ る
。

に関係 なく現業所が

管 内 の ユ ー ザ ー に請

求 。

1

規 則 参加は政府立地 ・研究請負業者に限ら 州相 互規 則 ・州 立法 . 州相互規則 州相互規則 FCCタ リフ260

れ て い る 。 府 が 承 認 。 (共用規則)

各 ホ ス トが行 な う。 ユ ーザ ーは 地方 ホ ス ホ ス トシ ス テ ムが実 ホ ス トシ ステ ム が実 ユ ー ザ ー は ホ ス トに

機 密 保 全 直接 タ ー ミナ ル ポ ー トの検 査 は 行 な っ ト及 び 遠 隔 ホ ス トに 施6.: 施 。 接 続 され る前 に ネ ッ

て い な い 。 お い て 検査 にパ ス し ・ト ワ ー ク ・ス ー パ バ

な けれ ば な ら ない 。 イザの許可を得なけ

.

.

れ ば な らない 。

始 動 の 条 件 が 広 範 で 高 コ ス ト。.'ネ ッ ト まだ 利 用 度 が ネ ッ'ト 事 務 管 理 関 係 の ユ ー .直線的星形設計が問 通 信 コ ン ピ ュ ー タ ー

ワー ク全 体 の 信頼 性 が 所 期 の レベ ル 程 ワ ー クを正 当化 す る ザーは経済的なTU㏄ 題 を最 小 限 に押 え た 。の 選 択,お よ び多 く

問 題 点

の 要 約 ,

高 くな い。 ホ ス 、トの相 違 が プ ロ トコル

に よ って まだ完 全 に は解 決 さ れ て い な

適 正 レベ ル よ りも遅

れ て い る 。各 大学 の

設備 よ り もユ ー ザ ー

が 管 理 して い る地 方

設 備 を好 ん で い る 。

主 な 問題 点 は 遠隔1の

大学 に お け る ネ ッ ト

の 「ビ ッ ト ・『バ/キ

ツ グ 」 と の 端 末 イ ン

いo」 間の予算の問題も云
同 次性 コ ンピュータが

ワー クの利 用 を促 進 タフ エー スの 実施 に
1

〆
べ 云 され て い る 。 将来 の オプシ ョン を .す る こ と で あ る 。 よ り ネ ッ トワー ク の

一 一 「一 、 ポ ←
A

l

制限することが考え '

帯域幅が制限されて
w^'」,一 ～ ・・ 一 ・』w-・ … 』w ・... ,、 、. 「へ られる'

亀 』'Po'「^『'"

F.

P亀 一 」,→ 層 一',r-■1も 祈 、 い る 。.
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3.7ネ ッ トワ ー ク を も ち い た 高 度 情 報 シ ス テ ム

PhillipsH・

3.7.1経 営 か らみ た情 報 の必 要 性

規 模 の 大小,工 業,商 業,官 公 庁 の別 を 問 わず 世 界 中 の組 織 体 は情 報 に よ って生 き てい る。一 般 的

な コス ト上昇 の趨 勢 の 中で これ ら組 織 体 は よ り多 くの事 柄 に つ い て 益 々多 くの情 報 を 必 要 と して い る。

情 報 シ ス テム の 目的 は適 切 な情 報 を適 切 な 人 に適 切 な場所 で適 切 な時 期 に最 安 価 に提 供 す る こ とで な

け れ ば な らな い 。 この 目的 は組 織 体 の大 小 を 問 わ ず 当て は ま る。現 在 生 まれ つ つ あ る情 報 シ ス テ ムは

必 ず とは い え な い にせ よ通 信 網 を伴 って い る。情 報 シ ス テム に は コ ン ピュ ー タ ー を伴 うが ,我 々が現

在 コ ン ピュー タ ー を用 い るの は 従 来 の通 常 の 意味 での デー タ処 理 に限 らず デ 一 夕操 作 ,ラ イ ン制 御,

ライ ン試 験 及 び実 際 は技 術 的 事 項 に属 す る数 多 くの事 柄 の為 で あ る。 これ らは 当 初 コ ン ピュー ター を

デ ー タ操 作 に使 ってい た 頃 か ら比 べ 進 歩 を 遂 げ て い る こ とを意 味 す る。 我 々は 人 間 と機 械 を結 ぶ端 末

装 置 を使 い,機 械 間 の イ ンター フェ ー ス端 末 装 置 を使 う。

この 点 につ い て 少 し詳 しく述 べ て み よ う。 と い うの は我 々は経 営 問 題 を従 来 の よ うに デー タ処理 装 置

と い う狭 い面 か ら見 るの で な く総 体 的 問 題 と して見 るか らで あ る。 その場 合 フ ア ウ リ ング氏 が話 され

た シ ス テ ムは サ ー ビス業 に 入 れ,製 造 業 と採 取 産 業 には それ 以 外 に も数 多 くの 実 際 の 工 程 に 関す る シ

ス テ ムを 入 れ る。

人 間,機 械 間 の端 末 装 置,プ ラ ン ト,機 械 間 の 端 末装 置,通 信 系 統,記 憶 記録 の 回 収,工 程 の直 接 デ

ィジ タル制 御 ,情 報 の記 憶,処 理,切 替 を行 う コ ン ピュー タ ーの 結合 こそ現 代 の情 報 シス テ ム の姿 又

は 将 来 そ うあ るべ き究 極 的 姿 で あ る 。 しか しこの よ うな究 極 的 高 度 化 に つ な が る もの と して ,現 代 の

経 営 シ ス テ ムに於 て非 常 に興 味 深 い幾 つ か の要 素 が あ る。 これ らは総 合 的 主 計 画 の 補助 物 と して も小

組 織 体 の 為 の シス テ ム と して も使 うこ と が 出来 る。

喝

過去5年 間に統合,高 度化の全段階に亘 り直接デ ィジタル工程管理の為,ユ ーザーとの協議により幾

つかの供給組織が提供した技法は我々の新 システムの設計に適用出来る。世界各地の郵政省のような

公的回線組織の通信網 についての発想方法も適用出来るが,全 体を通 じ最 も良く適用出来るのは1970

年代の現在生成 しっつある経営態度であると思う。経営者達は1960年 代には多大の成果を挙げたが,

1970年 代に於てもその可能性の把握及び資本充用上の凡ゆる苦難 ,試 練,懐 疑派,従 来技法を乗越え,

自らの経営技法を改良する新分野につき進む気力の面で更に前進するであろう。

3.7.2総 合 経 営 問題 .

最 初 に述 べ た い点 は総 合 経 営 問 題 が 出現 した と い うこ とで あ る 。我 々が コ ン ピ ュー ター を 商業 的 意

味 で有 効 に 使 い始 め たの は今 か ら約10年 か ら15年 前 で あ る。 当時 科 学 計 算 用 コ ン ピ ュー タ ーを総 合 経

営 の企 画 業 務 に 使 用 させ て い た。 これ らの コ ン ピ ュー タ ーは全 く未 発 達 な もの で単 純 な 入 力 ,出 力 装
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置 が 付 いて お り,可 能 な 演 算 も限定 され て い た。 それ に も拘 らず こ れ らの コ ンピュ ー タ ーは 設 計演 算

や 経 営 問 題 の 科 学 的 調 査 に は重 要 で あ つた。 これ らの コ ンピ ュー タ ーの 中 に は演 算 領域 の非 常 に 広 い

も の もあ った 。 我 々の 技 法 が やS高 度 に な りユ ー ザ ー もやS冒 険 心 を持 つ に 至 ると我 々はパ ンチ ・カ

ー ド・ リー ダ ー
,穿 孔 機,ラ イ ン ・プ リンター等 の や ～高 度 な端 末 装 置 を 加 え る こと によ つて い わ ゆ

る デ ー タ処 理 を 始 め,数 は 多 くは な いが 通信 網 に も着 手 し更 に 初 期 の科 学 演 算用 コ ン ピ ュー タ ーに も

着 手 した。 当時 我 々は 工程 問 題 の あ る組 織 用 の もの も手 が け,こ れ ら二 つ の 着 想 を工 程 制 御 に迄 発 展

させ られ る状 態 に あ った 。 こ ＼で 我 々は研 究 開 発 面 で の 大 きな成 果 に よ り,新 しい複 雑 な コ ン ピュ ー

タ ー中核 を作 り上 げ る必要 が あ った。 この課題 は 達 成 され,コ ン ピ ュー タ ー 中核 は現 在 他 の分 野 で も

利 用 され て い る。 そ の 理 由 は これ か らの説 明 で 明 らか に な る で あ ろ う。

、

禽

過 去10年 間 大 組 織 体 で ぽ,あ る種 の 業 務担 当 の地 域 管 理 職 は 当面 す る問題 に対 しコ ン ピュー ター を

使 二て漸 次 対 処 して き た 。研 究 所 は 科 学 演算 用 コ ン ピ ュー ター を購 入 し,デ ー タ処 理 担 当管 理 職 や会

計 主 任 は第 一 又 は第 二 段 階 事 務 オ ー トメ化事 務 計 算用 演 算 装 置 を求 め,計 測 器技 師長 は制 御 の 要 が あ

り又制 御 を行 え る プ ラ ン トが あ る場 合,'プ ラ ン トを制 御 しよ う と した。 その 結 果 こ.れ迄 多 くの 大 組 織

体 は 国 内 の各 地,あ る場 合 に は世 界 の各 地 で 種 々の 目的 で 様 々の コ ン ピ ュー タ ー ・シ ステ ム を使 用 し

た。 これ らの 中 あ る もの は 成 果 を収 め,あ る もの は か ろ う じて成 果 を収 め,あ る もの は全 く失 敗 で あ

っ た。 冒頭 の情 報 シ ス テ ム の定 義 に戻 ると1970年 代 の総 合 経 営 の 問 題 は適 切 な情報 を適 切 な 人 に適

切 な時期 に 出 来 るだ け安 価 に提 供 す るこ と で あ る 。.これ は 幾 つ か の 方 向 の定 った情 報 の 流 れ,事 実 を

様 々な ユ ーザ ーに 適 した形 式 に 消 化 す る こ とを伴 い,場 合 に よ って は 同 じ事実 が総 合 経 営 全 体 に 亘 る

20か ら30の 異 る側 面 に用 い られ る こ と もあ る。

1970年 代 に我 々は テ ー ク オ ーバ ー ・ビ ッ ドと非 常 に 大 きな 組 織 間 の 合 併 の 現 象 に遭 遇 して お り,容

易 な総合 経 営 問題 に 更 に も う一 つ の問 題 が加 った 。 それ は 個 々の 経 営 陣 に よ り構 築 され今 や合 体 の必

要 のあ る コ ンピ ュー タ ー ・シス テ ムの合 理 化 と い う問 題 で あ る。 これ ら大 組 織 体 で も新 しい合 体 シス

'テ ムを 集 中管 理 す べ きか
,分 散 的 に管 理 す べ き か と い う厄 介 な問 題 を 抱 え て い る。

従 って幾 年 か の 間 コ ン ピ ュ ー タ ー ・ク ラ ブに属 して き た全 て の 組織 の1970年 に於 け る問 題 は該 当

情 報源 の全 てを 検 討 し最 終 ユ ー ザ ー に統合,一 体 化 す る こ と で あ る 。資 源 とユ ー ザ ーが 経 営 構 造 の 内

で 数 量 的 に増 大 し,組 織 の 成 長 につ い て い く容 量 も増 大 す る。

,

●
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図10経 営 情 報 シ ステ ム

こ れ迄 の情 報 シ ス テ ムに 関 す る作 業 は幾 つ か の,明 確 に弁別出来て,総 合 経営の三分野の 全て,す なわ ち

ぢ図10に 示 した総 合 経 営 の 企 画,管 理 及 び業 務 部 門 に 於 け る科 学 的 処理 .,デ ー タ処 理 及 び 工 程管 理,

に役 立 つ シ ステ ム特性 に 基 い て い た 。私 は これ らを情 報 伝 送 シ ス テ ム, .情 報 収 集 シ ス テ ム,集 中相 互

作 用 情 報 シ ス テ ム及 び 分 散 相互 作用 情 報 シス テム に大 別 した。 これ らの特 性 は排 他 的 な もの で は な い.

現 在 の シ ス テ ム の あ る もの は これ らの 全 て を含 み,あ る ものは 一 つ の特 性 か ら他 の 特 性 に変 り つつ あ

る 。

●

3.7.3情 報 伝 送 シ ス テ ム

最 初 に情 報 放 送 シス テ ムに つ い て 述 べ よ う。 フ アウ リング氏 は 今 朝,陰 極 線 管 端 末 の現 象 に つ い て

話 され た。 キ ー ボ ー ドと陰 極 線 管 を有 す る初期 の設 計 か ら少 し進 歩 を遂 げ た今 で はTV型 モニ タ ー に

よ り,キ ー ボ ー ドか らち らつ か な い字 を送 信 す る ことが 出来 る。 これ は,図11に 示 す よ うな,幾 人 か

の 人 が 業 務 の 幾 つ か の局 面 を 知 ろ う とす る単 純 シス テ ム につ い て は その よ うな 送 信 が 出来 る こ とを 意

味 す る。 そ の 一 例 と して ヒー ス ローの 英 国 欧州 航 空会 社(BEA)倉 庫 が あ る。 荷 物 が 倉 庫 を 通 過 す

るが,荷 物 が 幾 つ か の 地点 を 通 過 す るの を 見 て,各 地 点 に対 しオ ペ レー タ ーが何 を す れ ば よ いか 指 示

した い。 荷 物 は倉 庫 を 通 り移 動 す る につ れ情 報 が 変 るの で,こ れ らの情 報 を キ ー ボ ー ドか ら入 れ,建

物 内 の 広 く分 散 した幾 つ か の 地 点 に 特定 指 示 を行 うの は 比 較的 簡単 で あ る。
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図11'単 純 伝 送 シス テ ム

比 較 的 近 距 離 の地 域 の場 合 は これ で よ い が,他 の 町 に拡 大 しよ うと す る場 合 は図12の よ うな 方法 が

あ る。 この 場 合 コ ン ピ ュー タ ー等 の 発 信 源 は郵 政 省 の 回線 を 通 り既 述 の端 末 に進 み,そ の端 末 か ら建

物 又 は町 の 周 囲 に局 地 的 に放 送す る 。 この 場 合 全 ス ク リー ンに 同 じ情 報 を映 す か 又 は異 る場 所 で異 る

情 報 を 得 るこ とが 出来 る。 一 台 の モ ニ タ ーの 映写 字 数 よ り多 い 字 数 を一 時 に示 す シス テ ム の場 合,図

13に 示 す よ うに情 報 は コ ン トロー ラーを 通 じ幾 台 か の モ ニ タ ー に送 る こ とが 出来 る 。 この シス テ ム は

ス ク リー ン5面 分 の情 報 を提 供 し,6番 目の ス ク リー ンには 比 較 的 単純 な配 線 技 法 に よ り ス ク リー ン

面 分 よ り多 量 の情 報 を ロー ル ア ップ 出来 る 。 これ は 賭 博施 設 が 大規 模 に採 用 した い と思 う方 式 で あ る。

と い うの は 一 日に5レ ー スを 行 う場 合 各 ス ク リー ンには 限 られ た情 報 しか示 さ れ な い 。

し か し一 日の レー ス結 果 が 入 った時 ス ク リー ン面 分 の 情 報 よ りは るか に多 量 の レ ース結 果情 報 を序 々

に画 面 を 移 動 させ て賭 博 参 加 者 に示 す方 式 が必 要 で あ る。 も う一 つ 良 い 例 は空 港 で あ る。 空港 で は幾

つ か の 異 る種 類 の 情 報 を必 要 と す る が,後 で述 べ る よ り複 雑 な シ ス テム ま で は必 要 と しな い。

これ は 全 て 情 報 シス テ ム問 題 に適 用 出来 る。 これ ら全 ての こ まか い事 柄 が 適 用 出来 る,そ して単 純

な 方 式 で 間 に合 う場 合 我 々は 複雑 な,高 度 な 方 法 は 用 い な い,。我 々は 高度 な機 器 を単 純 な 方 法 で用 い

て い る。

,
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図14株 式 取 引所 シス テ ム

図14は 直 ち に調 節 可能 な最 大 ス ク リー ン40面 分 の情 報 を 広 い 地域 に分 散 した人 々に示 す よ り高 度 な

シ ス テ ムを 示 す。 この シ ス テ ム は現 在 ロ ン ドン株 式 取 引所 で 使 用 してい る 。 この シ ス テ ム で は伝 送 シ

ス テ ムの 平 行 径路 を 通 って 出 て い く ビデ オ頁 様 式 を作 成 す る こ とが 出来 る。 この 様 式 は現 場 の 非 常 に

安 価 な殆 ん ど無 制 限 の 台 数 の セ ッ トで 選 択 出来 る。 こ の方 式 の 利 点 は非 常 に多 量 の情 報 が シス テ ムの

この 末 端 で 変 更 す る こ とが 出来 て,ユ ー ザ ー が選 択 的 に利 用 出 来 て,殆 ん ど 同時 的 に 正確 で あ る こ と

で あ る。

株 式 取 引 所 は 安価 表示 装 置 の 唯 一 の 適 用 例 で は な い が総 合 経 営 シ ステ ム に於 け るこ れ ら装 置 の重 要

性 を よ く示 してい る。 株 式 売 買 取 引が 行 わ れ て い る問取 引所 か ら情 報 が入 り,コ ンピ ュー ター に 入力

され,こ の ネ ・1ワ ー クに富 嘩 られ て し'る・ 当 直 る問 題 醐 らか に ・ この よ うな 繊 ネ ・ トワー

クを 遠 隔 地 に 迄 及 ぼ し使 用 す る場 合 に生 じる 事態 で あ る。 ロー ル ア,ップ に よ り限 定 情 報 伝送 用 の図11

に示 され た 端 末 で,標 準 的 郵 政 省 回 線 に よ り結 ば れ た地 方 コ ン ピ ュー ター ・セ ンター を 使 い本 問題 の

技 術 的 解 決 を 行 う方 法 が あ る。

そ れ は大 規 模 の デ ー タ伝 送 で あ る 。 ロ ン ドン市 には 多 分 非常 に安 価 な テ レ ビジ ョ ン型 モニ ター を 備 え

た100箇 所 以 上 の 端 末 オ フ ィス が あ り,こ れ らモ ニ ター に よ り端 末 オ フ ィスは 株 式 取 引所 か ら直 接 入

る,現 在 最 大22系 統 の 情 報 を 選 択 す る こ とが 出 来 る。 これ は ロ ン ドンに於 て,適 切 な情 報を,適 切 な

■

●
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場 所 で,適 切 な 時 期 に,各 顧 客 が 望 む 形 式 で得 る こ とで あ る。 又,そ れ.は現 行技 術 の範 囲 内 に あ り,

最 も安 価 な もの で あ る と思 う。

■

これ は 情 報 の デ ィジ タル面 を扱 う もの で あ る が,我 々の情 報 シス テ ムで は 明 らか に,情 報 の デ ィジ

タ ル源 ばか りで な く ア ナ ロ グ源 も考 慮 しな け れ ば な らな い。 これ らの情 報 源 は載 る場 合 に は現 場 か ら

収 集 し,照 合 し,通 常標 準 形 式 で 情 報 シ ス テム に入 れ る計 測 器,プ ラ ン ト計 器,キ ー ボ ー ド入 力装 置

の 出力 で あ る。

この 場 合,過 去数 年 の 間,配 線 走 査 装 置 を扱 うの が普 通 で あ った 。 これ らの装 置 は作 動性 能 は優 れ

て い たが,大 型 で概 念 的 に融 通 性 が乏 しか った 。現 在 利 用 出来 る,往 々工 程 管 理 型 機 器 の 設 計 を行 っ

た 設 計 流 派 に よ る新 しい ミニ コ ンピ ュー タ ーの 出現 に よ り以 前 よ りは るか に 自 由 に 加 減 出来 る規 模 で

情 報 収 集,情 報 伝 送 が行 え る。

3.7.4デ ー タ収 集

次 に デ ー タ収 集 に つ い て述 べ よ う。 現 在 で は価 格 が約i,500ポ ン ドの小 型 コ ン ピ ュー タ ー に幾 つ か

の ア ナ ロ グ入 力,幾 つ か の デ ィジ タル 入 力 を行 い,他 の コ ン ピュー ター又 は他 の プ ラ ン ト機 器 に情 報

を 伝 送 す る こ とが 出来 る。又,シ ス テ ム を 通 じ制 御 信 号 を送 り返 す こ とが 出来 る。 図15は デ ー タ ・ロ

ギ ングを 示 す が,中 央 コ ンピ ュー タ ー に は 二方 接 続 が行 われ て い る。

●

●

デ ジ タル

入 力

/

地域情報収集装置

デ ータ ▲ ▼ リンク

中 央 コ ン ピ ュ ー タ

図15デ ー タ ・ロ ッギ ン グ

デ ー タ リ ン ク

局 地 ・遠 隔

ア ナ ロ グ

出 力
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図16は 同種 コ ン ピ ュー タ ー を用 い る遠 隔 端末 の接 続 を 示 す 。 こ の場 合,現 行 技 術 範 囲 内の 端末 の数

と種 類 は 中 央 コ ン ピュ ー ター へ の経 路 で受 け入 れ 可 能 な デ ー タ率 の函 数 で あ る。 現 在,こ の 径路 は ス

パ ー ・ リ ンクで の デ ー タ収 集 ,伝 播 を 制 御 す る際 に こ れ ら小 型 で 開発 中 の コ ン ピ ュ ータ ー を使 う こ と

の 主 な制 約 の一 つ で あ る。

図17に は,プ ラ ン トを 制 御 す る こ れ ら小 型 コ ン ピュー ター の一 つ を 示 して あ り,こtSで 高 信 頼 性 を

得 る設 計概 念 につ い て 述 べ よ う。 重 要 過 程 に これ ら小型 機 二 台 を 有 す る シ ス テ ムの 経済 性 の為 フ ェー

ル ・セ ー フ,ク エー ル ・ソ フ ト装 備 に つ い て考 慮 す る こ とが 出 来 る。 監 督 中の プ ラ ン トで この よ うな

高 信頼 性 が 必 要 と決 め た場 合 は二 台 の処 理 装 置 を有 す る設 計 概 念 を 用 い,該 当 技 術 の 範 囲 内 で非 常 に

高 い安 全性 を 実 現 出来 る。

情 報 網 が 遠 方 の コ ン ピ ュー ター ・シス テ ム か ら監 督 され る場 合 で も実現 出来 る。 その 場 合 プ ラ ン ト

稼 動の 特 定 の価 値 又 は局 面 に関 心 を 有 す る管理 者 が利 益 を 受 け る。 小 型 コ ン ピ ュー タ ー と.プラ ン トの

相 互 関係 は非 常 に重 要 な もの で,情 報 シ ステ ム設計 者 も現 在 重 要 事項 と して取 りあ げ て い る。
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現 在 我 々の 有 す る ミニ コ ン ピュ ー タ ー と コ ンピ ュ一 夕 ニ技 法 に よ り可能 とな る,こ の新 技 法 に よ り

ネ ッ トワ ー ク周 辺 に 関 与 した デ ー タ伝 送,tデ ー タ収 集 シ ステ ム設 計 者 は コ ンピ ュ ー ター を情 報 の源 及

び 行 先 に益 々近 い点 に適 用 出来 る。 プ ログ ラ ム内蔵 デ ィジ タル ・コ ンピュ ー ター の使 用 に伴 うプ ロ グ

ラ ミ ングか らみ て,以 上 の よ うな適 用 を 行 う可 能 性 に つ い て 多 くの 観方 が な され てい るが,こ の 問 題

は 興 味 深 い 議 論 事 項 で あ る。

台

ARGUS
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図17複 雑な制御システムの構成要素
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3.7.5大 規 模 デ ー タ収 集 シ ス テ ム

今 迄 小 さ な もの に つ い て論 述 して き たが,次 に よ り大規 模 の デ ー タ収 集 シス テ ム に つ い て述 べ る。

私 は 株 式 市 場 に つ い て の 計 画 を 大 規 模 で,実 行 可 能 な,非 常 に 効 率 的 で経 済 的 な デ ー タ伝 送 シス テ ム

で あ る と思 う。 中央 発 電 局 の 全 国 制 御 セ ンター 又 は ヒ ン ク リー の ガ ス協議 会(CEGB)の ガ ス制 御

セ ンタ ー の場 合 は ,デ ー タ収 集 又 は非 常 に 複 雑 な 相互 連 結 グ リ ッ ド ・シス テ ムの 制 御 に用 い られ る情

報 の 収 集 の 為 の非 常 に 大規 模 な計 画 が 採 用 され て い る。 そ の 為 英 国 に於 て は 大量 の 同種 及 び他 の様 々

な プ ラ ン ト事 項 が 現 地 で 走 査 され,そ れ らの 情報 はCEGBの ロ ン ドンに あ る セ ン ター に集 め られ る。

そ こ で,24時 間 中断 な く全 国 電 力 ネ ッ トワ ー クを 効 率 的 に稼 動 させ る稼 動 管 理 オ ペ レー ター が使 用 出

来 る よ うに これ らの 情 報 が 消 化 され 提 示 され る。 残 念 な こ とに,こSで 掲 示 しよ う と した図 面 は複 雑

す ぎ て使 え な いが,図18の 極 く単 純 化 した 図 面 は 我 々の 目指 す と こ ろを 示 して い る。
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図18中 央 発 電 局 全 国 管 理 セ ン タ ー

ガス協議会及びCEGBに 於ける稼動の重要性 と両者のシステム概念の類似性の為今はCEGBの

全 国 管 理 セ ンタ ー につ い て述 べ て い る。 図18の 左 側 に は プ ラ ン ト,計 測 器,変 換 器 及 び各 種 メー ター

よ りな る不活 動端 末 か ら入 力 に よ る情 報 を 集 め る業 務 面 が 示 され て い る。 この よ うに約70の 経 路 に 沿

って情 報 は 夫 々の 速 度 で ロ ン ドンに 流 れ る。 これ らの情 報 の 同 化,設 定 点 と の比 較 に よ るそ の 評 価,

場 合 に よ って はそ の 相 互連 関 及 び操 作卓 の 陰 極 線 管 モ ニ ター ・パ ネ ル さ の 図 式 出 力構 成 を 行 う大 型 コ

ン ピ ュー タ ーが 二 台 あ る。・シ ス テ ムは疑 似 図,統 計,グ ラフ又 は比 較 分析 表 に よ って コ ン トロ ー ラー

に ネ ッ トワー ク状 態 を瞬 間 的 に 示 す 。 これ らの 表 示 装 置の 一 つで ネ ッ トワ ー ク全 体 を 走 査 し,グ リ、ッ

ド全 体 の 切 替 電気 接 続 の あ る絵 に よ る経路 図 を示 す こ と さえ 出来 る。 あた か も飛 行 機 か らグ リッ ドを

走 査 す る よ うに この 表 示 を 操 作 す る こ と が 出来 る。必 要 に応 じサ ブ ス テ ー シ ョ ンの 各 点 で停 ま り詳 し

く調 べ る こと が 出来 る。 これ が 通 信 シス テ ム と情 報 シ ステ ム の違 いで あ る が信 頼 性 の為 の概 念 も興 味

深 い もの で あ る。 図 は コ ン ピ ュー タ ー ・セ ンター に 二 台 の コ ンピ ュー タ ーが あ る こ と を 示 さな け れ ば

な らな い 。実 際 の 作 動 状態 で は 二 台 の 中 一 台 を 稼 動 管 理用 コンピューターと して割 当て ることが出来 る。

こ の稼 動 管理 用 コ ン ピュ ー ター が 稼 動 し制 御 卓 の端 末 点 に全 情報 を 送 って い る時 も う一 台 の コ ン ビ

■
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ユ 一 夕 ーは待 機 状 態 に あ り需 要 予 測 供 給 計 画 に基 く長 期 計 算,供 給 計画 の安 全 査定 等 を行 う。 そ の コ

ン ピュー タ ーは 次 の数 時 間 に,又 採 用 さ れ た基 準 の如 果 に拘 らず 如 異 な る措 置を と るか を 管理 技 師 に

示 す 。 従 って予 備 処 理 装 置 も全 く無 駄 な訳 で は な く,主 装 置 が故 障 した場合 直 ち に 切替 え られ る よ う

充 分 準 備 して お か な けれ ば な らな い 。 こ の シス テ ム に関 連 した もの と して他 に デ ィ ス ク,ド ラム,プ

リ ンタ ー等 広 範 囲 に亘 る周 辺 装 置 が あ る。 シス テ ムの 保 安 は最 も弱 い連 結 部 の 保 安 に か か って い る。

も しこの 最 も弱 い連 結 部 が主 要 業務 側 で常 時 用 い られ る場 合 は,故 障 の際 一 つ の シ ス テ ムか ら他 の シ

ス テ ム に 自動 的 に切替 わ る よ うに して お か な けれ ば な らな い。

保 安 の も う一 つ の側 面 は稼 動 プ ロ グ ラム とイ ンター リー ブ され た 試験 プ ロ グ ラムに よ り コ ン ピュ ー

タ ーが 稼 動 す る適 用 例 に於 け る コ ン ピ ュー ター の 自 己点 検 で あ る。 この よ うな適 用 例 の 場 合,故 障 が

起 って もそ の 工程 又 は 作業 か ら 自動 的 に 隔 離 され,予 備 の,即 ち切 替 え が行 え る よ う間 断 な く待 機 す

る他 の 処 理 装 置 に 切 替 え る こ とが 出来 る。

3.7.6情 報 の統 合
』
これ 迄 は 総 合 経 営 の 業 務 面 の 情報 収 集 シ ステ ム が開 発 され て きた。 これ と平行 して,CEGBの 企

画,管 理 面 で 又 か な りの程 度 ガ ス 協 議 会 に 於 て も,従 来 の オ ンラ イ ン,実 時 間 デ ー タ処 理 コ ン ピュ ー

タ ー ・シス テ ム に基 く別 の シ ス テ ムが 開 発 され た 。趣 く近 い将 来 に予 想 され る動 きは これ らの シ ス テ

ム の 間 に二 方 向 デー タ連結 を行 い,コ ンピ ュー タ ーに基 く集 中,統 合 総合 経 営 シ ス テ ム を構 成 す る こ

と で あ る。 これ は ロ ン ドンのCEGBで 現 在 ほy・実現 され て い る。 これ ら左 右 の シス'テム は機 能 的 に

作 動 し相 互 に連結 す る。両 端 に コ ン ピュー タ ーが あ るの で,点 線 又 は実 線 に沿 って送 られ つ つ あ る情

報 冗 長 は 該 当 デ ー タ経 路 の 占有 を正 当 化 す る よ う補 正 す る こ とが 出来 る。

■

ス イ ッチの 故 障,遮 断器 の ト リッ ピ ング と閉 路 その 他 の様 々な経 路 故 障 の 為稼 動 セ ンタ ー に きた 瞬

間 的 情 報 の 多 くは,企 画 を行 うの に,あ る場 合 には 管 理 を行 うの に 明 らか に重 要 とな る。 シ ス テ ムの

瞬 間 的制 御 を 行 う為 流 入 した数 多 くの 事 実 は 管 理 者 も用 い る こと が 出来 る。 管理 者 は それ が消 去 可 能

の もの な らそ れ らの 事 実 を 無 くす こ と も出 来 る。 こ ＼で 我 々は未 来 に向 って お り,そ れ は 総 合 経 営 シ

ス テ ムで あ る。 この シ ステ ム は 多 分 現 在 世 界 中 で は ない に せ よ欧 州 で最 も高 度 な シ ス テ ム の一 つで あ

る。

■

3.7.7相 互 作 用 シ ス テ ム

我 々は こ れ らの単 純 な情 報 伝 送,情 報 収 集 方 式 か ら,相 互 に連 関 した経 営 側面 の 相 互 監 督 の 問 題 に

到 達 した 。我 々が 到 達 した の は相 互 作 用 シ ス テ ムで あ る。業 務 面 の あ る事 項 に影 響 す る こ と を企 画 面

で 行 い,又 逆 に企 画面 の あ る事 項 に影 響 す る こ とを 業 務面 で行 う必 要 が あ る。 要 求 に応 じこれ らの両

面 の 中 間 の情 報 が入 手 出来 な け れ ば な らな い。

一69-一 一



3.7.8BOADICEAシ ス テム

初 期 の相 互 作 用 シ ス テ ムの 殆 ん ど,特 に フ ァウ リ ング氏 のBEA用 シ ス テ ム,又BOAC用 シス テ

ム は 非 常 に 大 きい集 中 計 算 シ ス テ ム に基 い て い る と考 え られ た。 現在 の 傾 向 は 概念 に融 通性 を も たせ

後 で 必 要 が生 じた時 設 計 が適 切 な らば,局 地 的 又 は 分散 的 シ ステ ムに 転 換 出来 る潜 在 的 可能 性 を 最 小

限 持 た せ る方 向 にあ る。 フ ァウ リング氏 がBEA計 画 につ い て 話 され たの で 私 は他 の英 国 の計 画 に つ

い て述 べ るの が適 切 だ と考 え る。BEA計 画 とBOAC計 画 は 多 くの 共 通 機 能 要件 を 有 す るので 私 は

他 の航 空会 社 につ い て 述 べ る のが 公 平 で あ る。 しか しなが ら,そ れ らには 幾 つか の 異 る経営 要 件 が あ

り,そ の 地 理 的 分 布 も異 る。 そ の為,こ れ ら二 つの 航 空 会 社 を異 る経 営 設 計 チ ー ムが担 当 す れ ば概 念

に 非 常 な 差 異 が 生 じるの は必 至 で あ った。

与

座 席
予 約

ノ
＼、 管 理/

》＼ 丁一/¶
!1＼

/1＼

/1＼

〆 ↓ 、

＼

図19BOADICEAシ ス テ ム
,

ロ ン ドン空港 の 巨 大 なIBMシ ス テ ム に よ るBOACのBOADICEAも 経 営 の 三 大 側 面,即 ち

企 画,業 務,管 理 に 関 す る もの で あ る。 最 も高 度 な情 報 シ ス テ ムを もた ら した特 徴 は航 空 会 社 の 業 務

で 収 入 が 上 る もの,即 ち座席 予 約 と貨 物 取 扱 に一 致 す る。

⊃

座 席 予約 に つ い て はBOACは 北 大 西洋 業 務 の 自動 情 報 取 扱 の 第 二 世代 と してBOADiCEA

計 画 に着手 した。BOADICEAシ ス テ ム に着 手 す る前 同kLl:はロ ン ドンに ワィ ア ド ・プ ロ グ ラム ・

ドラ ムに 基 い た 配 線 シ ス テ ム を有 して い た。 従 って同 社 は大 陸 間 通 信 回線 使 用,オ ペ レー ターの 特 質
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及 び使 用 を要 請 す るか も しれ な い端 末 機 器 につ いて の 知 識,経 験 が 相 当 あ る。

◎

貨 物 取 扱 に つ い て今 日は時 間 が な くて言 及 しな か った が,同 社 で はBEAと 全 く異 る方 法 で この 問

題 に と り組 ん だ 。BEAは そ の 貨 物 処 理 の 為,図19の 円 内のBOADICEAと 同 等 のBEACON

と い う集 中処 理 概念 を必 要 と した 。 ロ ン ドン,ヒ ー ス ロ ーの端 末 セ ッ トと コ ン ピ ュー タ ー 集信 装 置 は

主 要BEACON概 念 の 通 信 サ ブ シ ス テ ムで あ る。BOACは 貨 物 取 扱 を 分離 整 理 して完 全 な 自立 シ

ス テ ム にす る こ とに決 め た。 この シ ス テ ムは ロ ン ドン,ヒ ー ス ロ ー にあ り,保 安 の 理 由 で二 台 の コ ン

ピ ュー タ ー に基 く自立 型 で あ る。 この シス テ ム は あ る通 信 経 路 に よ り中央 の主 要 業 務 とBOADIC

EAシ ス テ ム に のみ 連 結 され 経 営統 計 を とる。 従 って ロ ン ドン
,ヒ ー ス ロ ーに は集 中 貨 物 シス テ ム の

二 例 が あ る。BOACシ ステ ム は集 中 概念 で始 め られ た が便 宜 その 他幾 つ か の理 由の 為
,貨 物 用 の み

の 分 散情 報 取 扱 シ ス テム にな り集 中 シ ステ ム に軽 微 に連 結 され て い る。

世 界 中 に亘 る情 報 シス テムを 作 る為 にBOACに は 主 に,利 用 可 能伝 送 路 の数 量,種 別 等 に 関 す る

処 理 を 要 す る問 題 が数 多 くあ る。 同 社 が 使 用 しよ うとす る端 末 オ フ ィス集 中部 に対 す る負 荷 は 広 範 囲

に 亘 る・ 従 っ て フ ァウ リ ング氏 のSITA北 大 西 洋 ネ ッ トワ ー クに 対応 し
,BOACで も高 速 通 信 に

基 く北 大 西 洋 高 レベル ・ネ ッ トワー クを そ の提 携 航 空 会 社 と と も に確 立 した。北 大西 洋 に は 欧州 ,カ

ナ ダ,北 米 及 び カ リブ海 沿 岸 諸 国 が 含 まれ る。 中 東 ,極 東 等 そ の他 地域 につ い て は低 速 通 信 に依 存 し

て い る。 同社 は中 央 演 算装 置 か ら幾 つ か の 米 国 ,カ ナ ダ,欧 州 事 務 所 に放射 状 に伸 び る限 られ た数 の

経 路 を,当 初 は 予 約 管 理 用 に,設 定 した。 図20に 示 した この北 大 西 洋 シ ス テ ムは約1 ,500名 の オ ン ラ

イ ン'キ ー セ ッ ト ・オ ペ レー ターを 有 す るが ,こ れ らの オ ペ レー タ ーは全 て,中 央BOADICEA

シ ス テ ム に含 まれ た フ ライ トの 状 態 には 理 論 上 同 等 の関 心 を持 つ
。 同社 が全 世 界 で これ らフ ライ トを

同 等 の 容 易 さ,有 効 性 で販 売 す る場 合 は明 らか に,こ れ ら フ ライ トに関 す る問 合 せ へ の 応 答 時 間 は ほ

ぼ 同 じ長 さ に な る筈 で あ る。 こ の情 報 シス テ ムを 使 うこ と によ ってBOACは 北 半 球 全 域 で フ ラ イ ト

予約 業 務 が 行 え,応 答 時 間 は 数 秒 間 で あ る。 中央 で これ ら全 て を取 扱 う複 雑 さを 考慮 す れ ば こ れ は注

目 す べ き こ とで あ る。

ぐ

■

同 社 に と って こ れ らオ フ ィ スが互 い に距 離 を遠 くへ だ て られ て い る状 況 で上 記の こ と を行 う とい う

問 題 もあ る。 距 離 が遠 くなれ ば経 費 がか か り,速 度 を 速 くす るの も経 費 が か か る。 従 って上 記 の 事 柄

を 困 難 と思 わ れ る方 法,即 ち図21に 示 す よ うに ,ド ロ ップ ・オ フ ・コン ピ ュー タ ー制 御 オ フ ィ スを 全

て の 主 要 回 線 に通 す 方法,で 行 う経 費 と上 記 の 二 つ の 事 柄 を 両 立 させ る問 題 が あ る。 ロ ン ドンか ら放

射 状 に 伸 び,同 じ施 設 を 用 い ロ ン ドンか らロ ス ・ア ンゼ ル ス ,ロ ン ドンか らサ ン ・フ ラ ン シ ス コそ こ

か ら ロー マ 更 に バ ー ミ ンガ ム ,グ ラ ス ゴ ーに伸 び る2,400ボ ー の 全 二重 回 線 が6本 か7本 あ る。 これ

らの回 線 は 同質 で,機 器 が 同 一 で,各 々入 力 ,出 力 活 動 の 地域 の 集 ヰ に役 立 つ。
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図21マ ル チ ・ ド ロ ッ プ 管 理 シ ス テ ム
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禽

ライ ン制 御 シ ス テ ムは セ ンタ ーか ら作 動 させ られ る。 セ ンタ ーは セ ンター か ら最 も遠 い端 末 制御 コ

ン ピ ュー タ ー を呼 出 す 。 そ れ らが 設 置 され て い る場 合 は陰 極 線 管端 末及 び プ リン ター に関 連 した キー

ボ ー ドか らそ の コ ン ピ ュー タ ーか ら入 力 を受 け る。 技 術 的観 点 か らい うな ら,プ リ ンタ ーで あ るか陰

極 線 管 で あ るか は 問 題 と な らな い。全 体 に共 通 キ ー ボ ー ドが 使 って あ る。最 初 の呼 出 は送 出線 を 通 じ

TCU3 ,(端 末 制 御 装 置3)迄 進 む 。TCUは その 間合 せ 事 項 を 伝 送 し,そ れ らは処 理 され て,TC

Uは 回答 を 得 る。今 度 はTCUは そ の 名称 に よ り呼 出 され,セ ン ター か ら情 報 を 得 る。 これ は全 二 重

回 線 を通 じるセ ンタ ーへ の情 報伝 送 と同 時 に行 わ れ る。TCUが セ ンター に 通 信 を 送 り終 る と,最 後

の 通信 の終 りに呼 出 符 号 を つ け セ ンタ ー に よ り近 い次 の端 末 制 御 装 置 に合 図 す る。 セ ンタ ーは そ の復

調 シ ス テ ムに よ り,キ ュ ーに 加 わ り情 報 を セ ンタ ー に戻 さな けれ ば な らな い こ とを 知 る。 そ の情 報 を

送 り終 ると,TCU2が 自 らの情 報 と呼 出符 号 を 回 線 上 の次 のTCUに 送 り,以 下 順 次 この よ うに送

る。 コ ン ピ ュー タ ーが 情報 の 出力 を行 って い る時 各 端 末制 御装 置 は送 出経路 を聴 取 す る。 各 端 末制 御

装置は自らの呼出符号とそれに関連する陰極線管端末又はプ リンターの一つ向けられた通信内容を判

別 す る。

3.7.9.端 末 制 御装 置 の 利点

現 在,北 米,欧 州 の 全 域 に亘 り,コ ン ピュー タ ー ・シス テム を装 備 した オ フ ィス が35あ る。 これ ら

の シス テ ム の各 々は 図22に 示 した よ うな小 型 コ ンピ ュー ターを有 す る。 名 称 は 問 題 で な く,重 要 なの

は 原 理 で あ る。 明 らか に,コ'ン ピ ュー タ ーの進 歩 に よ り,4年 前我 々が初 め て コ ン ピュー タ ーの 使 用

を 考 慮 した時 に想 像 した レベ ル に比 べ コ ンピ ュ ー タ ー使 用 に よる 経済 性 は 向上 して い る。 これ らの コ

ン ピ ュー タ ー の各 々は 最 大64個 の 陰 極 線 管 表 示 端 末,最 大72個 の キ ー ボ ー ド,最 大8台 の プ リンタ ー

を 制 御 す る、 この 負 荷 は 中央 処 理 機 器 の主 要 供 給 業 者 に と って ソ フ トウェ アの 函 数 で あ った。 この 負

荷 は 制 御装 置 との 通 信 の パ ッケー ジ形 式形 成 に 関連 して馳いた 。 ニ ュー ヨー クのパ ー ク ・アヴ ェニ ュ ー

や ロ ン ドンの バ ッキ ンガ ム ・パ レス ・ロー ド等 の例 えば120個 の 陰 極 線 管 端 末 が あ る セ ンタ ー に行 く

必 要 が あ る場 合,中 央 ソ フ トウ ェ ア に よ り ア ドレス指 定 が出 来 る端 末制 御 装 置 を二 台要 す る。 この 使

用 例 に於 け る第 一 世 代 コ ンピ ュ ー タ ー の実 際 の処 理 取 扱 能 力 は,情 報 交 換 通 信 の形 式形 成 に際 し我 々

が コ ン ピ ュー ター に 付与 す る能 力 よ り は るか に大 きか った 。

つ

●

上 記 の事 柄 の他 の 側面 は処 理 装 置 は,そ れ が在 る オ フ ィ スに設 置 され て い る セ ッ トに 限定 され ない

こ とで あ る。 主要 回線 の主 要 オ フ ィス が所 在 す る地域 の 他 の 関 連 オ フ ィス に広 範 囲 に亘 り分 散 出来 ,

又 分散 して い る。 ネ ッ トワー クが 設 定 され,維 持 され る方 法 は通 信 イ ソヲーー フエ ー ス ・モ ジ ュー ル で

の 職 務 に か な り依 存 してい る。 これ に よ り処 理 装 置 と回 線 の 間 の 関係,大 型 中央 処 理 装 置 と 現地 の子

処 理 装 置 の間 の 関係 が制 御 され る。 我 々に か な り影 響 す る も う一 つ の事 柄 は こ の端 末 処 理 装 置 の ハ ー

ドウ ェア と ソ フ トウ ェアの 組 合 せ で あ る。

図22の 端 末 は セ ンタ ー と相 互 作用 す る非 常 に 多 くの端 末情 報 位 置 の使 用 を伴 う初期 シス テ ムの一 つ
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に 用 い られ た。 これ に よ りオ ペ レー タ ーは通 信 内 容 を キ ー ボ ー ドか ら入 力 し,フ ラ イ トに つ い ての 完

全 な 情報 を 得,又 取 扱 取 引 を 入 力 し中央 コ ン ピュ ー ター に記 憶 さ れ て い る情 報 を 変 更 し,座 席 取 消 及

び 座 席 予約 を行 う。 人 名 は 名 前,電 話 番 号 及 び優 先順 位 等 で示 さ れ た 。 セ ンター か ら航 空 会 社 を 経 営

す るの に必 要 な情 報 の全 フ ァイル は 端 末 オペ レー タ ーが す ぐ利 用 出来 るよ うに な って い る。

CPU
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図22端 末 制 御 装 置

こ の端 末 の 興 味 あ る特 徴 と して は 次 の もの が あ る。

ほ)必 要 に応 じた 経路 に沿 って これ らの 端 末 セ ンター を 下降 させ る こ と に よ って ネ ッ トワー クが設 立

出来 た。

{2)局 地 処 理 装 置 を 業 務 訓 練 シ ミ ュ レー タ ー,シ ス テム シ ミュ レー タ ー 、中 央 処理 装 置用 シ ミュ レー

ター と して使 うこ とが 出来 た 。

③.主 処 理 装 置 設 置12ケ 月 前 の オ ペ レー タ ー訓練 の為 全 オ フ ィス構 成 を 使 うこ とが 出来 た 。

(4)各 地 点 の 監 督 者 は 見 習 オ ペ レー タ ーを 監 視 し,特 別 の問 題 が あ る業 務 に つ い ては 見 習 オペ レー タ

ー に代 って 処 理 す る こ とが 出来 た 。

㈲ 故 障 が生 じた 場 所 で局 地 処 理 装 置 を使 い モ デ ム等 の シ ミュ レー シ ョ ンを行 い,実 施 時 に 故 障 原 因

を 見 つ け る。

●

■・

この 計画 で は,大 き な 国際 的 規 模 で稼 動 され る べ き情 報 シス テ ム の 能 力 に つ い て,実 際 の デ ー タの
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流 れ の 通 信 線 か ら如 何 な る能 力 が 達 成 出来 るか 一 事 実,こ の こ とが 全 てで あ る とい って よい 一 及

び 包 装物 と と も に送 られ る組織 デ ー タを最 小 限 に す る通 信 内 容構 成 につ いて 多 くの こ とを 学 ん だ 。 各

貯 蔵,発 送 地 地 点 で の タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イム を 最 小 限 に して大 量 コア 記憶 装 置 し,そ の 他 各 種

バ ッフ ァー装 置 を不 要 に す る方 法 を も学 ん だ。 これ ら全 て の教 訓 を生 か し,現 在 シス テ ム は一 日24時

間 連 続 的 に稼 動 して い る。

▲

3.7.10株 式 仲 買 シス テ ム

上 記 の 計 画 か ら次 に 発 達 して き た のは 一 本 の 経 路 に よ る,非 常 に多 数 の高 速 回線 を デ ー タ処 理 装 置

へ の連 結 で あ る 。 これ に は 前端 ,後 端,一 部 は 中間 に於 て も,特 別,特 定 の問 題 を 伴 う。

IBM
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図23株 式 仲 買 シ ステ ム

図23は ロ ン ドン市 で開 発 中 の 最 新 シス テ ムを 示 す が,こ の シス テ ムは 大規 模 な シ ス テ ムを稼 動 出来

る の は航 空 会 社 に限 らな い こ とを実 証 して い る。 この 場 合 ユ ー ザ ーは500か ら1 ,000の 間 の端 末 点 を

必 要 と す る株 式 仲 買 商 会 で あ る。 これ らの端 末 点 は 中央 デ ー タ ・バ ンク と この商 会 が特 別 の顧 客 に提

供 す る株 式f中買 計 算 施 設 と相 互 作用 す る。 この 方 式 の 興 味 あ る特 徴 は,航 空 会 社 と異 り この 商 会 は各

オ フ ィスで の集 中 要 件 が な い こ とで あ った 。 この 商 会 は各 オ フ ィスに最 少 限5個 か6個 か の端 末 を 持

つ 代 りに,大 多 数 の オ フ ィスに 一個 を超 え な い端 末 ,残 り の オ フ ィスの 大 部 分 に三 個 を超 え な い端 末

しか持 た な い 。又 この 商会 で は テ レプ リ ンタ ーを 使 い た い と考 え た 。
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この シ ス テ ム は標 準 的 フ ロ ン トエ ン ドシ ス テ ムの よ うで あ る。 事 実,端 末 が2,000字 セ ッ トで あ る

こ とを 除 け ば多 分標 準 的 フ ロ ン トエ ン ドシ ス テ ム で あ る。 こ れ らの端 末 は 中央 処理 シス テ ム と完 全 相

互 作 用 的 に用 い られ る。 デ ー タは 中間 で整 理 され 主 処 理 装置 に送 られ る。 次 に通 信 内容 は端 末 に送 ら

れ る が,こ れ は 多 くの ユ ーザ ーに対 す る有 用 性 の 面 で 重要 で あ る。 従 って この場 合,専 用 ネ ッ トワー

クが あ る が,こ れ らセ ッ トの 多 くに ダ イ ア ル接 続 も可能 で,大 事 な時 に個 の線 路 が 使 用 不 能 に な る と

い う事 態 に対 処 出来 な け れ ば な らない。 これ は シ ス テ ム要 件 中の も う一 つ の技 術 的 に複 雑 な 問題 で あ

る が,現 在 郵 政 省 の 提 供 す る施 設 によ り実 現 され つつ あ り,価 格 が妥 当な 額 に迄 下 が り,よ り多 くの

人 が購 入 出 来 る よ うに なれ ば,非 常 に 近 い将 来 極 く標 準 的 な も の に な る と思 わ れ る。

F

3.7.11プ ロ セ ス制 御 シ ステ ム

集 中 シス テ ム の最 後 の 例 は適 用 面 で 商 業,サ ー ビス業 か ら離 れ プ ロセ ス産 業 に進 み つ つ あ る例 で あ

る。 これ は 図24に 示 され た,BPケ ミカ ル ズが 考 案 し,現 在 同 社 が 実施 して い る非 常 に高 度 の シス テ

ム で あ る 。 バ グ ラ ン ・ベ イのBPケ ミカル ズ は ラ ンダ ー シー の 大 精 油 所 に連 結 して い る。 製 油工 程 に

ょ り得 られ る製 品 は 非 常 に種 類 が 多 く,非 常 に 有 利 な もの で あ る。 しか しな が ら,こ れ らの 製 品 を得

る抽 出工 程 の制 御 は 極 め て 複 雑 で又,経 済 性 を 重 視 す る面 が 強 い 。 基 礎材 とな る エ チ レンは 発 電 用 原

油 同様 パ イプ ライ ンに よ り ラ ンダ ー シ ーか ら運 ば れ る。 この 基 礎 材 は600エ ー カ ー の工 場 内 に 分 散 さ

れ た種 々の 工 業 操 作 に よ り循 環 され る。 これ で も この 種 の 工 場 と して は極 く平 凡 な もの で あ る。

＼

図24工 場構成
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図25バ グ ラ ン ・ベ イ ・ コ ン ピ ュ ー タ ー

及 び 情 報 シ ス テ ム の 概 略 図

w

■

こ の情 報 シス テム の 基 本 的 問 題 は 図 の 上 部 の 管理 者 が各 プ ラ ン トが 安定 状 態 に あ る時 も不安 定 状 態

に あ る 時 も,如 何 に して シ ステ ム全 体 を 経済 的 に管 理 す る か と い うこ とで あ る。 図22は この プ ラ ン ト

の コ ン ピュー タ ー情 報 の概 略 図 で あ る。 これ らの プ ラ ン トの 一部 は 他 の プ ラ ン ト等 に副 産 物 を 供給 す

る が基 本 的 に は,そ の制 御特 性 や 作 動 に於 て 完全 に異 る約18種 の プ ロ セ ス プ ラ ン トが あ る。 これ らの

プ ラ ン トは情 報 シス テ、ムへ の統 合 に 関 す る 限 りそ の性 格 も異 る。 例 え ば,非 常 に重 要 で プ ロセ ス管 理

コ ンピ ュー ター に基 く直 接 デ ィジ タル制 御 シ ステ ム を設 け て い る大 プ ラ ン トが三 基 あ る。 計 器 を 備 え ,

自動 遠 隔 処 理 方 法 で情 報 走査,情 報 管理 を行 う為 入手 す る もの も多 数 有 して い る。 そ の 場合 制 御装 置

の 経 路 を 定 め,電 力 コ ン ピ ュー タ ーを 走査 す る。 プ ラ ン トに計 器 を 設 け て い る場 所 も あ るが,そ の よ

う な所 には 計 器 を 読 め る要 員 を 一人 配 置 す る。報 告 され た事 実 に基 き この要 員 に,大 抵 の場 合 プ ラ ン

トを手 動 操 作 す る よ う指 示 す る こと が 出 来 る。

この よ うに ,シ ス テ ム概 念 に三 種 の 作 業 を統 合 した が,又 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング用 コ ンピ ュ ー

タ ーとい う通 称 で 呼 ば れ る'コ ンピュ ー タ ーに よ りこ れ ら三 つの 情 報 の流 れ を合 併 した 。情 報 は この よ

う に,あ る距 離 だ け離 れ た 主 中央 コ ンピ ュ ータ ー 部 に線 を 通 じ流 され るが,そ こで は主 要 事 項 で あ る

デ ー タ処 理 と 企 画 が平 行 して 進 め られ て い る。 こ の場 合 業 務 管 理 は非 常 に複 雑 な数 学 モ デ ル を基 準 に,
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こ の 広範 囲 の プ ロセ ス の全 部 分 を操 作 す る こ とを 伴 う。 この数 学 モ デ ル は そ の時 々の 要件,状 況 に合

う よ う動 態 的 に 工夫 さ れ る。

以 上 が私 が考 え る現 行 の 集 中情 報 シス テ ム概 念 で あ る が ,こ の 概 念 は 現 代 の 技 術 を も ってす れ ば 実

現 可 能 で あ り,非 常 に近 い将 来 稼 動 され る よ うに な る で あ ろ う。

3.7.12コ ミ ュニ ケー シ ョ ン ・シ ス テ ム

最 後 の 例 は 現 在 オ ー ス トラ リアで 実 施 され て い る分 散 シス テ ム に関 す る も の で あ る。 オ ー ス トラ リ

ア の 民 間 航 空 局 は 航 空 用 通 信 サ ー ビス に関 す る凡 ゆ る情報 を担 当 して い る 。 こ れ は オ ー ス トラ リア内

外 の 航 空 業 務 に対 す る国 際 サ ー ビスで 航 空 通 信 網 と呼 ぶ シス テ ム に よ り実 施 され て い る 。 この ネ ッ ト

ワ ー クは オー ス トラ リ.アの 各 地 に接 続 され て い るが ,煩 卿 「古 るの で図 に は示 して い な い。 オー ス ト

ラ リアは 既 に運 営 可 能 部 分 に分 割 して あ る。 私 が 主 にい い た か った の は経 営 の 主 側 面 に於 て オ ー ス ト

ラ リ ア中 に情 報 を流 す 高 速 ネ ヅ トワー クを オ ー ス トラ リア 内 に確 立 しつ つ あ る こ と で あ った。 この ネ

ッ.トワー ク は北 の ポ ー トモ レス ビー,南 の ロー ンセ ス トンを 含 む広 義 の オ ー ス トラ リア内 の7箇 所 の

㌣ タ.一麺`し て ・)る・劇 の三 箇 所 の セ ・ター ・ ・ ド二 二 ・ル ボル ン・ グ ・戊・ べ 一 ・が現 磁

,sし て い る。 シ ド『 一 の セ ン ターが 最 初 に開 設 され,6ケ 月 後 に メル ボ ル ンに 開 設 され,そ の6ケ 月

後 に ブ リ『ス ベ ー ンに 開 設 さ れ た 。

Perth

PrMoresby

Brisbane

オ ー ス トラ リアのDCAの 主 要 情 セ ンタ ーと そ の 連 結
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●

民 間 航 空 局 の主 要 任 務 は優 先 順 位 の 異 る重 要 通 信 内容 を 自己 の ネ ッ トワー ク及 び 自 己 の ネ ッ トワ ー

ク の 間 に 流 す こ とで あ る。 こ れ らの 通 信 内容 は 飛 行 中の 航 空機 の安 全 ,海 上 に於 け る 人命 の 安 全,滑

走 路 に於 け る危 険 そ の他 特 定 フ ライ ト等 に重 要 な気 報 通 報 等 この種 の凡 ゆ る事 柄 に関 す る ,優 先順 位

の 異 る 内容 で あ る。 これ らの 内容 を 明 瞭 な ,確 実 に管 理 され た,一 定方 式 化 した方 法 で 入 力 す る施 設

が 必 要 で あ る。 セ ンターが 開 設 され た 最 初 の三 つ の オ ー ス トラ リア の市 に対 す る完 全 な将 来 の設 置 計

画 が 図27に 示 され て い る 。主 情 報 セ ン ター が二 台 の コ ン ピュ ー タ ーに集 中 して い る空 港 か ら安 全 の 為

少 し離 れ た所 に陰 極 線 管 付 キー ・セ ッ トを設 置 した。 これ らの キー ・セ ッ トは例 に と った株 式 仲 買 商

会 が ロ ン ドンで 使 っ てい る もの と同種 の2,000字 陰 極 線 管 を備 え て い る。 オ ペ レー ター が あ る メ ッセ

ー ジを入 力 した い場合
,そ の 形式 を陰 極 線 管 上 に 映 し,次 に そ の メ ッセ ー ジを その 優 先 順 位 で 入 力 す

る手 順 が順 次 と られ る。

即 ち,こ の情 報 は 想定 され た源 で 正 し く見 られ,適 当 な形 式 で 示 され後 日利 用 され る。 これ が業 務

面 で あ る。 他 の メ ッセ ー ジは紙 テ ー プ又 は 様 々 に異 る伝 送 技 術 に よ り流 入 す るが ,主 要 入 力 の 正 確 さ

は 優 先順 位 が 最 も高 い メ ッセ ー ジで 確 め な け れ ば な らな い最 も重 要 な事柄 の 一 つ で あ る。

●
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図27三 つの市に対する将来の計画
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更 に,自 動 的 に セ ン タ ーを 通過 す る メ ッセ ー ジは場 合 によ って は 非 常 に劣 化 して い て 次 の 目的 地 に

送 れ ない こ とが あ る。 この よ うな メ ッセ ー ジは 同様 の陰 極 線 管 シ ステ ムに映 され,メ ッセー ジ管理 者

がそれを見て,如 何なる措置をとればそれが伝送出来 るか調べる;民 間航空局はオース トラリア全域

に 亘 りデ ー タ処 理 に対 す る広 範 囲 の責 任 を 有 し,こ れ らの 活 動 に 関 す るメ ッセ ー ジを,地 域 メ ッセ ー

ジ とと もに ネ ッ トワ ー クに送 る。 同時 に同 局 は全 て の遠 隔地 点 か らの手 持 量記 録 問合 せ に応 答 す る相

互 作 用 シス テ ム を備 え,こ の 新 通信 網 内 に 自局 の シ ステ ム を 円滑 に広 範 囲 に稼 動 させ た い と考 え る。

、

従 って我 々は これ が単 にス イ ッチ ン グセ ン タ ーで あ る とは 思 わ ない。 そ れ は分 散 情 報 シス テ ムで,

そ の 分 散 は オ ー ス トラ リア沿 岸 を 一周 す る範 囲 迄 行 わ れ て い る。 セ ンター の数 は7箇 所 で,そ の 型 式

は 同 一 で,コ ンピ ュー タ ー規 模 は 大 き い が稼 動 は可 能 な 限 り確 実 で あ る。 この種 シ ス テ ムは 一 つ の 故

障 が 起 きて か ら次の 故 障 が起 き る迄 の平 均 期 間 は シ ス テ ム全 体 につ い て5年 以 上 で あ る。 しか しな が

ら,自 動 伝 送 及 び ネ ッ トワー ク内 の セ ン タ ーの業 務 変 更 の体 制 を 作 り,上 に述 べ た よ うな低 故 障 率 に

も拘 らず 故 障 に よ る業 務 中 断 に起 因 す る問題 を 軽 減 しな けれ ば な らな い。

これ 迄 は 一般 的 な事 柄 を述 べ て きた 。何 故 な らこれ らの 計 画 全 て につ い て困難 が伴 ったか らで あ る。

これ らの 困難 は いず れ の 場 合 に も克服 され た。 これ らの 困難 は大 抵 の 人 が 考 え るよ りは る か に広 範 囲

に 亘 って お り,航 空 会 社,株 式 取 引所,民 間航 空局,電 力,ガ ス当局 の 間 の比 較 に よ り肥 え られ る。

誰 もが 新 しい情 報 シ ス テ ムを 導 入 しつ つ あ り,誰 もが 同種 の 技 術 と同 種 の 基 礎機 器 モ ジ ュー ルで シス

テ ムを 考 案 して い る。 い まや デ ー タ処 理,科 学 的 処 理,プ ロ セ ス制 御 の間 に明 瞭 な境 界 線 は な い。 も

し限 定 が あ る とす れ ば,現 在 の唯 一 の 限 定 は新 シ ス テ ムの 設 計 に着 手 す る能 力 及 び後 で 同僚 達 が現 在

生 成 しつ つ あ るBOADICEA又 はCEGB総 合 経 営 シ ス テ ム の規 模 の シ ス テム を統 合,管 理 出来

る 体制 に成 長 出来 る能 力 に つ い ての 限 定 で あ る。
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亀

3.8コ ンピ ュー タ ー コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の将 来

Boalman.R.She11

38・1コ ン ピ ュ ー タ ー ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 発 展 経 過

我 々が直 面 して い る こ の電 子 革 命 で は,労 働 や生 活 の様 式 に根 本 的,発 展 的 な転 換 を もた ら した こ
'

とは 否定 で きな い。

ます ます安 価 に な り,小 型 化 し,多 様 化 す る各 種 の 装 置 が,精 神 の 下 等 な 仕 事,計 算,記 憶,

参 照 資 料 の探 索,危 険 度 と偶 然 の 測 定 な ど,事 実上,発 見 と決 定 に前後 す るあ らゆ る種 類 の非 創 造 的

活 動 で,計 算 機 ヘ プ ログ ラ ムで き る作 業 を行 って き た。 最 初 は,大 規 模 な組 織 体 だ けが,管 理 上 の仕

事 を行 い,経 営情 報 の流 れ を迅 速 に す るた め に計 算 機 を 使 用 す る こ と がで きた。 最 近 で は計 算 機 は,

2つ の形 式 を 取 る よ うに な っ て き て い る。 す な わ ち,利 用 者 に 近 づ く ミニ型 と利 用者 か ら遠 く離 れ,

従 っ て,ま す ま す電 気 通 信 の手 段 を 含 む マキ シ型 に な り,よ り多 く の小 規模 組 織 体 が,そ の 内部 で ミ

ニ型 を採 用 す るが,他 の組 織体 と一 緒 に,ネ ッ トワ ー ク化 され た マ キ シ型 を利 用 して,電 子 計 算 機 技

術 の恩恵 を受 け る こと が で き る よ う に な る。

内 部 の デ ー タ処 理 装 置 の 利 用 と並 行 して,最 近 の2,3年 間 に商 用 の もの と非 商 用 の もの を 含 め て,

特 に次 に挙 げ る利 用者 に対 して デ ー タ処 理 機 能 を提 供 してい るセ ンタ ーのス ル ー プ ッ トが 急 速 に 増 大

し て い る こ とが認 め られ る。

.自 分 の所 でデ ー タ処 理 装 置 を 経 済 的 に 利用 す る には ,規 模 が 小 さ く,デ ー タ量 が少 なす ぎ る会

社 や公 共機 関。

一 自 分 の所 で デ ー タ処 理 装 置 を 持
ってい る が,最 高負 荷 を避 け た い時 や,デ ー タ ・サ ー ビス ・セ

ンタ ーが 提 供 で き る経 済 性 の 尺 度 に到 達 で きな い た め に,自 分 自身 の オ ン ライ ン ・シス テ ムや

ソフ トウェ ア等 を開 発 した く な い よ うな 大規 模 な公 共 機 関。

こ の よ うな セ ンタ ーの 初 期 に は,入 力 と 出 力は,セ ンタ ーか ら,郵 便,メ ッセ ンジ ャー,ト ラ ック,

汽 車 等 を 使 用 して運 ん で い た。 多 くの場 合,利 用 者 が移 送 を 手 配 して い たが,セ ンタ ーが,荷 積 み,

発 送 サ ー ビスを提 供 し,、それ が,利 用者 に対 す るサ ー ビ ス費 用 に含 ま れ て い る こ と もあ った 。

しか し,電 気通 信 の手 段 で デ ー タ を伝 送 す る可 能 性 が,セ ンターか らデ ータ を 移送 す る方 法 に対 す

る有 効 な新 た な方 法 と な り,一 層 デ ー タの移 送 の 旧来 の形 式 に置 き換 え られ て い る。

計 算 機 の通 信 の最 初 に開 発 され た も の は,オ フ ライ ンの 一括 処 理 様 式 で あ った。 す なわ ち,利 用 者

の 端 末 は,セ ンタ ーの デ ー タ処 理 シ ス テ ム に直 接 連 結 せ ず に,セ ンター と通 信 して い た。 デ ー タ は,

通 常,利 用 者 の 所 で紙 テ ー プで 準 備 され,一 括 して セ ンタ ーに伝 送 され る。 こ こで,デ ー タは,紙 テ

ープ上 に再 生 され て,デ ー タ処 理 シ ス テ ムに入 れ られ る。後 で,せ ん 孔 され た カ ー ドや磁 気 テ ー プが,

ま た,デ ィス クが,中 間 記 憶 装 置 と して 使 わ れ た。

デー タ処 理 機 構 が 改 良 され,デ ー タ の伝 送 が融通 性 に 富 む よ うに な る と,オ ン ライ ン様 式 が 可能 に
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な っ た。 紙 テ ー プ,せ ん 孔 され た カー ド,磁 気 テ ー プや デ ィ ス クを 使 用 す る端 末 は,種 々 な電 気 通 信

の手 段 で,セ ンタ ーの デ ー タ処 理 シ ス テ ムに 直接 連 結 され た。 そ の結 果,入 力 デ ー タは,処 理 の た め

に 直接 計 算 機 に入 れ る こ とが で き,そ の 結果 が利 用者 に伝 送 され る こ とに な った。

オ ン ライ ン様 式 の最 適 な 利用 は,利 用 者 が 実 際 に計 算 機 と対 話 で き,す な わ ち,自 分 の質 問 を検 査

した り,出 力 を制 限 した りで き る,イ ンター ア クテ ィブ様 式 で達 成 され る.

3・8・2種 々 の 応 用 一 金 融 シ ス テ ム

金 融 情 報 検 索 シ ステ ム の場 合 利 用 者 は,実 行 した取 り引 きの情 報 で,ス トッ クの 大 きな ブ ロ ック

に影 響 す る ものを 入 力 した り,関 係 す る購 入 と 販売 の ス トッ クの ブ ロ ックに 関す る情 報 を 入 力 す る。

こ の よ うな情 報 は,他 の すべ て の 利 用 者 が,全 体 と して また は選 択 して 利 用 で き るよ うに され る。 ま

た,こ の シス テ ムで,利 用 者 は,シ ス テ ム 内 で生 成 した り,そ のデ ー タ上 で計 算 を実 行 し た りす る フ

ァ イルを 操 作 で き る。

ま た,こ の シ ステ ムで,売 買 の 報 告 が,す べ ての 利 用 者 また は 利 用者 の グル ー プ の情 報 の ため に,

・シス テ ム に入 力で き る
。 利 用 者 が 自分 に関 係 の あ る情 報 を 引 き 出 す時 に,自 分 の 関 心 を通 知 す る た め

に,そ の情 報 の創 始 者 に メ ッセ ー ジを 出 す こ とが で き る。

コ ンピ ュー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに 関 す る国 際 的 な利 用 者 の要 求 が増 して い る他 の例 に,SWIFT
'

SocietyforWorldwideInterbankFinancialTelecommunication,の ネ ッ トワ ー ク計画 が あ る。

これ は,239の 銀 行 で作 られ た組 織 で あ る。参 加 してい る銀 行 は,13の ヨー ロ ッパ の 国 々,カ ナ ダ,

米 国 にあ る。 この組 織 の考 え は,客 先 に よ り良 い サ ー ビ スを提 供 し,効 率 を 改 良 す る ため に,国 際 的

な 支 払 い と金 融 上 の デ ー タ に関 す る世 界 的 な 広 が りを持 つ電 気 通 信 ネ ッ トワ ー クを 作 りあ げ る こ とで

あ り,従 っ て,関 連 す る銀 行 間 で シ ス テ ム全体 の 費 用(計 算 機 の ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェア,電 気

通 信 機 構)を 分 け合 って い る。 こ の よ うな,ま た類 似 した開 発 に よ って,す べ て の種 類 の取 り引 き を

非 常 に簡 単 に す るよ うな,公 的 な金 融操 作 の 大 規 模 な総 合 の基 礎 が 十 分 に形 成 され る こと に なろ う。

金銭 を 通 常 の電 話 上 の特 定 の ボ タ ンで送 る可 能 性 も,す で に議 論 され て き てい る。

ト

3・8・3種 々 の 応 用 一予 約 シ ス テ ム

コ ンピ ュー タ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 古典 的 な例 に,多 くの 航 空 会 社 を 結 び,座 席 の 有無,席 の 予

約,空 港 で の泊 り,貨 物 輸 送 等 に 関 す る情 報 の交 換 を 可能 にす る よ う な,世 界 的 な規 模 の電 気 通信 ネ

ッ トワー クを運 営 す る航 空 会 社 の 予 約 シ ステ ムが あ る。 この よ うな 機能 を果 すた めに 作 られ た国際 的

な組 織 が,SITA(Soci6t61nternationaledeT61ピcommunicationAピronautiques)で あ る。 この

主 な 目的 は,組 織 自体 の 利 益 を 生 み 出 す ので は な く,関 連 す る航 空 会 社 の客 先 に 良 い 効 果 的 な サ ー ビ

ス を提 供 す る こ と であ る。 この組 織 に は,約170の 航 空 会 社 が メ ンバ ー と して 参 加 し,世 界 中 の都rl∫,

空 港 に渡 っ て,重 要 な空 路 の 位置 を 連 結 して い る新 しい 電 気 通 信 ネ ッ トワ ーク を運 営 して い る。

この 分野 の これ以 後 の 展 開 に,こ の シ ステ ムと,自 動 的 ホ テ ル予 約,自 動 車 の レン タル,国 家 の シ

ス テ ム(関 税 と貨物 証 書 作 成)の よ うな他 の シス テ ムとの 間 の 結 合 を 生 み 出 す こと が あ る。

短 時 間 の 応答 が必 要 なの で,中 程 度 の 速 さの回 線(1,200～9,600b.p.s.)が よ く 使 わ れ る。 こ
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●

れ に よ っ て,た と え ば,切 符 の 代 理 店 が,中 央 処 理 装 置 に,質 問 し た空路 の 利 用 で き る座席 の リス ト

を 得 る こ とが で き,利 用 で き る座 席 が あれ ば,乗 客 の デ ー タ を 入 力 して,シ ステ ム か ら,そ の 予 約 が

行 わ れ た ことの 確 認 を得 る。

直後 に か,ま た は少 し後 に,こ の動 作 に よ って,報 告1記 録,メ ッセ ー ジが,関 連 す る国 の 航 空 会

社 の端 末VDU(visualdisplayunit)に 現 れ る。 同様 の手 順 が,ホ テ ルの 予 約等 に関 す る代 理 店 で

も取 られ,代 理 店 か らす べ て を 含 ん だ サ ー ビ スを期 待 す る客 先 の要 求 を満 たす こ とが で き るご この開

発 の最 終 的 な段 階 で は,一 般 利用 者 が,す べ て の旅 行 の 手 配 一 飛 行 と ホ テル の 予 約 自動 車 の貸

借,会 議 室 の 予約 等,を 行 い(ま た は 変更 し),そ れ に 対 す る 支払 い を1カ 所 で,通 信 や 時 間 の かか

る管 理 手 続 き な しに,電 話(ま た は端 末)で 連 絡 で き る こ とに な ろ う。

3.8・4種 々 の 応 用 一 ニ ュー ス 配 布 シ ス テ ム

ニ ュ ー ス内 容 が種 々な 源 か ら入 力 で き,多 様 な利 用 が必 要 な 時 に検 索 で きる よ うに記 憶 装 置 に 保存

して お け るよ うな 計 算機 制 御 シス テ ムが現 在 開 発 され て い る 。 新 聞 通 信 社 また は新 聞 社Aは,後 で 新

聞 社Bが 利 用 した い時 に検 索 で き る記 事 を 入 力 す る こ と がで き る。 しか し,こ の 記 事 を検 索 す る 時 に,

新 聞Bの 編 集 次 長 が,1つ の 特 に重 要 な事 実 がそ の 記 事 に 欠 けて い る こ とを見 つ けた とす る。 そ こで

自分 の端 末 で,始 め の 通 信社Aに,そ の 記 事 を 検 査 し,欠 け て い る情 報 を 与 え る よ うに求 め る よ うな

メ ッセ ー ジを 入 力 す る ことに な ろ う。 新 聞 の 世 界 の この よ うな開 発 を 離 れ て,有 用 性 の概 念 が,一 般

利 用者 が 直 接,計 算 機 通 信 を 通 して ニ ュ ースを 選 択 して得 るこ とに つ いて 考察 され て い る。 ここ で,

家 庭 のT.V.セ ッ トが端 末 と して 使 用 さ れ る。

φ

3・8・5ヨ ー ロ ッパ の 公 的 部 門 の 役 割

テ レプ ロセ シ ングは,国 際 的 な商 業 や 工 業 に と っ て の要 求 だ けで な く,大 学 や他 の研 究 機 関 と政 府

機 関 に と って の要 求 で もあ る。 こ れ は,ヨ ー ロ ッパ共 同 体(EC)の 閣 僚 会議 が,1977年 に科 学 技

術 情 報(STI)の 分 野 の構 成 員 で あ る国 の 間 の共 同 作 業,特 に この分 野 で の ヨー ロ ッパ ・ネ ッ トワ

ー クの設 立 につ い て結 論 を 出 した時 に,明 白 に示 され た。 これ に よ って,CIDST(Commiteefor

ScientificandTechnicalInformationandDcumentation－ 科学 技 術情 報 と 文 書 化 に 関関す る

分 科 会)が,ネ ッ トワー ク設 立 に 関 して,こ のECの 委 員 会 を補 助 す る作 業 を 行 うよ うに設 立 され た。

特 別 な 作業 集 団 が,こ の 分 野 で の 各 国 間 の協 同 作 業 で生 じ る技 術 問 題 を 研 究 して お り,こ の ネ ッ トワ

ー ク の開 発 に必 要 な互換 性 を 保証 す るた め ,種 々の国 の情 報 シ ステ ム の緊 密 な 開 発 に 関 す る基 本 的 な

要 求 を特 に 研 究 し てい る。

ネ ッ トワ ー クの 要 求 の 主 な 理 由 の1つ に,STIの 指 数 的 増 加 が あ る。 この 増 加 に よ る巨 大 な蓄 積

を ま す ま す選 択 的 に,す なわ ち,ま す ます(出 力を 減 少 さ せ る)対 話 や イ ンタ ーア クテ ィブ様 式 で

探 索 しな け れ ば な らな い。 記 憶 装 置 と他 の機 構 に投 資 が増 加 す る た め,ま す ます共 同作 業 と して,す

な わ ち,少 ない 独 立 した セ ン ター で 探 索 され な けれ ば な らず,そ の セ ンタ ーは,特 定 の デ ー タ ・ベ ー

ス の地域 的 な集 約 地 点 とな る。 最 近 のEUSIDICサ ー ベ イ では,蓄 積 物 の 探索 に お い ては,い わ ゆ る
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遡 及 的探 索 が 事 実 上 選 択 的探 索 と言 わ れ る周 期 的 更 新(相 対 的 に小 規 模 の)の 探 索 よ り多 い こ と を

示 して い る。

STIと その 探 索 は,費 す高 価 な消 費 に耐 え う る人 々に 限 られ た特権 とな って は い けな い 。 ヨー ロ

ッパ の情 報 ネ ッ トワー クの 最 終 的 な 目的 は,す べ て の 人 に本 質 的 に 同 じ条件 で,す べ ての 科 学 技術 情

報 に迅 速 な ア クセ スを 与 え る こ とで あ る 。

STIの 参照 は,計 算 機 の読 み 取 り可 能 な形 式 で次 第 に利 用 で き るよ うに な って い る。 この よ う な

参 照 の 下 に あ る文 献 は,保 存 し,準 備 さ れな けれ ば な らず,参 照 の検 索 が 量 と速 度 の点 で 改良 され る

に つ れ,量 が 増 加 し,速 さが 増 す。

図 書 館 が,計 算機 に基 づ い た貸 し出 し シス テム を操 作 してい ると.非 常 に 進 ん だ 内部 図 書 館 貸 し出

し ネ ッ トワー クが 可 能 に な り,そ れ は参照 検 索 ネ ッ トワ ー ク に本 質 的 に付 随 す る もの で あ る。 この よ

うな貸 し出 し システ ム に は,オ ン ライ ン能 力 と,計 算 機 で読 み取 り可能 な形 式 の ユ ニ オ ン ・カ タロ グ

が あ る ことが 好 ま し い。

ヨー ロ ッパ の 規 模 で の 計 算 機 ネ ッ トワ ークが ま す ます 重 要 に な る とい う確i信 と,こ の よ うな ネ ッ ト

"ワ ー クが効 果 的 に構 成 で き る前 に解 決 され な けれ ば な らな い互 換 性 と標 準 化 に関 連 す る多 くの問 題 の

自覚 か ら,実 験 的 な ヨー ロ ッ・靖 報 ネ ッ トワ ー クを 構 成 す る と い う決 定 と な った(COSTと れ

』は
,Co-operationinthefieldofScientificandTechnicalResearchの 頭 字 語 で あ る)。こ の ネ

ッ トワ ー ク は,種 々な ヨー ロ ッパ の 国 々のデ ー タ処 理 セ ンタ ーを1つ に 結 合 す る こ と に な る。 この 実

験 で,計 算 機 を接 続 して,大 規 模 な 多重 プ ロ セ ッサ ・シ ス テ ムを 形 成 す る際 の問 題 を考 察 す る こと が

溶 湯になる・ ・のわ トワークはコ ・タ一間の資源の期 の実験を意図 しており,2つ 以上の地理

的 に離 れ て い る 計算 機 に お け る フ ァイ ル とプ ログ ラム間 の コ ミュニ ケニ シ ョンに関 す る技 術 と標 準 の

開 発 を 促 進 す る こ とに な る。

この 国 を超 え た努 力 の イ ニ シ ア チ ブは,い くつ か の ヨー ロ ッパ の国 々(フ ラ ンス,イ タ リア,ス イ

ス,英 国)が 握 って い るが ,こ の 実験 的 ネ ッ トワー クは,他 の国 々の 計 算 機 セ ン ターを 含 む よ うに後

で 拡 大 で き る。

⑱

⑳

3・8・6私 的 部 門 と公 的 部 門 の 間 の 協 力

公 的 部 門 と私 的 部 門 が参 加 し,協 同 してい るEuropeanAssociationofScientificInforma-

tionDisseminationCenter(EUSID工C)で は,情 報 と情 報 機 構 を,主 要 な資 源 と して認 識 しよ う と

して お り,ま た情 報 と機 構 が ヨー ロ ッパ の もの で あ る限 りで は,主 要 な ヨ ー ロ ッパ の資 源 と して認 識

しよ うと して い る。 従 っ て,ヨ ー ロ ッパ情 報 ネ ッ トワ ー クの 開 発 は,物 理 的 に も精 神 的 に も,多 くの

既 存 ヨー ロ ッパ の資 源 に基 づ く こと が 重要 で あ る。 効 率 の最 適 な尺 度 は,ヨ ー ロ ー'パの計 算 機 企 業 と

テ レコ ミ ュニケ ー シ.ヨン企 業 の双 方 と,ヨ ー ロ ッパ のPTT本 部 が 密 接 に 協 力 して 作 業 を 行 い,ア メ

リカ が機 構,料 金 設 定,操 作 に つい て達 す る こ とが で き た最 良 の ものを 得 る た め にア メ リカ の経 験 を

利 用 す る こと に よ っ て得 られ る。

EUSIDICで は,国 際 的 な 協力 とい う こと は 結構 で あ るが,(独 占的 な)外 部 機 構 に頼 り過 ぎ る こ

ひ
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とに な って は い け ない と思 って い る。 また ,外 部 機 構 は,ヨ ー ロ ッパ 自体 の 資 源 を む だ に と って 代 っ

た り,ヨ ー ロ ッパ の技 術 の 開 発 を遅 らせ る もの で あ って は い けな い。

多 重 個 所 会話 型 検 索 シス テ ム で は,端 末 は,ソ ー ス回線 で 中央 側 の プ ロセ ッサ に結 合 さ れ る こ とが

多 い 。 デ ー タ ・ベ ー スの 容 量 が増 加 す る につ れ,サ ー ビス ・ネ ッ トワ ー クに よ って 効果 的 な 費用 を 得

る ため に は,よ り多 くの 利 用 者 に サニ ビス しな けれ ば な らない 。 ま た,こ れ に よ って,デ ー タ処 理 の

容 量 が増 し,テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・ハ ー ドウ ェ アを 改良 す る こ とが必 要 に な って くる。

EUSIDICの 報 告書 で は,ヨ ー ロ ッパで の計 算 機 によ る探 索 の 大 部 分 は ,私 的部 門 によ って行 わ れ

て き た こ とも示 され て い る。 同 じ事 が,カ ナ ダで も知 られ て い る。 従 って ,EUSIDICは,私 的 部 門

の 利 用 者 の 社 会,公 的部 門 の 利 用 者 の 社 会 ,政 策 決 定著 聞 で の効 果 的 な関 係 付 け の機 構 を,国 家 的 ま

た 国 際 的 レベル で作 成 す るこ とを 勧 告 し てい る。

総 合 化 され た計 算 機 一 テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン技 術 の応 用 は,社 会,文 化 ,経 済 生活 の 大 部 分 の面

に ます ます 影 響 を与 え るこ と に な る 。 この 結 論 は ,情 報 の 効 果 的 取 り扱 い を 可 能 とす る効 率 性 と生 産

性 の増 大か ら導 か れ る 。 こ の こ とは,適 当に構 成 され,直 ち にア ク セ スで き る よ うに な れ ば ,知 識 を

拡 大 させ る基 礎 と な る も ので あ る。 層

デ ー タ通 信 の トラ フ ィ ク は,全 電 話 トラ フ ィクの2%以 下 で あ るが ,1年 に50%の 割 合 で 増 加 して

い る と推 定 され てい る。OECD(経 済 協 力 開発 機 構)のPanel'ofPolicyIssuesofComputer

TelecommunicationsInteractionで は,各 国 が,効 果 的 な 費用/利 益 基 準 ピ利 用 者 の 要 求 の 予 測 ,

技 術 と ソ フ トウ ェ アの標 準 化,他 の テ レ コミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビス との料 金 関 係 ,そ の 他 の経 済

的 関 係 を 決 め る ため に,開 発 活 動 を 行 な い,解 析 手 続 きを 決 定 す る よ うに勧 告 して い る。 こ才[らは ,'

OECD,CCITT,CEPT,ISO(国 際 標 準 機 構)の よ うな公 的 部 門 と ,ICC,IATA,IPTC『(lnter-.

nationalPressTelecommunicationsCouncil) ,ASIDIC(American『AssociatiOnofScien-

tficInformationDisseminationCenters) ,EUSIDICの よ うな私 的 部 門 での国 際 的 な組 織 と適 宜

調 整 してい か な けれ ば な ら な い。

,

◆

3・&7問 題 領 域 と し て の メ ッ セ ー ジ の 再 伝 達

私 的 な デー タ処 理 ネ ッ トワ ー ク の急 な 出現 に よ っ て ,PTT本 部 とRecognizedPrivateOpera-

tingAgencies(RPOAS)に い くつ か の問 題 が生 じ,特 に ヨー ロ ッパ で は,1968年 のMardel

Plataで の 第4回 のCCITT(国 際 電 信 電 話 評 議 委 員 会)の 本会 議 以 来
,議 論 され て い る問 題 が あ る。

デ ー タ ・サ ー ビ ス ・セ ンタ ー の 活動 につ いて 研 究対 象 と な る問題 が認 め られ た。 デ ー タの処 理 に加 え

て,セ ンタ ー は,政 府 の テ レ ッ ク ス回 線 等 で行 われ るメ ッセ ー ジの再 伝 送 に 関 す る セ ゾタ ー と して理

論 上作 動 し得 るか らで あ る。 新 た な研 究 期 間(1973-1976)で は ,こ の題 目 が,リ ース 回線 と 一般

費 用 体 系 を 取 り扱 うCCITT研 究 グ ルー プ 皿の論 題 の]つ に も な る。

一 方 で は
,政 府 は,デ ー タ処 理 セ ンター に結 合 さ れ る よ う に され た リー ス回 線 を 使 うシ ステ ム(た

とえ ば,タ イム シ ェア リン グ ・シ ス テ ムや 予 約 シス テ ム)が 正 当 な 客 先 の要 請 に合 致 してい る こ と
,

ま た,政 府 によ って採 用 され る規 則 が 技 術 の進 歩 にか み合 うべ きで あ るこ とが 当然 で あ る と され る こ
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と を 認 め てい る。 しか し,他 方 で は,こ れ らの ネ ッ トワー ク そ の もの の 性 質 に は,そ の活 動 が 回線 を

貸 借 して い る客 先 の活 動 に直 接 的 な 成 果 を持 た ない 利 用者 に よ る リー ス回線 の 共 用 の 利 用 が含 まれ て

い る。

そ の 上,上 記 の説 明 の よ うに,い く つ かの ネ ッ トワー クに は,照 知 能 の 伝 送"が 含 まれ る。 これ は,

デ ー タ処 理 セ ンタ ー ・サ ー ビ ス と利 用者 の 間 だ けで は な く,あ る場 所 で の利 用 者 の施 設 か ら,他 の 国

に あ るか も しれ な い他 の場 所 に あ る 自分 の施 設 へ の伝 送 で あ る(た とえ ば,ホ テ ル 予約 ネ ッ トワ ーク)。

政 府 の問 題 は,こ の よ うな ネ ッ トウー クの 正 しい デ ー タ処 理 機 能 と,政 府 の責 任 が残 らな けれ ば な ら

な い と思 われ る ス イ ッチ 機 能 や伝 送 機 能 を 区別 す るこ とで あ る 。

しか し,デ ー タ処 理 サ ー ビス は,急 速 に発 展 して い る分野 で あ り,社 会 の あ ら ゆ る部 門 の増 加 して

い る要 求 に合 致 してい る。 一 こ の サ ー ビスで は,個 々の 客 先 で は実 行 で きず,補 助 が必 要 な操 作 を

行 な って い る。 政 府 は,新 た な解 釈 の 問 題 が 今後 生 じて くる と期 待 され るの で,た と えば,デ ータ ・

バ ンクの増 加 に と もな い ,テ レプ ロ セ シ ングの今 後 の 発 展 に充 分 融 通 性 に 富む よ うな もの で,一 政 府

が他 の政 府 に受 け入 れ られ な い よ う な意 志 決 定 を しな い よ うに充 分詳 細 な勧 告 を 必要 と してい る。

このた め,既 存 の条 件 が デ ー タ処 理 会 社 によ って第3者 ヘ サ ー.ビスが提 供 され る うえで,現 在 の状

況 だ け で な く,中 期 的 に も充 分 で あ る か ど うか,ま た あ る客 先 が他 の客 先 へ 付 加 価 値 的 コ ミュニ ケー

'シ
ョ ンの サ ー ビスを 与 え る た め に計 算機 を利 用 す る こと(た とえ ば,パ ケ ッ ト・ス イ ッチ ング,メ ッ

セ ージ再 伝 送,異 な る速 度 へ の変 換)が 政 府 に』よ って 正 当 な客 先の 活 動 と して 考 慮 され て い るの か ど

うか を問 う質 問 状 を 廻 した の で あ る。

利 用者 の観 点 か らは,デ ー タ ・サ ー ビス ・セ ンター の シ ス テ ムが直 接 的 な利 用 者 間 の メ ッセ ー ジ伝

送 を提 供 しな い し,そ うす るつ も り も な い こ とが当然 論 じ られ よ う。 い くつ か のデ ー タ ・サ ー ビス ・

セ ン タ ーで は,端 末 の利 用 者 か ら中 央側 の シ ステ ム操 作 員へ の メ ッセー ジ伝 送 機 構 が あ る。 一 ほ と

ん ど のセ ンタ ーに は,中 央 側 の シ ステ ム操 作 員 か ら特 定 の 利 用 者 ま た は数 個 所 あ るい は 全 利 用 者(放

送)へ の メ ッセ ー ジ伝 送 機 構 が あ る。

操 作 的 なメ ッセ ー ジ伝 送 は,そ の 量 が通 常 の デ ー タ処 理 伝 送 の 量 に比 較 して無 視 で き るので,メ ッ

セー ジの 再伝 送 と見 ては い けな い。 端 末 の利 用者 が,自 分 の デ ー タ処 理 作 業 を 進 展 させ る た めに,中

央 側 の シ ス テム操 作 員 の 補 助 を 求 め る必 要 が あ りえ よ う.同 様 に,中 央 側 の シ ス テ ム操 作 員 が,中 央

シス テ ム に関 す る情 報,ま た は]つ 以 上 の デ ー タ処 理 作業 に関 す る情報 を,端 末ci])利用 者 が シ ステ ム

を 最 大 限 に,ま た は正 し く使 用 で き る よ うに,広 め る必 要 が あ ろ う。

しか し,あ る程 度 の規 模 で,こ の よ うに して メ ッセ ー ジの伝 送 を 行 な うこ と は,第1に 不経 済 で あ

る。 例外 と して,過 剰 の た め に い くつか の試 み を行 な わ なけ れ ば な らない よ うな ピー ク時 に は,公 衆

電 話 ネ ッ トワ ー ク の継 続 して い る信 頼 性 が操 作 に影 響 を与 え る こ とは 確 か で あ る。 この よ うな状 況 の

下 で,互 に計 算機 の操 作 に つい て知 らせ るた め に,リ ー ス ・デ ー タ回 線 を 使 用 す る こ とは,経 済 上は

正 当 化 され よ う。 言 い替 え る と,公 衆 の デー タ ・サ ー ビ ス ・セ ンタ ー(T)利 用者 の 唯 一 の 目的 は,処 理

対 象 の作 業 を 行 な う(遠 隔 一括 処 理,会 話 型処 理,情 報 検 索)こ とで あ り,メ ッ セー ジの再 伝 送 を 行

な うこ とで は ない。 現 在 の テ レ ック ス や電 話 の呼 び 出 しの費 用 の方 が安 価 で あ るか らで あ る。
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その 結 果,利 用 者 とデ ー タ処 理 セ ンタ ー を結 合 し てい る リー ス回線 が,異 な る利 用 者 間 で の情 報 の

直 接 的 な交 換 に使 用 して はい けな い こ と,ま た,デ ー タ処 理 セ ンター に ア クセ ス す る,利 用 者 間 の メ

ッ セ ー ジの伝 送 が,デ ー タ処理 セ ン タ ーを 通 して許 され ては い けな い こと を 明記 して い る,CCITT

勧 告D,1の7節 の 最 初 の2つ の 段 落 に定 め られ てい る現 在 の 制限 は,利 用 者 の制 限 事 項 に採 用 す る

必 要 が あ る。

`

3・8・8ネ ッ トワ ー ク の 実 現

デ ー タ処 理 とデ ー タ ・ネ ッ トワ ー クの 急 速 に広 が る応 用 の ため,PTT本 部 とRPOAは,既 存 の

ネ ッ トワー クを現 実 化 す る か,新 た な ネ ッ トワ ー クを導 入 す る必 要 に直 面 して い る。

さ らに,国 際 的 な事 務 社 会 の種 々 な部 門 一 銀 行,保 険 会 社,海 運 業 者,デ パ ー ト,旅 行 代 理 店,

鉄 道 ・船 舶 ・航 空 会 社,デ ー タ ・サ ー ビ ス ・セ ンタ ー等,は,今 後 の デ ー タ処 理 ネ ッ トワー ク の設 計

と公 的 利 用 可 能 性 につ いて,個 々の 必要 性 と意 見 を持 って い る。

長 期 の 公 的 な 戦 略 が欠 け てい る と,広 範 に独 立 した 公 的 また は私 的 な ネ ッ トワー ク が生 じ,相 互 交

流 が 困難 に な り,ハ ー ドウェ ア の分 野 で 達成 で きて い る機 能 で は間 に合 わ な くな る。

従 って,デ ー タ処 理 産 業 が,デ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の確 立 にすで にあ るか 今 後 進 行 しよ う と して い

る テ レ コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン企業 と協 力 す る ことが 本 質 的 で あ る。 一度 この よ うな ネ ッ トワー ク に関 す

る技 術 士 の 原 則 が 立 て られ,ネ ッ ト ワー クが構 成 され る と,こ の 応 用 シス テ ムを 変 更 した り,代 替 の

もの を導 入 す る こ とは も っと困 難 とな ろ う。 これ は,ス イ ッチ ング ・セ ンタ ー,地 下 ケ ー ブル,マ イ

ク ロ波 の リ ン ク,サ テ ィラ イ ト ・シ ス テ ムを 伴 うテ レコ ミュ ニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー ク が相 対 的 に

融 通 性 が ない た め で あ る。 この よ う な シ ス テ ムの 金 融 上 の 投資 は,始 め か ら非 常 に× き く,既 存 の ネ

ッ トワー クを新 しい も ので 置 き換 る可 能 性 は と て も少 ない 。 テ レコ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 平均 的 な利 用

の 寿 命 は現 在,計 算 機 の 世 代 の5-10年 に較 べ て,15-25年 程 度 で あ る。 しか し,『技 術 の 進展 の 促 進

を 考 慮 して,シ ス テ ム に導 入 可 能 な 融 通 性 は す べ て組 み 込 ん で お くべ きで あ る。'

■

3・8.9互 換 性

注 意 を 要 す る他 の 面 と し て,計 算 機 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの要請 の 結 果,種 々な 計 算 機 シ ステ ム間 の

互 換 性 の 問 題 が,ど ち らか とい え ば,よ り重 要 視 され るよ うにな って来 た こ と があ る 。す でに ,既 存

の シ ス テ ム の標 準 は混 乱 して い る。 従 って,資 源 の共 用 の 概 念 に は きわ め て重 大 であ る'計 算 機 の 標

準"が 本質 的 であ る。 これ が 計算 機 業 界 自体 か ら出 て くる こ と はあ り得 な い で あ ろ うか ら,政 府 を 含

め た 利 用者 が か な りの 圧 力 を か け る 必要 が あ る。 もち ろ ん,経 済 的 には ど うで あ れ ,互 換 性 は,シ ミ

ュ レー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジで も促 進 で き る。

計 算 機 サ ー ビス で の労 働 力 の 分 割

計 算 機 と テ レコ ミュ ニ ケー シ ョ ンの 自然 な共 通 性 か ら,そ れ ぞれ,互 の機 構 と サ ー ビス に依 存 す る

よ う にな って きて い る。 そ れ ぞれ ,互 の 市場 に入 ろ うと して お り,特 に米 国 で 進 展 が 見 ら れ る。

種 々な国 の 多様 な急 迫 か ら の この よ うな 展 開 か ら,い くつ か の興 味 深 い政 策 が 現 れ て い る。 そ の1
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つ に,テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョ ン会 社 が相 対 す る デ ー タ処 理 の 市場 に 入 る こ とを 許 す べ き か ど うか ,ま

た,そ れ とは対 照 的 に,EDP企 業(す なわ ち,製 造 会 社,ハ イ ブ リッ ド・サー ビス ・ビ ュー ロ,銀

行等)が,統 制 され た,独 占 的 な テ レ コ ミュニ ケー シ ョ ンの分 野 に入 るべ きか ど うか とい う こ とが あ

る。

誰 が この よ うな サ ー ビス を提 供 す べ きか に 関 して 重 大 な疑 問 が 生 じて い る。 テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ンのみ を 与 え る公 共 機 関 を作 るべ きで あろ うか,ま た は ,計 算 機 力 と サー ビス につ いて も同様 に 。 ま

た は,サ ー ビス ・ビュ ー ロ等 の よ うな公 的 で は ない会 社 が,テ レコ ミ ュニケ ー シ ョ ンの 市 場 に も入 っ

て い く こ とが で き るの か,そ うす べ きな ので あ ろ うか。

カ ナ ダの報 告'計 算 機 利 用 に関 す る政 策 上 の考 慮"で は,機 能 的 に見 た計 算 機 の分 野 に代 る もの と

して,'総 合 的 計 算 機 利 用"と い う形 を と った単 一 の 会 社 で の,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン機構 と計 算機 パ

ワー を総 合 した総 合 的 サ ー ビス を あ げて い る。

実 際,米 国 のWesternUnionInternational(WUI)で は,国 際 デ ジ タル ・デ ー タ ・サ ー ビ ス

(IDDS)と して知 られ て い る新 しい サー ビ スを提 案 して い る。 そ こで は,客 先 に,計 算 機パ ワー,

デ ー タ伝 送 と ス イ ッチ ング,応 用 サ ー ビスを 希 望 に 応 じて組 み 合 わ せ る とい う形 で計 算 機 の サ ー ビス

が扱 われ て い る。

,

3・8・10伝 送 路 の 容 量 と信 頼 性

デ ー タ通 信 に対 す る要 求 の拡 大 に つれ て,伝 送路 の 容 量 と信 頼 性 を 増 す こ とが必 要 とな る 。一 衛

生 処 理 シス テ ム,特 殊 化 され た 共 通 の 伝 送路,ア メ リカ電 信電 話 会 社(AT&T)の デ ジタル ・ネ ッ

トワー ク,Datran(デ ー タ伝 送 会 社),ト ラ ンス ・カ ナダ 電 話 シ ステ ム,VANS(ValueAddedNet・

works)。 米 国 で,既 存 の 電 話 ネ ッ トワー クが,デ ー タ の利 用者 の ます ま す複 雑 化 してい く要 求 を充

分 満 たす こ とが で きず,ま た,こ の ネ ッ トワー クが 事 実 上 今後 予測 され る デー タの膨 大 な 量の 伝 送 に

は適 して いな い こ と が明 白 に な っ た 時 に,明 らか な答 は,デ ー タ用 に新 し く別 な,平 行 した ネ ッ トワ

ー クを作 る こ とで あ った
。 合 象 国 の通 信 委 員 会(FCC)で は,電 話 会 社 の ア ナ ロ グ ・ボ イ ス ・ネ ッ

トワー クに よ る デー タの伝 送 の 本質 的 な不 充 分 さは,潜 在的 利 用者 の一 部 分に よ って の み採 用 され る

とい うこ とか ら,最 悪 で は な いに して も,利 用者 の質,量,周 波 数 の 要 求 に合 致 す るよ うに特 別 に設

計 され た。 利 用 者 向 チ ャ ンネル が 欠 け てい る とい う結 論 に達 してい た。 次 にFCCは,利 用 者 の デ ー

タ通 信 問題 を 解 決 す る特 別 の ネ ッ トワー クを構 成 す るた め の 新 しい特 別,な共 通 伝 送路 を推 せん し た。

こ の よ うな問 題 の も っ と安 価 で 直 接 的 な解 決 は,VANの 概 念 の 出現 で あ った。VANは,通 信電

送 会 社 に対 して,通 信 サ ー ビ ス会 社 で あ る。VAN会 社 は,既 存 の通 信 会 社 で は 不 可能 な効 率 と価 格

を 提 供 して い る。 そ こ で は,利 用 者 に,広 帯域(widebandtenestrial)な 陸 上(回 線)と 衛 生 回線

を通 して の高 速 デ ー タ 移 送;ネ ッ トワ ー ク内 で コー ド,速 度,形 式 の 変換 を 与 えて,類 似 して い ない

計 算 機 と端 末 間 の 効 果 的 な 結 合;自 動 的 かつ 動 的 に ル ー トを撰 択 す る こと に よ る高 い信 頼 性;ネ ッ ト

ワ ーク 内 での 自動 訂 正 技 術 によ る誤 り率 の極 端 な減 少;既 存 の 伝 送路 か ら リー スさ れ た 回線 を 使 って

の 広範 囲 な地 理 上 の領 域 の 包 含;始 点 と 目的地 点 との 間の 距 離 や 呼 び 出 しの 持 続 時 間 で は な く,伝 送

■
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され るデ ー タ量 に基 づ い た料 金体 系;を 提 供 して い る。

AT&Tは,こ の サ ー ビ スを,ttデ ー タ ・サ ー ビ ス"・『と呼 ん で い る。 これ は,デ ー タ処理 と デ ー タ

・メ ッ セー ジ ・スイ ッ チ ン グに 関 す る総 合 的 デ ー タ ・サ ー ビ スを 与え るた め に
,電 話 会 社 の通 信 サ ー

ビス と ,計 算 機端 末 装 置 の 利 用 を結 び付 け た サ ー ビ スを示 して い る。総合 的 デ ー タ ・サ ー ビスで 用 意

され てい る電 話 会社 の 通信 サ ー ビス を使 う客 先 は,軒 総 合 的 デ ータ ・サ ー ビスの売 り手"と 呼 ば れ る。

DATRANの 市場 研究 で は,特 別 な デ ー タ伝 送 の 必要 性 を 明 白 に指適 して い る。 こ こ では,こ の

ユ0年間 で,1970年 の37億 回 の呼 び 出 しが ら320億 回 まで利 用 が増 え,1980年 まで に は米 国 を 通 し

て操 作 され る端 末 が この10年 が始 る時 に操 作 可能 であ った185 ,000か ら2,500,000に な るで あ ろ う

こと が指 適 さ れ てい る。 この数 字 に は,計 算 機 を操 作 す るの に使 わ れ る押 しボ タ ン電 話 を 含 ん で い な

い。

●

「

3・8・11ヨ ー ロ ッ パ に 対 す る 勧 告

料 金 体 系 と技 術 的 な面 に 関す る北 ア メ リカ で の最 近 の開 発 を考 慮 して,ヨ ー ロ ッパ のPTT本 部 と

関係 す るす べ て の と ころ で は,デ ー タ通 信 に 関 す る公 的利 用 の 集 約 され つ つ あ る要 求 に対 応 してい る

か ど うか を,で き るだ け短 期 間 に決 定 しな けれ ば な らず,ま た この 開発 を,利 用 者 に妥 当 な 費用 で ,

一 貫 して効 果 的 に行 な うた めの 開 発 を 承 認 す るで あ ろ う
。

CCITT研 究 グル ープ 皿の 最 近 の 会 合 で は(1974年1月),今 後li)公 的デ 三タ伝 送 ネ ッ ト ワー ク

に適 用 され る料 金体 系 の問 題 に重 点 を 置 くべ きで あ り ,こ の よ うな体 系 が私 的 な デ ー タ伝 送 ネ'ッ、トワ

ー ク の 料 金 体 系 の 基 魁 も な るこ と が 詣 顕 れ て い る
・ .

.',幽 二 、・'

しか し,テ レコ ミュニケ ー シ ョン ・サ ービ ス率 が 基 づ い て い る,す なわ ちサ ニ ビス の価 格 と価 値 と

い う,二 つ の 要 素 の 現 在 の 考 察 で は,低 い 利益 を 与 え る費 用 の かか る サ ー ビ スの負 担 の一 部 を ,そ の

価 値 が 大 き い の で,利 用者 に 高 い価 格 を払 わ せ るこ とを 正 当化 す る よ うな サ ー ビス に移 す こ とが で き

る よ うに して い る こ と は残 念 で あ る。 この ア プロ ー チ は受 け入 れ が た く,特 定 の通 信 サ ー ビ スの 価 値 .

を 判 断 で き るの は 利 用 者 だ けで あ り,そ の 意 見 は 政 府 の意 見 と全 く異 な る こ ともあ る の で ,考 慮 す べ

きで あ る.

政 府 が国 際 的 な,私 的 回 線 に大 変 高 い 賃 貸 料 を 適 用 で き るよ うに してい る ヨー ロ ッパ の現 在 の料 金

体 系 で は,国 際的 なデ ー タ ・ネ ッ トワー クの 確 立 を 促 進 で きな い 。 も しこれ が根 本 的 に 改 正 され な け

れ ば,国 際 的 なデ ー タ伝 送 が,将 来 公 的 に利 用 され る よ うに なる こ とが期 待 で き ない 。次 の表 では ,

非 常 に高 い 手 数 料 が,リ ー ス 回線 が 国境 を越 え るた びに か か る ことを 示 して い る。 こ れ は ,国 際 的 な

回路 が2つ で は な くた だ1つ の端 末 を維 持 す る た め に,各 政 府 にわた っ て い る こと を考 え る と ,特 に

理 解 しが た い。1973年9月 にと られ た この 例 で は ,4線 の 通常 の質 のデLタ 伝 送 回路 を 参照 して お

り,地 域 的 に拡 大 され る代 価 を除 い て い る。
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北 ア メ リカ では,AmericanSatelliteCorporationが 現 在 の私 的 回 線 の 料 金 よ りも約50%低 い 新

しい料 金 を 提 案 してい る こ とが 知 られ てい る。 例 え ば ,ニ ュー ヨー クか らシ カ ゴ まで 月 当 り970ド ル

に く らべ500ド ル で あ り ,ニ ュー ヨー クか ら ロ ス ア ンジ ェル スま で月 当 り2400ド ル に く らべ1200

ドル で あ る等 。

他 の 興 味 深 い 料 金 の 一 面 に,WVIが 提 案 した 新 しい国 際 的 な デ ジタ ル ・デ ー タサ ー ビス(IDD

S)に 伴 う料 金 の取 扱 い が,伝 送路 で 利 用 で き る よ うに な る帯 域 に く らべ,伝 送 さ れ るデ ー タの 量 に

かみ あ って い ると い う こと が あ る。

AmericanPacketCommunicationsIncorporated(PCI)の 賃 貸 料 は,距 離 で は な く,送 ら

れ るパ ケ ッ トの数 に基 づ い て い る。

ヨー ロ ッパ のデ ー タ伝 送 が ,な ぜ 公 的 メー ルサ ー ビス の資 金 調 達 を お こな うだ け の 北 ア メ リカ にお

け る費 用 の倍 の費 用 が か か るの で あ ろ うか?

従 っ て,ヨ ー ロ ッパ の政 府 が,デ ー タの 利 用 者 の要 求 に見 合 う適 当 な価 格 を と らな け れ ば,機 会 を

失 う こと に なる だ ろ う。 北 ア メ リカ で見 た よ うに,第 三 者 が計 算 機 通 信 に便 乗 し,制 限 され た価値 を

も つ特 殊 化 され た 「t緊急"の 解 を 見 い出 し,PTT本 部 の 収 入 を減 らす こ とにな るで あ ろ うか ら。

.1974年 の960 ,000か ら1980年 の4,100,000に 増 加 す ると され てい る米 国 のデ ー タ端 末 の 数 の 伸

び(コ ミュニ ケTシ ョ ン ・ニ ュー ス の1973年12月 版 に載 って い る)と,1972年 の80,000か ら

1985年 の815,000へ の ヨー ロ ッパ の伸 び の予 測(EurodataStudyの 最 近 出 され た 結果 に依 る)と

の 間 の 大 き な差 異 は,主 に料 金 に よ る とい え な い だ ろ うか。

従 って 結 論 は,ヨ ー ロ ッパ のPTT本 部 は障 害 を 除 去 し,計 算 機 の 通 信 の 利 用 概 念 を 勢 力 的 に奨 励

す る ことに よ っ て のみ 利益 を 得 る こ とが で き る とい うこ と であ る。

■
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